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ま
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つ
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4
5

・ 示された観点や自分
で決めた観点に基づい
て、同じとみられる物を
まとめて捉える。

1

・ 示された観点や自分
で決めた観点をもとに、
仲間集めをしようとして
いる。

〇

観察

・ 物の個数の多少を、
比べる対象どうしを線で
結ぶ１対１対応によって
比較する。

1

・ 1対1対応によって物
の集まりの要素の個数
が比較できることを理
解し、直接比較をするこ
とができる。

〇

観察

・ 物の個数の多少を、
操作しやすい物に置き
換えて、１対１対応に
よって比較する。

1

・ 1対1対応によって物
の集まりの要素の個数
が比較できることを理
解し、間接比較をするこ
とができる。

〇

観察

・ １から５までの数を唱
えたり、数えたり、数字
を読んだりする。

1

・ 1から5までの数の唱
え方や、数字の読み方
を理解している。

○

観察

・ １から５までの数と、
数図やブロック等との
関係の理解を深める。
・ １から５までの数字を
書き、数の概念と関連
付ける。

2

・半具体物や数図や数
字などを用いた、1から
5までの数の表し方を理
解し、数字を書くことが
できる。
・ 物の個数を工夫して
表そうとしている。

〇 〇

観察

・ ６から10までの数を唱
えたり、数えたり、数字
を読んだりする。 1

・6から10までの数の唱
え方や数え方、数字の
読み方を理解してい
る。

〇

観察・ノート

・ ６から10までの数と、
数図やブロック等との
関係の理解を深める。
・ ６から10までの数字を
書き、数の概念と関連
付ける。

2

・ 半具体物や数図や数
字などを用いた、6から
10までの数の表し方を
理解し、数字を書くこと
ができる。
・ 音など消えてしまう物
の数を工夫して数えよ
うとしている。

〇 〇

観察・ノート

か
ず
を
さ
が
そ
う

22
23

・ 10までの数を用いて、
身の回りにある物の個
数を数える。

1

・ 身の回りの物の個数
について説明している。

〇

観察・ノート

０
と
い
う
か
ず

24

・ １つもないことを０と書
き表すことを知る。

1

・ 0の意味や読み方、
書き方を理解し、個数
が「無」であることを「0」
で表すことができる。

〇

観察・ノート

か
ず
の
お
お
き
さ
く
ら
べ

25

・ １から10までの数の
多少や、大小を判断す
る。

1

・ 1から10までの数の多
少や大小を比較するこ
とができる。

○

観察・ノート

か
ず
の
な
ら
び
か
た

26
27

・ ０から10までの数の
系列が分かる。

1

・ 0から10までの数を順
序よく並べることができ
る。

○

観察・ノート

１
０
　
ま
で
の
　
か
ず

小１
「なかよし」
・仲間集め、１対１
対応による多少比
較

小１
「なんばんめ」
・順序数と集合数
のちがい
「いくつといくつ」
・１０までの数の合
成・分解
「１０よりおおきいか
ず」
・３０までの数の数
概念

5

(　　１　　）年生　『　算数　』年間指導計画   　　　       たのしい算数（大日本図書）

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

4

な
か
よ
し

く
ら
べ
よ
う

6
～
9

小１
「１０までのかず」
・１から１０までの数
の数概念

５
ま
で
の
数

10
～
15

１
０
ま
で
の
か
ず

16
～
21
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・ 「前から○番目」、「上
から○番目」、「左から
○番目」などの言葉を
用いて、順序や位置を
正しく表す。

1

・ 数を順序や位置を表
すものとして捉え、基点
を決めて順序や位置を
多様に表している。

○

観察・ノート

・ 具体的な場面で、順
序数と集合数の意味の
違いを理解し、それらを
用いる。

1

・ 順序数や集合数で表
された物を指摘すること
ができる。 ○

観察・ノート

・ 方向を表す言葉（前
後、左右）と、数を用い
た平面上の物の位置の
表し方を理解する。

1

・ 平面上での位置の表
し方を理解し、物の位
置を前後、左右の言葉
と数を用いて表すことが
できる。

〇

観察・ノート

・ ５を２つの数に分解
し、２つの数の和として
捉え、５の数の構成を
理解する。

1

・ 5を2つの数に分解す
ることができる。

○

観察・ノート

・ ６を２つの数に分解
し、２つの数の和として
捉え、６の数の構成を
理解する。

1

・ 6を2つの数に分解す
ることができる。

○

観察・ノート

・ ７を２つの数に分解
し、２つの数の和として
捉え、７の数の構成を
理解する。

1

・ 5～7の分解の学習を
もとに、数の範囲を拡
張させ、8や9などにつ
いても考えようとしてい
る。

○

観察・ノート

・ ８を２つの数に分解
し、２つの数の和として
捉え、８の数の構成を
理解する。

1

・ 8を2つの数に分解す
ることができる。

○

観察・ノート

・ ９を２つの数に分解
し、２つの数の和として
捉え、９の数の構成を
理解する。

1

・ 9を2つの数に分解す
ることができる。

〇

観察・ノート

・ 10を２つの数に分解
し、２つの数の和として
捉えたり、順序よく並べ
たときの規則性を見つ
けたりして、10の数の構
成を理解する。また、
ゲームを通して、10の
補数関係について習熟
する。

2

・ 10を2つの数に分解
することができる。ま
た、10の数の構成を理
解している。
・ 関数的な見方や考え
方を働かせ、順序よく
並べたときの規則性に
ついて考えている。

○ ○

観察・ノート

・ 合併の場面につい
て、加法の意味を理解
し、式に表す。

1

・ 合併の場面につい
て、加法の意味と式の
表し方を理解している。

○

観察・ノート

・ 合併の場面を捉え、
式に表して答えを求め
る。

1

・ 加法の場面であるこ
とを操作や言葉などで
説明している。

〇

観察・ノート

・ 問題文から合併の場
面を捉え、式に表して
答えを求める。 1

・ 合併の場面を捉え、
式に表し、和が10以下
の加法の計算ができ
る。

〇

観察・ノート

・ 増加の場面につい
て、加法の意味を理解
し、式に表す。

1

・ 増加の場面につい
て、加法の意味と式の
表し方を理解している。

〇

観察・ノート

・ 問題文などから増加
の場面を捉え、式に表
して答えを求める。

1

・ 加法の場面であるこ
とを操作や言葉、図な
どで説明している。

○

観察・ノート

・ 加法の式と絵を見
て、合併や増加の問題
をつくる。 1

・ 加法の式と絵を見
て、合併や増加の場面
を捉え、言葉で表現して
いる。

〇

観察・ノート

5

6

あ
わ
せ
て
　
い
く
つ
　
ふ
え
る
と
　
い
く
つ

小１
「いくつといくつ」
・１０までの数の合
成・分解

小１
「のこりはいくつ　ち
がいはいくつ
・加法、減法の意味
と式、計算
「たしざんカード」
「ひきざんカード」
・加法、減法の習熟
「３つのかずのけい
さん」
・３口の数の加法、
減法
「たしざん」
「ひきざん」
・繰り上がりのある
加法、繰り下がりの
ある減法
「ずをつかってかん
がえよう」
・順序数の加減法
など

あ
わ
せ
て
い
く
つ

3
～
6

ふ
え
る
と
い
く
つ

7
～
10

な
ん
ば
ん
め

28
～
32

小１
「１０までのかず」
・１０までの数の数
概念

い
く
つ
と
　
い
く
つ

い
く
つ
と
い
く
つ

33
～
40

小１
「１０までのかず」
・１０までの数の数
概念

小１
「10よりおおきいか
ず」
・３０までの数の数
概念
「あわせていくつ
ふえるといくつ」
「のこりはいくつ　ち
がいはいくつ
・加法、減法の意味
と式、計算

な
ん
ば
ん
め
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た
し
ざ
ん
カ
ー

ド

11

・ たし算の計算カードを
使って練習し、和が10
以下の加法の計算をす
る。また、答えが同じに
なるカードを集める。

1

・ 和が10以下の加法の
計算が確実にできる。

〇

観察・ノート

０
の
た
し
ざ
ん

12

・ ０を含む加法の式の
意味を理解する。

1

・ 0を含む加法の意味
を理解している。

○

観察・ノート

・ 求残の場面につい
て、減法の意味を理解
し、式に表す。 1

・ 日常の事象から求残
の場面を見いだし、減
法に進んで関わろうとし
ている。

〇

観察

・ 求残の場面を捉え、
式に表して答えを求め
る。

1

・ 減法の場面の理解を
深め、図での表し方を
理解している。

〇

観察・ノート

・ 求補の場面を捉え、
減法になることを理解
し、式に表して答えを求
める。

1

・ 減法の場面であるこ
とを操作や言葉、図な
どで説明している。 〇

観察・ノート

・ ひき算の計算カードを
使って練習し、10以下
の数から１位数をひく減
法の計算をする。また、
答えが同じになるカード
を集める。

1

・ 10以下の数から1位
数をひく減法の計算が
確実にできる。

〇

観察・ノート

・ 10以下の数から１位
数をひく減法の計算に
習熟する。

1

・ 10以下の数から1位
数をひく減法の計算が
確実にできる。

〇

観察・ノート

０
の
ひ
き
ざ
ん

20

・ ０を含む減法の式の
意味を理解する。

1

・ 0を含む減法の意味
を理解している。

○

観察・ノート

・ 求差の場面につい
て、減法の意味を理解
し、式に表す。

1

・ 求差の場面につい
て、減法の意味と式の
表し方を理解している。

○

観察・ノート

・ 問題文から求差の場
面を捉え、式に表して
答えを求める。

1

・ 減法の場面であるこ
とを操作や言葉、図な
どで説明している。

〇

観察・ノート

・ 減法の式と絵を見
て、減法の問題をつく
る。 1

・ 減法の式と絵を見
て、減法の場面を捉え、
言葉で表現している。 〇

観察・ノート

た
し
ざ
ん
か
な
ひ
き
ざ
ん
か
な

25

・ 具体的な場面で、ど
んな計算になるかを考
え、加法、減法の演算
決定をし、立式して計算
で答えを求める。

1

・ 場面の数量の関係を
捉え、演算決定したり、
ブロックや図で説明した
りしている。

〇

観察・ノート

た
し
か
め
も
ん
だ
い

26

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 問題場面から式を立
て、加法や減法の計算
をすることができる。

○

観察・ノート

6

あ
わ
せ
て
　
い
く
つ
　
ふ
え
る
と
　
い
く
つ

小１
「いくつといくつ」
・１０までの数の合
成・分解

小１
「のこりはいくつ　ち
がいはいくつ
・加法、減法の意味
と式、計算
「たしざんカード」
「ひきざんカード」
・加法、減法の習熟
「３つのかずのけい
さん」
・３口の数の加法、
減法
「たしざん」
「ひきざん」
・繰り上がりのある
加法、繰り下がりの
ある減法
「ずをつかってかん
がえよう」
・順序数の加減法
など

の
こ
り
は
　
い
く
つ
　
ち
が
い
は
　
い
く
つ

小１
「いくつといくつ」
・１０までの数の合
成・分解

小１
「たしざんカード」
「ひきざんカード」
・加法、減法の習熟
「３つのかずのけい
さん」
・３口の数の加法、
減法
「たしざん」
「ひきざん」
・繰り上がりのある
加法、繰り下がりの
ある減法
「ずをつかってかん
がえよう」
・順序数の加減法
など

7

　
の
こ
り
は
い
く
つ

13
～
17

ひ
き
ざ
ん
カ
ー

ド

18
19

ち
が
い
は
い
く
つ

21
～
24
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お
は
な
し
づ
く
り

27

・ お話づくりを通して、
加法や減法の意味理
解を深める。

1

・ 日常の事象やこれま
での経験から加法や減
法になるお話をつくろう
としている。

○

観察・ノート

・ 物の個数を比べるた
めに、絵を用いた簡単
なグラフに表したり、読
み取ったりする。

1

・ 物の個数が分かりや
すくなるように整理する
方法を考えている。 ○

観察・ノート

・ 物の個数を比べるた
めに、大きさをそろえて
から絵を用いた簡単な
グラフに表したり、読み
取ったりする。

1

・ 物の個数を大きさを
そろえて表すと、個数の
大小が正確に分かるこ
とを理解している。

○

観察・ノート

ふ
く
し
ゅ
う

32

・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。 1

・ 既習事項を理解して
いる。

○

観察・ノート

・ 20までの物の個数に
ついて、10とあといくつ
という見方で数えるとよ
いことを知り、11から20
までの数を表したり、読
んだりする。

2

・ 20までの数の構成、
表し方、読み方を理解
し、数を数えたり、表し
たり、読んだりすること
ができる。
・ 20までの数を、10の
まとまりをつくって数え
ようとしている。

〇 〇

観察・ノート

・ 20までの数の構成の
理解を深め、その順
序、系列が分かる。ま
た、２ずつ、５ずつまと
めて数えるよさに気づ
き、まとめて数える。

1

・ 20までの数の構成、
順序、系列を理解し、数
を数えたり、表したりす
ることができる。 〇

観察・ノート

・ 20までの数の構成の
理解を深め、その合成・
分解、順序、系列を理
解する。

1

・ 20までの数の構成、
順序、系列を理解して
いる。 〇

観察・ノート

か
ず
の
せ
ん

40
41

・ 20までの数直線の読
み方を理解し、20まで
の数の大小比較をす
る。

1

・ 数直線の読み方を理
解している。また、20ま
での数の大小比較がで
きる。

〇

観察・ノート

２
０
よ
り
お
お
き
い
か
ず

42
43

・ 20より少し大きい数
の構成や表し方、読み
方について理解する。

1

・ 20より少し大きい数
の構成や表し方、読み
方を理解している。

○

観察・ノート

・ 10＋６や12＋３のよう
な加法の計算の方法を
理解し、計算する。 1

・ 10＋6や12＋3のよう
な加法の計算の仕方を
理解し、計算できる。 〇

観察・ノート

・ 16－６や15－３のよう
な減法の計算の方法を
理解し、計算する。 1

・ 16－6や15－3のよう
な減法の計算の仕方を
理解し、計算できる。 〇

観察・ノート

た
し
か
め
も
ん
だ
い

46

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 数の構成や系列を理
解するとともに、具体物
の数を数えたり、簡単
な2位数と1位数の加
法、減法の計算をしたり
することができる。

〇

観察・ノート

小１
「いくつといくつ」
・１０までの数の合
成・分解

小１
「たしざんカード」
「ひきざんカード」
・加法、減法の習熟
「３つのかずのけい
さん」
・３口の数の加法、
減法
「たしざん」
「ひきざん」
・繰り上がりのある
加法、繰り下がりの
ある減法
「ずをつかってかん
がえよう」
・順序数の加減法
など

7

9

1
0
　
よ
り
　
お
お
き
い
　
か
ず

小１
「あわせていくつ
ふえるといくつ」
「のこりはいくつ　ち
がいはいくつ
・加法、減法の意味
と式、計算

小１
「大きなかず」
・和が100までの何
十の加法とその逆
の減法
「たしざん」
「ひきざん」
・繰り上がりのある
加法、繰り下がりの
ある減法

小２
「１００より大きい
数」
・何十の加法とその
逆の減法

か
ず
し
ら
べ

か
ず
し
ら
べ

28
～
31

小２
「せいりのしかた」
・簡単な表や○を
使ったグラフ

２
０
ま
で
の
か
ず

33
～
39

た
し
ざ
ん
と
ひ
き
ざ
ん

44
45
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るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

な
ん
じ
　
な
ん
じ
は
ん

じ
こ
く
の
よ
み
か
た

、
あ
ら
わ
し
か
た

47
～
49

・ 時刻と生活を結び付
けて考えながら、「何
時」と「何時半」の時刻
を読んだり、模型時計
で表したりする。

1

・ 「何時」と「何時半」の
時刻を読んだり、模型
時計で表したりすること
ができる。

〇

観察 小１
「なんじ　なんぷん」
・時刻の読み方

小２
「時こくと時間」
・時刻と時間の概
念、時間の単位
（日、時、分）
・簡単な時刻や時
間の求め方

・ たし算の計算カードを
順序よく並べ、その並
びから規則性を見つけ
る。

1

・ １位数と１位数の加法
の計算ができる。

〇

観察・ノート

・ ひき算の計算カードを
順序よく並べ、その並
びから規則性を見つけ
る。

1

・ 計算カードの並びか
ら、数や式の規則性に
ついて考えている。

〇

観察・ノート

ふ
く
し
ゅ
う

52

・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。 1

・ 既習事項を理解して
いる。

〇

観察・ノート

・ 続いて起こる事柄を、
３口の数の加法の式に
表せることを理解し、答
えを求める。

1

・ ３口の数の加法の場
面を、1つの式に表すよ
さに気づいている。 〇

観察

・ 続いて起こる事柄を、
３口の数の減法の式に
表せることを理解し、答
えを求める。

1

・ ３口の数の減法の意
味について理解し、式
に表したり、計算したり
することができる。

〇

観察・ノート

・ 続いて起こる事柄を、
３口の数の加減混合の
式に表せることを理解
し、答えを求める。

1

・ ３口の数の加減混合
計算の意味について理
解し、式に表したり、計
算したりすることができ
る。

〇

観察・ノート

も
ん
だ
い
づ
く
り

57

・ 問題づくりを通して、３
口の数の計算の意味
の理解を深める。

1

・ 数量の関係に着目
し、式と絵から具体的な
場面を考え、言葉で表
現している。 〇

観察・ノート

た
し
か
め
も
ん
だ
い

58

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ ３口の数の加法、減
法及び加減混合の場面
について理解し、式に
表して計算することがで
きる。

○

観察・ノート

・ 長さの意味が分か
り、直接比較によって長
さを比較する。 1

・ 身の回りの物の長さ
に進んで関わり、比べ
方を考えようとしてい
る。

〇

観察

・ 媒介物を用いて、長さ
を間接比較する方法を
理解し、長さを比較す
る。

1

・ 間接比較の仕方を理
解し、間接比較によっ
て、長さを比較すること
ができる。

〇

観察・ノート

9

10

な
が
さ
く
ら
べ

な
が
さ
く
ら
べ

59
～
64

小１
「ひろさくらべ」
・広さの直接、間接
比較、任意単位に
よる比較
「かさくらべ」
・かさの直接、間接
比較、任意単位に
よる比較

小２
「長さのたんい」
・長さの単位（㎝、
㎜）と測定

た
し
ざ
ん
カ
ー

ド
　
ひ
き
ざ
ん
カ
ー

ド

た
し
ざ
ん
カ
ー

ド
ひ
き
ざ
ん
カ
ー

ド

50
51

小１
「あわせていくつ
ふえるといくつ」
「のこりはいくつ　ち
がいはいくつ
・加法、減法の意味
と式、計算

小１
「３つのかずのけい
さん」
・３口の数の加法、
減法
「たしざん」
「ひきざん」
・繰り上がりのある
加法、繰り下がりの
ある減法
「ずをつかってかん
がえよう」
・順序数の加減法
など

３
つ
の
　
か
ず
の
　
け
い
さ
ん

３
つ
の
か
ず
の
け
い
さ
ん

53
～
56

小１
「あわせていくつ
ふえるといくつ」
「のこりはいくつ　ち
がいはいくつ
・加法、減法の意味
と式、計算
「たしざんカード」
「ひきざんカード」
・加法、減法の習熟

小１
「たしざん」
「ひきざん」
・繰り上がりのある
加法、繰り下がりの
ある減法

小２
「かけ算」
・乗法の意味と式
・２～５の段の九九
・倍概念
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上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ 間接比較によって、
身の回りにあるいろい
ろな物の長さを比較す
る。

1

・ 物の長さに着目し、媒
介物を用いて間接比較
することを考えている。 〇

観察・ノート

・ 任意の長さを単位とし
て、そのいくつ分で長さ
を表し、長さを比較す
る。

1

・ 任意単位を用いた数
値化による比較の仕方
を理解し、長さを比較す
ることができる。

〇

観察・ノート

ど
ん
な
け
い
さ
ん
す
る
の
か
な

65

・ 具体的な問題場面
で、どんな計算になる
か考え、演算決定をし
て問題解決をする。

1

・ 数量の関係を正しく
捉え、式を立てた根拠
を言葉、図、ブロックな
どで説明することができ
る。

〇

観察・ノート

・ １位数と１位数をたし
て、和が11以上になる
加法の計算の仕方（加
数分解）を理解する。 1

・ ブロックや図を使った
考えや、被加数を10に
する考えなどのそれぞ
れのよさを認めたり、関
連付けたりしながら、話
し合っている。

〇

観察

・ １位数と１位数をたし
て、和が11以上になる
加法の計算の理解を深
める。

1

・ 1位数と1位数をたし
て、和が11以上になる
加法の計算ができる。 〇

観察・ノート

・ １位数と１位数をたし
て、和が11以上になる
加法の計算の仕方（被
加数分解）を理解する。

1

・ 1位数と1位数をたし
て、和が11以上になる
加法の計算の仕方を理
解している。

〇

観察・ノート

・ １位数と１位数をたし
て、和が11以上になる
加法の計算の理解を深
める。

1

・ 1位数と1位数をたし
て、和が11以上になる
加法の計算を加数分解
や被加数分解ででき
る。

〇

観察・ノート

た
し
ざ
ん
カ
ー

ド

75

・ たし算の計算カードを
用いて計算の練習を
し、計算に習熟する。ま
た、計算カードを使った
いろいろな活動をし、答
えが同じになるカードを
見つける。

2

・ 1位数と1位数をたし
て、和が11以上になる
加法の計算が確実にで
きる。
・ 答えが同じになる計
算カードの並びから、規
則性をいろいろと見つ
けようとしている。

〇 〇

観察

た
し
か
め
も
ん
だ
い

76

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 1位数と1位数をたし
て、和が11以上になる
加法の計算ができ、そ
れを用いて問題を解決
することができる。

〇

観察・ノート

よ
み
と
る
ち
か
ら
を
の
ば
そ
う

77

・ 問題文を読み取り、
たした答えが小さくなる
組み合わせの条件を見
つける。

1

・ 問題文から場面を読
み取り、自分の考えを
式や言葉を使って表現
している。

〇

観察・ノート

・ 広さの意味が分か
り、直接比較によって広
さを比較する。 1

・ 直接比較によって、
広さを比較することがで
きる。 〇

観察

10

小１
「あわせていくつ
ふえるといくつ」
「のこりはいくつ　ち
がいはいくつ
・加法、減法の意味
と式、計算
「たしざんカード」
「ひきざんカード」
・加法、減法の習熟
「３つのかずのけい
さん」
・３口の数の加法、
減法

小１
「ひきざん」
・繰り下がりのある
減法

小２
「２けたのたし算」
・２位数までの加法
の筆算
・加法の交換法則
「２けたのひき算」
・２位数までの減法
の筆算
・「差＋減数＝被減
数」の関係
「かけ算」
・乗法の意味と式
・２～５の段の九九
・倍概念

11

な
が
さ
く
ら
べ

な
が
さ
く
ら
べ

59
～
64

小１
「ひろさくらべ」
・広さの直接、間接
比較、任意単位に
よる比較
「かさくらべ」
・かさの直接、間接
比較、任意単位に
よる比較

小２
「長さのたんい」
・長さの単位（㎝、
㎜）と測定

た
し
ざ
ん

た
し
ざ
ん

66
～
74

ひ
ろ
さ
く
ら
べ

ひ
ろ
さ
く
ら
べ

78
79

小１
「ながさくらべ」
・長さの直接、間接
比較、任意単位に
よる比較

小１
「かさくらべ」
・かさの直接、間接
比較、任意単位に
よる比較

小２
「長さのたんい」
・長さの単位（㎝、
㎜）と測定
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上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ 任意の広さを単位とし
て、そのいくつ分で広さ
を表し、広さを比較す
る。

1

・ 広さも任意単位に
よって数値化して比較
できることを理解してい
る。

〇

観察・ノート

・ 10いくつから１位数を
ひいて、差が１位数に
なる減法の計算の仕方
（減加法）を理解する。

1

・ 繰り下がりのある減
法の計算の仕方につい
て、これまでの学習をも
とに考えようとしてい
る。

〇

観察

・ 10いくつから１位数を
ひいて、差が１位数に
なる減法の計算の理解
を深める。

1

・ 10いくつから1位数を
ひいて、差が1位数にな
る減法の計算ができ
る。

〇

観察・ノート

・ 10いくつから１位数を
ひいて、差が１位数に
なる減法の計算の仕方
（減々法）を理解する。

1

・ 10いくつから1位数を
ひいて、差が1位数にな
る減法の計算の仕方を
理解している。

〇

観察・ノート

・ 10いくつから1位数を
ひいて、差が1位数にな
る減法の計算の理解を
深める。

1

・ 10いくつから1位数を
ひいて、差が1位数にな
る減法の計算を減加法
や減々法でできる。

〇

観察・ノート

ひ
き
ざ
ん
カ
ー

ド

86

・ ひき算の計算カードを
用いて計算の練習を
し、計算に習熟する。ま
た、計算カードを使った
いろいろな活動をし、答
えが同じになるカードを
見つける。

2

・ 10いくつから1位数を
ひいて、差が1位数にな
る減法の計算が確実に
できる。
・ 答えが同じになる計
算カードの並びから、規
則性をいろいろと見つ
けようとしている。

〇 〇

観察・ノート

た
し
か
め
も
ん
だ
い

87

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 10いくつから1位数を
ひいて、差が1位数にな
る減法の計算ができ、
それを用いて問題を解
決することができる。

〇

観察・ノート

・ かさの意味が分か
り、直接比較や間接比
較によってかさを比較
する。

1

・ 直接比較、間接比較
の仕方を理解し、かさを
比較することができる。 　〇

観察・ノート

・ 任意のかさを単位とし
て、そのいくつ分でかさ
を表し、かさを比較す
る。

1

・ 長さや広さの比較の
仕方をもとに、かさを比
較する方法を考えてい
る。

〇

観察・ノート

か
た
ち
づ
く
り

91
92

・ いろいろな箱や筒な
どの立体を用いて、身
の回りにある具体物を
作ったり、作った物につ
いて説明したりする活
動を通して、物の形を
認めたり、形の特徴を
捉えたりする。

2

・ 立体図形の形状や機
能面に着目して、具体
物を構成し、それを説
明している。
・ 立体図形に親しみ、
身の回りの具体物を構
成する活動のたのしさ
を感じながら学んでい
る。

〇 〇

観察・ノート

は
こ
の
か
た
ち

93

・ 箱や筒などの形に着
目した仲間集めの活動
を通して、立体の形の
特徴を捉える。

1

・ 基本的な立体図形の
特徴を理解している。

〇

観察・ノート

11

12

い
ろ
い
ろ
な
　
か
た
ち

小１
「かたちづくり」
・色板や数え棒など
による平面図形の
構成

小２
「三角形と四角形」
・三角形、四角形、
長方形、正方形、
直角三角形の定義
と性質

ひ
き
ざ
ん

ひ
き
ざ
ん

80
～
85

小１
「あわせていくつ
ふえるといくつ」
「のこりはいくつ　ち
がいはいくつ
・加法、減法の意味
と式、計算
「たしざんカード」
「ひきざんカード」
・加法、減法の習熟
「３つのかずのけい
さん」
・３口の数の加法、
減法
「たしざん」
・繰り上がりのある
加法

小２
「２けたのたし算」
・２位数までの加法
の筆算
・加法の交換法則
「２けたのひき算」
・２位数までの減法
の筆算
・「差＋減数＝被減
数」の関係

か
さ
く
ら
べ

か
さ
く
ら
べ

88
～
90

小１
「ながさくらべ」
「ひろさくらべ」
・長さや広さの直
接、間接比較、任
意単位による比較

小２
「かさのたんい」
・かさの単位と測定

ひ
ろ
さ
く
ら
べ

ひ
ろ
さ
く
ら
べ

78
79

小１
「ながさくらべ」
・長さの直接、間接
比較、任意単位に
よる比較

小１
「かさくらべ」
・かさの直接、間接
比較、任意単位に
よる比較

小２
「長さのたんい」
・長さの単位（㎝、
㎜）と測定
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含む)

め
ん
の
か
た
ち

94
95

・ いろいろな箱や筒な
どの立体の面の形を写
し取り、絵をかく活動を
通して、基本的な平面
図形の特徴を捉える。 2

・ 基本的な立体図形の
構成要素である平面図
形の特徴を理解してい
る。
・ 立体の面を写してか
いた絵について、どん
な形を使ったかを説明
している。

〇 〇

観察・ノート

ふ
く
し
ゅ
う

96

・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。 1

・ 既習事項を理解して
いる。

〇

観察・ノート

・ 具体物の個数を10の
まとまりをつくって数え、
２位数の構成や表し
方、読み方を理解す
る。

2

・ 2位数の構成、表し
方、読み方を理解し、
100未満の数を数えた
り、表したり、読んだり
することができる。

〇

観察・ノート

・ ２位数の構成の理解
を深める。 1

・ 2位数の構成を理解し
ている。 〇

観察・ノート

・ 100の構成や大きさ、
表し方、読み方を理解
する。

1

・ 100の構成、表し方、
読み方を理解してい
る。

〇

観察・ノート

１
０
０
ま
で
の
か
ず
の
な
ら
び
か
た

103
104

・ 数表を使って100まで
の数の並びについて調
べ、その特徴に気づく。

1

・ 数表から100までの数
の並び方の特徴に気づ
き、それを説明してい
る。

○

観察・ノート

１
０
０
よ
り
大
き
い
か
ず

105

・ 120程度までの３位数
について、構成、表し
方、読み方、順序、系
列を理解する。

1

・ 120程度までの3位数
の構成、表し方、読み
方、順序、系列を理解
し、順序、系列に従って
数を並べることができ
る。

〇

観察・ノート

か
ず
の
せ
ん

106
107

・ 120程度までの数の
数直線を見て、数の系
列、大小などを理解す
る。

1

・ 120程度までの数の
数直線の読み方を理解
する。また、120程度ま
での数の大小を比較す
ることができる。

〇

観察・ノート

・ 「何十」＋「何十」（和
が100まで）の計算や、
「何十」−「何十」、100−
「何十」の計算の方法を
理解し、計算する。

1

・ 10を単位とした数の
見方に着目し、「何十」
＋「何十」や「何十」－
「何十」の計算の仕方を
見いだしている。

〇

観察・ノート

・ ２位数＋１位数（繰り
上がりなし）や、２位数−
１位数（繰り下がりなし）
の計算の方法を理解
し、計算する。

1

・ 2位数＋1位数や2位
数－1位数の計算の仕
方を理解し、計算でき
る。

〇

観察・ノート

か
ず
の
み
か
た

110

・ ２位数を様々な見方
で捉え、数の感覚を豊
かにする。

1

・ 数をいろいろな見方
で表そうとしている。

〇

観察・ノート

1

大
き
な
　
か
ず

12

い
ろ
い
ろ
な
　
か
た
ち

小１
「かたちづくり」
・色板や数え棒など
による平面図形の
構成

小２
「三角形と四角形」
・三角形、四角形、
長方形、正方形、
直角三角形の定義
と性質

１
０
０
ま
で
の
か
ず

97
～
102

た
し
ざ
ん
と
ひ
き
ざ
ん

108
109

小２
「１００より大きい
数」
・１０００までの数の
数概念

小１
「あわせていくつ
ふえるといくつ」
「のこりはいくつ　ち
がいはいくつ
・加法、減法の意味
と式、計算
「１０よりおおきいか
ず」
・３０までの数の数
概念
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

た
し
か
め
も
ん
だ
い

111

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 2位数の構成や数の
系列を理解し、数を数
えることができる。ま
た、簡単な場合の２位
数の加法、減法の計算
ができる。

〇

観察・ノート

・ 時刻と生活を結び付
けて考えながら、「何時
何分」の時刻を読んだ
り、模型時計で表したり
する。 2

・ 「何時何分」の時刻を
読んだり、模型時計で
表したりすることができ
る。
・ 短針と長針の役割や
関係をもとに時刻の読
み方を考えたり、時刻と
生活を結び付けて考え
たりしている。

〇 〇

観察・ノート

・ 時刻の読み方を練習
し、習熟する。

1

・ 「何時何分」の時刻を
読んだり、模型時計で
表したりすることができ
る。

〇

観察・ノート

・ 順序数の問題につい
て、加法や減法が適用
できることを理解し、図
を活用して問題を解決
する。

1

・ 順序数の問題につい
て、加法や減法を適用
し、立式して答えを求め
ることができる。

〇

観察・ノート

・ 前後の人数に1を加
える問題について、図
をもとに数量の関係を
捉え、解決する。

1

・ 図をもとに数量の関
係を捉えて立式し、そ
の理由を説明してい
る。

〇

観察・ノート

・ 異種の量について、
加法や減法が適用でき
ることを理解し、図を活
用して問題を解決す
る。

1

・ 異種の量について、
加法や減法が適用でき
ることを理解し、立式し
て答えを求めることがで
きる。

〇

観察・ノート

・ 求大の場面で加法が
適用できることを理解
し、図を活用して問題を
解決する。

1

・ 求大の場面で加法を
適用し、立式して答えを
求めることができる。 ○

観察・ノート

・ 求小の場面で減法が
適用できることを理解
し、図を活用して問題を
解決する。

1

・ 求小の場面で減法を
適用し、立式して答えを
求めることができる。 ○

観察・ノート

た
し
か
め
も
ん
だ
い

124

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 図を用いて数量の関
係を捉え、問題を解決
している。

○

観察・ノート

お
な
じ
か
ず
ず
つ
わ
け
よ
う

125

・ 具体物のいろいろな
分け方を考え、図や式
に表す。

1

・ 具体物の分け方を考
え、図や式で表現して
いる。

○

観察・ノート

・ 色板を用いていろい
ろな形を構成し、基本
的な平面図形について
の見方を深める。

1

・ 平面図形に親しみ、
色板を用いた図形の構
成活動をたのしみなが
ら学んでいる。

○

観察・ノート3

1

大
き
な
　
か
ず

か
た
ち
づ
く
り

い
ろ
い
た
な
ら
べ

126
～
128

小１
「いろいろなかた
ち」
・基本的な立体図
形の特徴、分類、
面の形

小２
「三角形と四角形」
・三角形、四角形、
長方形、正方形、
直角三角形の定義
と性質

小１
「あわせていくつ
ふえるといくつ」
「のこりはいくつ　ち
がいはいくつ
・加法、減法の意味
と式、計算
「たしざんカード」
「ひきざんカード」
・加法、減法の習熟
「３つのかずのけい
さん」
・３口の数の加法、
減法
「たしざん」
「ひきざん」
・繰り上がりのある
加法、繰り下がりの
ある減法

小２
「たし算とひき算の
かんけい」
・逆思考の問題

な
ん
じ
な
ん
ぷ
ん

じ
こ
く
の
よ
み
か
た

、
あ
ら
わ
し
か
た

112
～
116

小１
「なんじなんじはん」
・時刻の読み方

小２
「時こくと時間」
・時刻と時間の概
念、時間の単位
（日、時、分）
・簡単な時刻や時
間の求め方

小２
「１００より大きい
数」
・１０００までの数の
数概念

2

小１
「あわせていくつ
ふえるといくつ」
「のこりはいくつ　ち
がいはいくつ
・加法、減法の意味
と式、計算
「１０よりおおきいか
ず」
・３０までの数の数
概念

ず
を
　
つ
か

っ
て
　
か
ん
が
え
よ
う

ず
を
つ
か

っ
て
か
ん
が
え
よ
う

117
～
123
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ 色板の移動につい
て、ずらす（平行移
動）、回す（回転移動）、
裏返す（対称移動）など
の操作に関心をもち、
その特徴を理解する。

1

・ 色板を、ずらしたり、
回したり、裏返したりし
て、いろいろな形を構成
することを考え、どのよ
うな操作をしたか説明し
ている。

○

観察・ノート

・ 数え棒を用いていろ
いろな形を構成し、基本
的な平面図形について
の見方を深める。

1

・ 中空の場合でも、中
実のものと同様に物の
形を認識し、数え棒を
用いて、いろいろな形を
構成することができる。

○

観察・ノート

・ 点と点を線でつない
でいろいろな形を構成
し、基本的な平面図形
についての見方を深め
る。

1

・ 基本的な平面図形の
特徴について理解し、
点と点を線でつないで、
いろいろな形を構成す
ることができる。

○

観察・ノート

よ
み
と
る
ち
か
ら
を
の
ば
そ
う

131

・ 複数の情報の中か
ら、必要な情報を選択
し、適切に問題を解決
する。

1

・ 複数の情報の中か
ら、必要な情報がどれ
かを正しく判断し、説明
している。

○

観察・ノート

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
ち

ょ
う
せ
ん
！

132
133

・ ゴールにたどり着くた
めに、命令をどのような
順序で組み合わせれば
よいかについて考える。
また、左右についての
理解を深める。

1

・ 命令カードの意味を
理解し、どのような順序
で組み合わせればよい
かについて考えてい
る。

○

観察・ノート

１
年
の
ふ
く
し
ゅ
う

134
～
136

・ １学年の復習問題に
取り組み、既習事項の
理解を確実にする。

2

・ 既習事項を理解して
いる。

〇

観察・ノート

テ
ス
ト
等

テスト＋予備

13 〇 ○

ペーパーテスト等

3

か
た
ち
づ
く
り

い
ろ
い
た
な
ら
べ

126
～
128

小１
「いろいろなかた
ち」
・基本的な立体図
形の特徴、分類、
面の形

小２
「三角形と四角形」
・三角形、四角形、
長方形、正方形、
直角三角形の定義
と性質

か
ぞ
え
ぼ
う
な
ら
べ

129
130

136
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

・ 身の回りにある数量
を分類整理し、簡単な
表やグラフに表し、それ
らを読み取って、特徴を
つかむ。

1

・ 表やグラフに表すこと
のよさに気づいている。

〇

観察・ノート

・ 表やグラフを読み取
り、その特徴を捉えた
り、観点を変えて表や
グラフをつくったりする。

1

・ 表やグラフの特徴に
気づき、そのよさを考え
ている。 〇

観察・ノート

た
し
か
め
も
ん
だ
い

22

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 数量を簡単な表やグ
ラフに表したり、読み
取ったりすることができ
る。

〇

観察・ノート

・ 既習の2位数＋1位数
の計算をもとに、「何十
何」＋「何十」の加法を
10のまとまりとばらに分
けて、計算する。

1

・ 既習の加法の計算を
もとに、「何十何」＋「何
十」の計算の仕方を考
えようとしている。 ○

観察・ノート

・ 繰り上がりのない２位
数の加法を十の位と一
の位に分けて計算す
る。

1

・ 2位数の加法は、十
の位と一の位に分けて
考えると計算できること
を理解している。

○

観察・ノート

・ 繰り上がりのない２位
数の加法の筆算の仕
方を理解し、計算する。 1

・ 前時で見いだした位
ごとに分ける計算の仕
方を筆算の仕方と結び
付けて考えている。

○

観察・ノート

・ 繰り上がりのない２位
数の加法について、い
ろいろな場合における
筆算の仕方を理解し、
計算する。

1

・ 「何十」＋「何十何」
や1位数＋2位数などの
加法について、筆算の
仕方を理解し、計算で
きる。

〇

観察・ノート

・ 十の位に繰り上がる
２位数の加法の筆算の
仕方を理解し、計算す
る。

1

・知 十の位に繰り上が
る2位数の加法の筆算
の仕方を理解し、計算
できる。

〇

観察・ノート

・ 十の位に繰り上がる
２位数の加法におい
て、いろいろな場合の
筆算の仕方を理解し、
計算する。

1

・ 一の位が空位になる
計算や1位数＋2位数な
どの繰り上がりのある2
位数の加法について、
筆算の仕方を理解し、
計算できる。

〇

観察・ノート

た
し
算
の
き
ま
り

36
37

・ 具体的な場面を通し
て、加法の交換法則が
成り立つことを理解す
る。 1

・ 見いだした加法の交
換法則について、いつ
でも成り立つかどうかを
調べている。 〇

観察・ノート

た
し
か
め
も
ん
だ
い

38

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 2位数の加法を筆算
で計算することができ
る。

〇

観察・ノート

4

２
け
た
の
　
た
し
算

１年
「たしざん」
「ひきざん」
・繰り上がりのある
加法、繰り下がりの
ある減法

２年
「２けたのひき算」
・２位数までの減法
の筆算
・「差＋減数＝被減
数」の関係
「たし算とひき算の
ひっ算」
・百の位に繰り上が
る加法とその逆の
減法の筆算
・加法の結合法則
・簡単な場合の３位
数と１、２位数の加
法、減法

(　　２　　）年生　『　算数　』年間指導計画  　　        たのしい算数（大日本図書）

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

せ
い
り
の
し
か
た

せ
い
り
の
し
か
た

16
～
21

１年
「かずしらべ」
・絵を用いたグラフ

３年
「ぼうグラフと表」
・棒グラフ
・簡単な二次元の
表
・複数の棒グラフを
組み合わせたグラ
フ

２
け
た
の
た
し
算

23
～
35
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ 既習の2位数の加法
の計算の仕方をもと
に、「何十何」－「何十」
の減法を10のまとまりと
ばらに分けて計算す
る。

1

・ 2位数の加法の計算
の仕方をもとに、「何十
何」－「何十」も10のま
とまりとばらに分けて計
算できることを見いだし
ている。

〇

観察・ノート

・ 繰り下がりのない２位
数の減法を、十の位と
一の位に分けて計算す
る。

1

・ 2位数の減法は、十
の位と一の位に分けて
考えると計算できること
を理解している。

〇

観察・ノート

・ 繰り下がりのない２位
数の減法の筆算の仕
方を理解し、計算する。 1

・ 繰り下がりのない2位
数の減法の筆算の仕
方を理解し、計算でき
る。

〇

観察・ノート

・ 繰り下がりのない２位
数の減法について、い
ろいろな場合における
筆算の仕方を理解し、
計算する。

1

・ 答えに空位ができる
計算や2位数－1位数な
どの減法について、筆
算の仕方を理解し、計
算できる。

〇

観察・ノート

・ 十の位から繰り下が
る２位数の減法の筆算
の仕方を理解し、計算
する。

1

・ 十の位から繰り下が
る2位数の減法の筆算
の仕方について、位ご
とに分けて考え、説明し
ている。

○

観察・ノート

・ 十の位から繰り下が
る２位数の減法におい
て、被減数の一の位が
０の場合の筆算の仕方
を理解し、計算する。

1

・ 既習の筆算をもとに、
被減数の一の位が0の
場合の筆算の仕方を考
えている。

○

観察・ノート

・ 十の位から繰り下が
る２位数の減法におい
て、いろいろな場合の
筆算の仕方を理解し、
計算する。

1

・ 答えが1桁になる計算
や2位数－1位数などの
繰り下がりのある2位数
の減法について、筆算
の仕方を理解し、計算
できる。

〇

観察・ノート

計
算
の
た
し
か
め

50
51

・ 具体的な場面を通し
て、加法と減法の相互
関係を理解し、それを
活用して計算の確かめ
をする。

1

・ 見いだした加法と減
法の相互関係につい
て、いつでも成り立つか
どうかを調べている。

〇

観察・ノート

た
し
か
め
も
ん
だ
い

52

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 2位数の減法を筆算
で計算することができ
る。

〇

観察・ノート

・ 長さの普遍単位「cm」
を知り、 1cm単位の目
盛りテープの目盛りを
読み取り、長さを表す。

1

・ 異なる任意単位では
長さが比べられないこと
から、普遍単位の必要
性に気づいている。

○

観察・ノート

・ 目盛りテープを用い
て、cm単位で長さを測
定する。

1
・ cm単位での長さの表
し方を理解し、長さを測
定することができる。

〇
観察・ノート

・ 1cmを10等分した1つ
分の長さの単位「mm」
を知り、cmとmmを用い
た長さの表し方を理解
する。

1

・ cm単位の限界に気づ
き、下位単位であるmm
の必要性を考えてい
る。

〇

観察・ノート

・ ものさしを用いた測定
の仕方を理解し、物の
長さをcm、mm単位で測
定する。

1

・ ものさしを用いた長さ
のはかり方を理解し、
長さをはかることができ
る。

〇

観察・ノート

・ １cm＝10mmの関係
を用いて長さを表す。 1

・ 1cm＝10mmの関係を
理解し、単位の換算が
できる。

〇

観察・ノート

4

２
け
た
の
　
ひ
き
算

２
け
た
の
ひ
き
算

39
～
49

１年
「たしざん」
「ひきざん」
・繰り上がりのある
加法、繰り下がりの
ある減法

２年
「たし算とひき算の
ひっ算」
・百の位に繰り上が
る加法とその逆の
減法の筆算
・加法の結合法則
・簡単な場合の３位
数と１、２位数の加
法、減法

5

 
 
 

長
さ
の
　
た
ん
い

長
さ
の
あ
ら
わ
し
方

53
～
62

小１
「ながさくらべ」
「ひろさくらべ」
・長さや広さの直
接、間接比較、任
意単位による比較

小２
「長いものの長さの
たんい」
・長さの単位（ｍ）と
測定
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ ものさしを用いて必要
な長さの直線をひく。

1

・ 「直線」の用語とその
意味、直線のひき方を
理解し、ものさしを用い
て必要な長さの直線を
ひくことができる。

〇

観察・ノート

・ ものさしを用いて身の
回りの物の長さをはか
る。 1

・ 身の回りの物の長さ
に進んで関わり、様々
な場所の長さを測定し
ようとしている。

〇

観察・ノート

長
さ
の
計
算

63

・ 長さの加法及び減法
が用いられる場面を知
り、簡単な長さの加減
の計算をする。

1

・ 長さの簡単な加減の
計算ができる。

〇

観察・ノート

た
し
か
め
も
ん
だ
い

64
65

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 長さの単位cm、mmの
意味や単位の関係を理
解し、ものさしを用いて
長さを測定したり、必要
な長さの直線をひいた
りすることができる。

〇

観察・ノート

・ ３位数の構成を理解
し、数えたり、表したり、
読んだりする。

2

・ 3位数の数え方、構
成、表し方、読み方を理
解し、表したり、読んだ
りすることができる。
・ 既習の数の数え方を
生かして、具体物の数
を工夫して数えようとし
ている。

○ ○

観察・ノート

・ 空位のある３位数の
構成を理解し、表した
り、読んだりする。

1

・ 空位のある3位数の
構成や表し方、読み方
を理解し、表したり、読
んだりすることができ
る。

○

観察・ノート

・ 10を10個以上集めた
数を、何百何十と捉え
る。

1

・ 10を10個以上集めた
数を表すことができる。 〇

観察・ノート

・ 何百何十を10のいく
つ分と捉える。 1

・ 10を単位として数を構
成したり、相対的にみた
りしている。

〇

観察・ノート

・ 数直線の読み取りを
通して、３位数の順序、
系列を理解する。 1

・ 数直線の仕組みを理
解し、数直線上に表さ
れた数を読んだり、数
直線上に数を表したり
することができる。

〇

観察・ノート

・ ３位数の大小比較の
仕方を理解する。 1

・ 3位数の大小比較の
仕方を理解している。 〇

観察・ノート

・ １つの数を多面的に
みることを通して、数感
覚を豊かにする。

1

・ 数をいろいろな見方
で表そうとしている。

〇

観察・ノート

千 77

・ 1000の構成や大き
さ、表し方、読み方を理
解する。 1

・ 1000の構成や大き
さ、表し方、読み方を理
解している。 〇

観察・ノート

た
し
算
と
ひ
き
算

78

・ 何十どうしの加法で、
繰り上がりのある計算
や、百何十から何十を
ひく減法で、繰り下がり
のある計算をする。

1

・ 何十と何十の加法及
びその逆の減法の計算
の仕方を理解し、計算
できる。

〇

観察・ノート

小２
「１０００より大きい
数」
・１００００までの数
の数概念

6

5

 
 
 

長
さ
の
　
た
ん
い

長
さ
の
あ
ら
わ
し
方

53
～
62

小１
「ながさくらべ」
「ひろさくらべ」
・長さや広さの直
接、間接比較、任
意単位による比較

小２
「長いものの長さの
たんい」
・長さの単位（ｍ）と
測定

1
0
0
よ
り
　
大
き
い
　
数

数
の
あ
ら
わ
し
方

66
～
76

小１
「大きなかず」
・１２０程度までの
数の数概念
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

た
し
か
め
も
ん
だ
い

79
80

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 1000までの数の構
成、表し方、系列、大
小、相対的な見方を理
解し、数を表したり、何
十と何十の加法及びそ
の逆の減法の計算をし
たりすることができる。

〇

観察・ノート

読
み
と
る
力
を
の
ば
そ
う

81

・ 身の回りで使われて
いる数とその仕組みに
興味をもつ。また、数を
用いて位置が整理でき
ることを理解し、情報か
ら位置を特定したり、位
置を特定する情報をつ
くったりする。

1

・ 与えられた情報から、
位置を特定したり、位置
を表す説明を多様に表
現したりできる。

〇

観察・ノート

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
ち

ょ
う
せ
ん
！
①

82
83

・ 数の見方をひろげる
とともに、目的の数にす
るために、命令をどの
ような順序で組み合わ
せればよいかについて
考えたり、何度繰り返
せばよいかについて考
えたりする。

1

・ 数を多面的に捉え、
どのような順序で命令
を組み合わせ、何度繰
り返せば目的の数にな
るかを考えている。

〇

観察・ノート

ふ
く
し
ゅ
う

84

・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。 1

・ 既習事項を理解して
いる。

○

観察・ノート

・ かさの普遍単位「dL」
を知り、水のかさをdL単
位で表す。 1

・ かさの単位に「デシ
リットル」があり、「dL」と
書くことを理解し、dLを
用いてかさを表すことが
できる。

○

観察・ノート

・ かさの単位「L」を知
り、１L＝10dLの関係を
理解する。 1

・ 長さの測定と同じよう
に、十進構造に着目し
て、10dL＝1Lであること
を考えている。

〇

観察・ノート

・ １Lの水を予想して容
器に入れたり、いろいろ
な入れ物に入る水のか
さを測定したりして、か
さに対する興味・関心を
高め、量感を養う。

1

・ dLでははかりきれな
い量に着目し、dLより小
さい単位がないかと新
しい問題を見いだして
いる。

〇

観察・ノート

・ かさの単位「mL」を知
り、１L＝1000mL、１dL
＝100mLの関係を理解
する。

1

・ mL単位の必要性と、
1L＝1000mL、1dL＝
100mLの関係を理解し
ている。

〇

観察・ノート

・ かさの簡単な加減の
計算をする。 1

・ かさの簡単な加減の
計算ができる。 〇

観察・ノート

た
し
か
め
も
ん
だ
い

93

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ かさの単位とその関
係を理解し、水のかさを
表したり、かさの簡単な
加減の計算をしたりす
ることができる。

〇

観察・ノート

・ 教p.94の絵をもとに、
駅で電車の発車を待つ
ことなどの経験を話し合
い、時刻や時間に対す
る興味・関心を高め、本
単元の学習の見通しを
もつ。

1

・ 時刻と時間の学習を
生活と結び付けて捉
え、時間の求め方など
に進んで関わろうとして
いる。

　 〇

観察・ノート

小２
「１０００より大きい
数」
・１００００までの数
の数概念

6

7

1
0
0
よ
り
　
大
き
い
　
数

小１
「大きなかず」
・１２０程度までの
数の数概念

時
こ
く
と
　
時
間

時
こ
く
と
時
間

94
～
100

小１
「なんじなんじはん」
「なんじなんぷん」
・時刻の読み方

小３
「時こくと時間」
・時刻や時間の求
め方
・短い時間の単位
（秒）

か
さ
の
　
た
ん
い

か
さ
の
あ
ら
わ
し
方

85
～
92

小１
「かさくらべ」
・かさの直接、間接
比較、任意単位に
よる比較
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ １時間＝60分の関係
を理解する。また、時間
の求め方などに習熟す
る。

1

・ 1時間＝60分の関係
を理解し、簡単な場合
の時間を求めることが
できる。

〇 　

観察・ノート

・ ｢午前｣、｢午後｣の用
語とそれらの意味を理
解し、それらを用いて時
刻を表す。また、短針が
１周するのに要する時
間が12時間であること
と、１日＝24時間の関
係を理解する。

2

・ 「午前」、「午後」の用
語とそれらの意味や、1
日＝24時間の関係を理
解し、「午前」、「午後」を
用いて時刻を表すこと
ができる。

〇

観察・ノート

・ 簡単な場合につい
て、ある時刻から一定
時間後の時刻や、一定
時間前の時刻を求め
る。

1

・ 時計の文字盤や数直
線をもとに、ある時刻か
ら一定時間後の時刻の
求め方を考え、説明し
ている。

○

観察・ノート

た
し
か
め
も
ん
だ
い

101
～
103

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 時刻と時間の意味の
違いや、1時間＝60分、
1日＝24時間などの関
係を理解し、時刻や時
間を求めることができ
る。

○

観察・ノート

時
こ
く
の
あ
ら
わ
し
方

104

・ 時刻表をもとに、24時
制での時刻の表し方と
そのよさを理解する。

1

・ 12時制と24時制の表
し方を理解している。

○

観察・ノート

ふ
く
し
ゅ
う

105

・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。 1

・ 既習事項を理解して
いる。

○

観察・ノート

・ 既習の計算を振り返
り、十の位が繰り上が
る２位数＋２位数や百
の位から繰り下がる３
位数(百の位が１)－２
位数に対する見通しを
もつ。

1

・ 既習事項をもとにし
て、十の位が繰り上が
る2位数＋2位数の筆算
の仕方を考えようとして
いる。

○

観察・ノート

・ ２位数＋２位数で、一
の位と十の位が繰り上
がる加法の計算原理や
方法を理解し、筆算で
計算する。

1

・ 2位数＋2位数で、一
の位と十の位が繰り上
がる加法の筆算の仕方
を、既習事項をもとにし
て考え、説明している。

〇

観察・ノート

・ ２位数までの加法で、
一の位、十の位と波及
的に繰り上がる加法を
筆算で計算する。

1

・ 2位数までの加法で、
一の位、十の位と波及
的に繰り上がる加法の
筆算の仕方を理解し、
計算できる。

〇

観察・ノート

た
し
算
の
き
ま
り

112
113

・ 加法では、たす順序
を変えても答えは変わ
らないこと(加法の結合
法則)を理解し、それを
活用して計算を工夫す
る。

1

・ 加法の結合法則を理
解し、工夫して計算する
ことができる。

〇

観察・ノート

れ
ん
し
ゅ
う

114

・ 基本的な学習内容に
習熟し、それを活用す
る。 1

・ 2位数までの加法の
筆算の仕方を理解し、
計算できる。 〇

観察・ノート

7

9

た
し
算
と
　
ひ
き
算
の
　
ひ

っ
算

小２
「２けたのたし算」
・２位数までの加法
の筆算
・加法の交換法則
「２けたのひき算」
・２位数までの減法
の筆算
・「差＋減数＝被減
数」の関係
「１００より大きい
数」
・何十の加法とその
逆の減法

小３
「たし算とひき算の
筆算」
・４位数までの加
法、減法の筆算

時
こ
く
と
　
時
間

時
こ
く
と
時
間

94
～
100

小１
「なんじなんじはん」
「なんじなんぷん」
・時刻の読み方

小３
「時こくと時間」
・時刻や時間の求
め方
・短い時間の単位
（秒）

た
し
算
の
ひ

っ
算

106
～
111
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ ３位数(百の位が１)か
ら２位数をひいて、百の
位から十の位へ繰り下
がる減法の計算原理や
方法を理解し、筆算で
計算する。

1

・ 既習事項をもとにし
て、3位数（百の位が1）
－2位数で、百の位から
十の位へ繰り下がる減
法の筆算の仕方を考え
ようとしている。

○

観察・ノート

・ ３位数(百の位が１)か
ら２位数をひいて、百の
位と十の位から繰り下
がる減法の計算原理や
方法を理解し、筆算で
計算する。

1

・ 3位数（百の位が1）－
2位数で、百の位と十の
位から繰り下がる減法
の筆算の仕方を既習事
項をもとにして考え、説
明している。

○

観察・ノート

・ ３位数(百の位が１)か
ら２位数をひいて、百の
位から十の位と一の位
へ波及的に繰り下がる
減法を筆算で計算す
る。

1

・ 3位数（百の位が1）－
2位数で、百の位から十
の位と一の位へ波及的
に繰り下がる減法の筆
算の仕方を既習事項を
もとにして考え、説明し
ている。

○

観察・ノート

・ ３位数(百の位が１)か
ら1、２位数をひいて、百
の位から十の位と一の
位へ波及的に繰り下が
る減法の理解を深め
る。

1

・ 3位数（百の位が1）－
1、2位数で、百の位か
ら十の位と一の位へ波
及的に繰り下がる減法
の筆算の仕方を理解
し、計算できる。

○

観察・ノート

大
き
な
数
の
た
し
算
と
ひ
き
算

121

・ 既習事項をもとにし
て、３位数と1、２位数の
加法及び３位数から1、
２位数をひく減法を筆算
で計算する。

1

・ 3位数＋1、2位数及び
3位数－1、2位数の筆
算の仕方を理解し、計
算できる。

○

観察・ノート

た
し
か
め
も
ん
だ
い

122

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 2位数までの加法（和
が3位数）やその逆の減
法、及び簡単な場合の
3位数の加法、減法の
筆算の仕方を理解し、
計算できる。

○

観察・ノート

ひ

っ
算
を
つ
く
ろ
う

123

＊ ２位数と２位数の加
法及び減法の計算の理
解を深める。

1

・ 加法の交換法則や加
法と減法の相互関係、
筆算の手順をもとに、
□に当てはまる数を筋
道立てて考えている。

○

観察・ノート

ふ
く
し
ゅ
う

124

・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。 1

・ 既習事項を理解して
いる。

○

観察・ノート

・ 「三角形」、「四角形」
の用語とそれらの定
義、構成要素の「へ
ん」、「ちょう点」につい
て理解し、三角形や四
角形を弁別したり、かい
たりする。

2

・ 「三角形」、「四角形」
の用語とそれらの定
義、構成要素（辺、頂
点）について理解してい
る。
・ 辺や頂点に着目し
て、三角形や四角形を
弁別したり、特徴を見い
だしたりし、それを説明
している。

○ ○

観察・ノート

・ 定義に基づいて、三
角形か四角形かを弁別
し、理由を説明する。 1

・ 定義に基づいて三角
形か四角形かを弁別
し、そのわけを説明して
いる。

○

観察・ノート

9

た
し
算
と
　
ひ
き
算
の
　
ひ

っ
算

小２
「２けたのたし算」
・２位数までの加法
の筆算
・加法の交換法則
「２けたのひき算」
・２位数までの減法
の筆算
・「差＋減数＝被減
数」の関係
「１００より大きい
数」
・何十の加法とその
逆の減法

小３
「たし算とひき算の
筆算」
・４位数までの加
法、減法の筆算

三
角
形
と
四
角
形

小１
「かたちづくり」
・色板や数え棒など
による平面図形の
構成

小３
「三角形と角」
・二等辺三角形、正
三角形の定義と性
質、かき方
・角の概念と角の
大小

三
角
形
と
四
角
形

125
～
128

ひ
き
算
の
ひ

っ
算

115
～
120
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ 不定形の紙を折って
直角をつくる活動を通し
て、「直角」の用語とそ
の意味を理解し、身の
回りから直角を探す。

1

・ 身の回りから、直角を
いろいろと見つけようと
している。 ○

観察・ノート

・ 紙を折って長方形を
つくる活動を通して、
「長方形」の用語とその
定義、性質を理解す
る。

1

・ 構成活動をもとに、長
方形の構成要素の特
徴を見いだしている。 〇

観察・ノート

・ 正方形をつくる活動を
通して、「正方形」の用
語とその定義を理解す
る。

1

・ 構成活動をもとに、正
方形の特徴を見いだす
とともに、定義をもとに
図形を弁別し、そのわ
けを説明している。

○

観察・ノート

・ 直角三角形をつくる
活動を通して、「直角三
角形」の用語とその定
義を理解する。

1

・ 直角三角形の特徴を
見いだすとともに、定義
をもとにして図形を弁別
し、そのわけを説明して
いる。

○

観察・ノート

・ 方眼を使って長方形
や正方形、直角三角形
をかく活動を通して、長
方形や正方形、直角三
角形についての理解を
深める。

1

・ 長方形や正方形、直
角三角形の定義や性
質を理解し、方眼を使っ
て作図することができ
る。

〇

観察・ノート

も
よ
う
づ
く
り

134

・ 合同な長方形、正方
形、直角三角形の色板
を敷き詰める活動を通
して、各図形の理解を
深め、平面のひろがり
や模様の美しさを感じ
取る。

1

・ 平面を敷き詰める活
動をたのしみ、模様の
美しさや平面のひろが
りに気づいている。 〇

観察・ノート

た
し
か
め
も
ん
だ
い

135
136

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。
・ 身の回りから三角形
や四角形とみることが
できる物を進んで見つ
けようとする。

2

・ 長方形、正方形、直
角三角形の用語やその
構成要素、定義や性質
について理解し、方眼
を用いて作図すること
ができる。
・ 身の回りの様々な物
について、三角形や四
角形とみることができる
形を進んで見つけようと
している。

〇 〇

観察・ノート

・ 具体的な場面を調べ
たり、ブロックを用いた
りして、「１つ分の大きさ
のいくつ分」という意味
を理解する。

1

・ 全体の数量を基準と
する大きさのいくつ分と
表現できる。 ○

観察・ノート

・ 乗法の意味や式表示
の仕方、乗法の答えは
加法（同数累加）によっ
て求められることを理解
する。

1

・ 乗法は同数の物がい
くつかあるときに用いる
ことや式表示の仕方を
理解し、乗法の場面を
式に表したり、答えを累
加で求めたりすることが
できる。

○

観察・ノート

・ 乗法の意味や式表示
の仕方の理解を深め
る。 1

・ 乗法の式をおはじき
の並びで表したり、おは
じきの並びから立式し
たりすることができる。

○

観察・ノート

・ 身の回りから同じ数
ずつまとまった物を探
し、乗法の式表示の理
解を深める。

1

・ 既習の乗法の式を
使って、身の回りの
様々な物の数を表そう
としている。

○

観察・ノート

9

三
角
形
と
四
角
形

小１
「かたちづくり」
・色板や数え棒など
による平面図形の
構成

小３
「三角形と角」
・二等辺三角形、正
三角形の定義と性
質、かき方
・角の概念と角の
大小

10

か
け
算

小１年
「３つのかずのけい
さん」
・２ずつ、５ずつまと
めて数えること
「たしざん」
・繰り上がりのある
加法

小２年
「かけ算九九づく
り」
・６～９、１の段の
九九

小３年
「わり算」
・除法の意味と式、
計算

長
方
形
と
正
方
形

129
～
131

直
角
三
角
形

132
133

か
け
算

137
～
142
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ ２のいくつ分かの大き
さを求めて、２の段の九
九を構成する。また、
「九九」の用語と意味を
理解する。

1

・ 2の段の九九の構成
の仕方を理解し、構成
することができる。 ○

観察・ノート

・ ２の段の九九の唱え
方を知り、正しく唱えた
り、適用したりする。

1

・ 2の段の九九の唱え
方を知り、唱えることが
できる。

○

観察・ノート

・ ５のいくつ分かの大き
さを求めて、５の段の九
九を構成する。

1

・ 5の段の九九の構成
の仕方を理解し、構成
することができる。

○

観察・ノート

・ ５の段の九九の唱え
方を知り、正しく唱えた
り、適用したりする。

1

・ 5の段の九九の唱え
方を知り、唱えることが
できる。

〇

観察・ノート

・ ３の段の九九を構成
することができる。「か
けられる数」、「かける
数」の用語とそれらの
意味を理解する。また、
３の段では、乗数が１増
えると答えが３増えるこ
とを理解する。

1

・ 乗数が1増えると答え
が3増えることを理解
し、3の段の九九を構成
することができる。ま
た、「かけられる数」、
「かける数」の用語とそ
れらの意味を理解して
いる。

〇

観察・ノート

・ ３の段の九九の唱え
方を知り、正しく唱えた
り、適用したりする。

1

・ 3の段の九九の唱え
方を知り、唱えることが
できる。

〇

観察・ノート

・ 乗数が１増えると答え
が４増えることを活用し
て、４の段の九九を構
成する。

1

・ 乗数が1増えると答え
が4増えることを活用し
て、4の段の九九の構
成を考えている。

〇

観察・ノート

・ ４の段の九九の唱え
方を知り、正しく唱えた
り、適用したりする。

1

・ 4の段の九九の唱え
方を知り、唱えることが
できる。

○

観察・ノート

・ もとにする量のいくつ
分を「ばい」で表現する
ことを知り、その大きさ
を乗法の式に表す。

1

・ 「○ばい」の意味を理
解し、「ばい」という用語
を用いたり、乗法の式
に表したりすることがで
きる。

○

観察・ノート

・ 分離量でも連続量と
同じように、「ばい」を用
いられることを知り、場
面を乗法の式に表す。

1

・ 「ばい」の理解を深
め、分離量の場面を乗
法の式に表すことがで
きる。

○

観察・ノート

た
し
か
め
も
ん
だ
い

153

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 乗数と積の関係を理
解するとともに、2の段
から5の段の九九を唱
えることができる。 ○

観察・ノート

か
け
算
ビ
ン
ゴ

154

＊ ２の段から５の段の
九九カードを用いてか
け算ビンゴをし、２の段
から５の段の九九に習
熟する。

1

・ 2の段から5の段の九
九を正しく唱えることが
できる。 ○

観察・ノート

九
九
の
カ
ー

ド
ゲ
ー

ム

155

＊ ２の段から５の段の
九九カードを用いた
ゲームをし、２の段から
５の段の九九に習熟す
る。

1

・ 2の段から5の段の九
九の答えについて理解
し、正しく唱えることが
できる。 ○

観察・ノート

・ 乗数が１増えると答え
が６増えることなどを活
用して、６の段の九九を
構成する。

1

・ 既習の乗法を活用し
て、6の段の九九の構
成を考えている。 ○

観察・ノート

・ ６の段の九九の唱え
方を知り、正しく唱えた
り、適用したりする。

1

・ 6の段の九九の唱え
方を知り、唱えることが
できる。

○

観察・ノート

10

か
け
算

小１年
「３つのかずのけい
さん」
・２ずつ、５ずつまと
めて数えること
「たしざん」
・繰り上がりのある
加法

小２年
「かけ算九九づく
り」
・６～９、１の段の
九九

小３年
「わり算」
・除法の意味と式、
計算

九
九

143
～
150

11

か
け
算
九
九
づ
く
り

ば
い
と
か
け
算

151
152

 
 
 
 

か
け
算
九
九
づ
く
り

156
～
163

小２
「かけ算」
・乗法の意味と式
・２～５の段の九九
・倍概念

小２
「かけ算のきまり」
・乗法の計算法則
の素地
・九九表の拡張
・九九を用いた問
題解決

小３年
「わり算」
・除法の意味と式、
計算‐18‐



知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ 乗数が１増えると答え
が７増えることなどを活
用して、７の段の九九を
構成する。

1

・ 6の段の構成で学ん
だ既習の乗法の活用の
仕方を7の段の構成で
も用いようとしている。

○

観察・ノート

・ ７の段の九九の唱え
方を知り、正しく唱えた
り、適用したりする。

1
・ 7の段の九九の唱え
方を知り、唱えることが
できる。

○
観察・ノート

・ 乗数が１増えると答え
が８増えることなどを活
用して、８の段の九九を
構成する。

1

・ 乗数が1増えると答え
が8増えることなどを理
解し、8の段の九九を構
成することができる。

○

観察・ノート

・ ８の段の九九の唱え
方を知り、正しく唱えた
り、適用したりする。 1

・ 8の段の九九の唱え
方を知り、唱えることが
できる。 〇

観察・ノート

・ 乗数が１増えると答え
が９増えることなどを活
用して、９の段の九九を
構成する。

1

・ 8の段の構成で学ん
だ既習の乗法の活用の
仕方を9の段の構成で
も用いようとしている。

〇

観察・ノート

・ ９の段の九九の唱え
方を知り、正しく唱えた
り、適用したりする。

1

・ 9の段の九九の唱え
方を知り、唱えることが
できる。

○

観察・ノート

・ １の段の九九の意味
を理解し、九九を構成
し、唱え方を知り、適用
する。

1

・ 1の段の九九の意味
や構成の仕方を理解
し、唱えることができ
る。

○

観察・ノート

た
し
か
め
も
ん
だ
い

164
165

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

知 6、7、8、9及び1の段
の九九の構成の仕方を
理解し、唱えることがで
きる。 ○

観察・ノート

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
ち

ょ
う
せ
ん
！
②

166
167

・ 乗法の学習を生かし
た簡単なプログラムを
作成することを通して、
同数累加の場面が乗
法で表されることを改め
て確かめ、乗法につい
ての理解を深める。 1

・ 乗法の学習を生か
し、どのような順序で命
令を組み合わせ、何回
繰り返せば問題文に
合ったプログラムを作
成できるか考えている。

○

観察・ノート

読
み
と
る
力
を
の
ば
そ
う

168
169

・ 公園探検のしおりの
中の情報から、必要な
情報を取捨選択し、そ
れを用いて問題を解い
たり、つくったりする。 1

・ 提示された情報の中
から必要な情報を選び
取ったり、情報どうしを
組み合わせて活用した
りしている。 ○

観察・ノート

・ 長さの単位「m」につ
いて知り、１m＝100cm
の関係を理解する。

1

・ m単位の必要性や1m
＝100cmの関係を理解
することができる。

○

観察・ノート

・ 長い物の長さについ
て、mとcmの複名数で
表したり、単名数で表し
たりする。

1

・ 長い物の長さを複名
数や単名数で表すこと
ができる。 ○

観察・ノート

・ 身の回りの物の長さ
の見当をつけ、実際に
１mものさしで測定し、
その長さをm、cmの単
位で表す。

1

・ 身の回りの物の長さ
に進んで関わり、様々
な場所の長さを測定し
ようとしている。

○

観察・ノート

11

か
け
算
九
九
づ
く
り

12

 
長
い
　
も
の
の
　
長
さ
の
　
た
ん
い

長
い
も
の
の
長
さ
の
あ
ら
わ
し
方

170
～
175

小２年
「長さのたんい」
・長さの単位（ｃｍ、
ｍｍ）と測定

小３年
「長さ」
・巻尺による測定
・長さの単位（ｋｍ）

 
 
 
 

か
け
算
九
九
づ
く
り

156
～
163

小２
「かけ算」
・乗法の意味と式
・２～５の段の九九
・倍概念

小２
「かけ算のきまり」
・乗法の計算法則
の素地
・九九表の拡張
・九九を用いた問
題解決

小３年
「わり算」
・除法の意味と式、
計算
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む
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元
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（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ m、cm単位で表され
た長さの加減の計算を
する。 1

・ m、cm単位で表され
た長さの加減の計算の
仕方を理解し、長さの
加減の計算ができる。

○

観察・ノート

た
し
か
め
も
ん
だ
い

176

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 長さの加法または減
法の問題をつくってい
る。

○

観察・ノート

ふ
く
し
ゅ
う

177

・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。 1

・ 既習事項の理解を確
実にする。

○

観察・ノート

読
み
と
る
力
を
の
ば
そ
う

178
179

・ 長さの問題について、
与えられた情報を整理
したり、選択したりして、
筋道立てて考えること
ができる。また、自分の
考えを数学的に表現す
る。

1

・ 自分の考えを、式や
言葉を使って表現して
いる。

○

観察・ノート

・ ４位数の構成を理解
し、物の数を数えて、数
字で表したり、読んだり
する。

1

・ 既習を生かして4位数
を表したり、読んだりし
ようとしている。 〇

観察・ノート

・ 空位のある４位数の
構成を理解し、表した
り、読んだりする。 1

・ 空位のある4位数の
構成や表し方、読み方
を理解し、表したり、読
んだりすることができ
る。

〇

観察・ノート

・ 100を10個以上集め
た数を、何千何百と捉
える。

1

・ 100を10個以上集め
た数を表すことができ
る。

〇

観察・ノート

・ 何千何百を100のいく
つ分と捉える。 1

・ 何千何百を100を単
位として表すことができ
る。

○
観察・ノート

・ ４位数を数直線上に
表したり、数直線を読み
取ったりする。また、４
位数の大小比較の仕
方を理解する。

1

・ 数直線上に表された
数を読んだり、数を数
直線上に表したりする
ことができる。また、4位
数の大小比較の仕方を
理解している。

○

観察・ノート

・ ４位数を様々な見方
で表し、数の理解を深
める。

1

・ 4位数を多面的にみ
て、表すことができる。 ○

観察・ノート

一
万

188
189

・ 1000を10個集めた数
を10000と表して、「一
万」と読むことを知る。
また、10000を数直線と
対応させ、10000につい
ての理解を深める。

1

・ 10000の構成や、大き
さ、表し方、読み方を理
解し、10000までの数を
数直線上に表したり、
表された数を読み取っ
たりすることができる。

○

観察・ノート

何
百
の
た
し
算
と
ひ
き
算

190

・ 何百に何百をたす加
法や、何百から何百を
ひく減法、1000から何
百をひく減法の計算原
理や方法を理解し、計
算する。

1

・ 100を単位とした数の
見方に着目し、何百と
何百の加法や減法の
計算の仕方を考え、説
明している。 ○

観察・ノート

た
し
か
め
も
ん
だ
い

191

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 4位数の構成、表し
方、大小、数直線の読
み方を理解している。

〇

観察・ノート

12

 
長
い
　
も
の
の
　
長
さ
の
　
た
ん
い

長
い
も
の
の
長
さ
の
あ
ら
わ
し
方

170
～
175

小２年
「長さのたんい」
・長さの単位（ｃｍ、
ｍｍ）と測定

1

1
0
0
0
よ
り
　
大
き
い
　
数

小２年
「１００より大きい
数」
・１０００までの数の
数概念

小３年
「たし算とひき算の
筆算」
・４位数までの加
法、減法の筆算
「１００００より大き
い数」
・１億までの数の数
概念
・１０倍、１００倍、１
０００倍の数や１０
でわった数

小３年
「長さ」
・巻尺による測定
・長さの単位（ｋｍ）

大
き
な
数
の
あ
ら
わ
し
方

180
～
187
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評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ テープ図の意味と表
し方を理解し、場面を
テープ図に表し、数量
関係を式に表す。

1

・ テープ図の意味や表
し方を理解し、問題場
面をテープ図に表すこ
とができる。

○

観察・ノート

・ 部分を求める場面を
テープ図に表し、数量
の関係を式に表すこと
で、加法と減法の相互
関係の理解を深める。

1

・ 部分を求める場面を
テープ図に表し、全体を
求めるときは加法、部
分を求めるときは減法
が用いられることを理
解している。

○

観察・ノート

・ 数量の関係をテープ
図に表し、加法の逆思
考の問題を解決する。 1

・ 加法の逆思考の問題
について、数量の関係
に着目し、場面をテープ
図に表して、演算決定
している。

○

観察・ノート

・ 数量の関係をテープ
図に表し、減法逆の減
法の問題を解決する。 1

・ 減法逆の減法の問題
について、数量の関係
に着目し、場面をテープ
図に表して、演算決定
している。

○

観察・ノート

・ 数量の関係をテープ
図に表し、減法の逆思
考の問題を解決する。 1

・ 減法の逆思考の問題
について、数量の関係
に着目し、場面をテープ
図に表して、演算決定
している。

○

観察・ノート

た
し
か
め
も
ん
だ
い

200

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ テープ図の意味や表
し方を理解し、図をもと
に場面を式に表すこと
ができる。 ○

観察・ノート

ど
ん
な
計
算
す
る
の
か
な

201

・ 具体的な問題場面
で、どんな計算になる
か考え、演算決定をし
て、問題を解決する。

1

・ 数量の関係を正しく
捉え、式を立てた根拠
を言葉、テープ図などで
説明することができる。

○

観察・ノート

・ 乗法九九の表を見て
気づいたことをもとにし
て、乗数と積の関係を
乗法の性質としてまと
める。

1

・ 乗法九九の表から乗
法について成り立つ性
質やきまりをいろいろと
見つけようとしている。

〇

観察・ノート

・ 乗法九九の表を見て
気づいたことをもとにし
て、被乗数と乗数を入
れ替えた積を比べ、乗
法の交換法則が成り立
つことをまとめる。

1

・ 乗法の交換法則が成
り立つことを理解してい
る。

〇

観察・ノート

・ 〇の段と△の段の答
えをたすと、（〇＋△）
の段ができることを調
べる。

1

・ ○の段と△の段の答
えをたすと、（○＋△）
の段の答えができるこ
とを理解している。

〇

観察・ノート

・ 乗法について成り立
つ性質やきまりを活用
して、被乗数や乗数が
12までの乗法の答えの
求め方を考える。

1

・ 乗法のきまりを活用し
て、被乗数や乗数が12
までの乗法の答えの求
め方を考えている。

〇

観察・ノート

・ 全体の個数を乗法九
九を活用して求めたり、
個数を求める図や式か
ら思考過程を読み取っ
たりする。

2

・ 全体の数を乗法の式
を用いて、求めることが
できる。
・ 数のまとまりに着目
し、全体の数を工夫して
求める方法を考え、説
明している。

〇 〇

観察・ノート

2

か
け
算
の
　
き
ま
り

か
け
算
の
き
ま
り

202
～
209

小２年
「かけ算九九づく
り」
・６～９、１の段の
九九

小３年
「かけ算」
・乗法の交換、分配
法則など
・１０や０の乗法

1

た
し
算
と
　
ひ
き
算
の
　
か
ん
け
い

た
し
算
と
ひ
き
算
の
か
ん
け
い

192
～
199

小１年
「ずをつかってかん
がえよう」
・順序数の加減法

小３年
「□を使った式」
・□を用いた数量
関係の式表示、□
に当てはまる数の
求め方
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

た
し
か
め
も
ん
だ
い

210
211

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 乗法について成り立
つ性質やきまりを理解
し、それを用いて乗数
が10の計算をすること
ができる。

○

観察・ノート

・ 具体物の操作を通し
て、２つに等分した１つ
分の大きさをもとの大き
さの1/２と表すことを理
解する。
・ 様々な形のパンを半
分にする場面から「半
分」の仕方や意味につ
いて関心をもつ。

2

・ 1/２の意味と表し方
について理解している。
・ 生活の場面から、半
分にした大きさの表し
方について関心をもち、
進んで分数の意味や表
し方について考えようと
している。

○ ○

観察・ノート

・ 具体物の操作を通し
て、４つに等分した１つ
分の大きさをもとの大き
さの1/４と表すことを理
解し、1/３、1/８などの
分数についても同じよう
に考える。

2

・ 等分した１つ分の大
きさの表し方について、
具体物の操作の結果
から、もとの大きさとの
関係に着目し、1/2の学
習から類推的に考えて
いる。

○

観察・ノート

・ チョコレートを等分す
る場面における１人分
の大きさや個数につい
て考え、分数の意味と
表し方の理解を深め
る。

1

・ チョコレートを等分す
る分け方を考え、「12個
の1/○は△個」などと
表現している。 ○

観察・ノート

た
し
か
め
も
ん
だ
い

218

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 簡単な分数の意味と
表し方について理解し
ている。

○

観察・ノート

・ 身の回りにある箱の
形の面に着目し、面を
紙に写し取って形や数
を調べ、その特徴を理
解する。

2

・ 箱の形やさいころの
形の面に着目し、特徴
を見いだしている。
・ 身の回りにある箱の
形やさいころの形の面
の形や数について調べ
ようとしている。

〇 〇

観察・ノート

・ 切り取った面をテープ
で貼り合わせて、箱の
形やさいころの形を作
り、面と面の位置関係
を調べ、その特徴を説
明する。

1

・ 箱の形やさいころの
形の構成を通して、面と
面の位置関係を見いだ
している。 〇

観察・ノート

・ ひごと粘土玉を使っ
て、箱の形を作る活動
を通して、「へん」、「ちょ
う点」を知り、それらの
特徴を理解する。

1

・ 箱の形の構成を通し
て、辺、頂点などの構
成要素の特徴を見いだ
している。

〇

観察・ノート

た
し
か
め
も
ん
だ
い

223

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 箱の形やさいころの
形について、面の形や
数、辺の長さや数、頂
点の数などの構成要素
の特徴を理解してい
る。

〇

観察・ノート

読
み
と
る
力
を
の
ば
そ
う

224
225

・ さいころの対面の目
の和が７になることを利
用して、さいころの隠れ
た面の数を考える。

1

・ さいころを積んだとき
の見えない面の目の数
の和について、さいころ
が2個のときをもとに考
え、求め方を説明して
いる。

○

観察・ノート

2

3

は
こ
の
　
形

は
こ
の
形

219
～
222

小１年
「いろいろなかた
ち」
・基本的な立体図
形の特徴、分類、
面の形

小４年
「直方体と立方体」
・直方体と立方体
の定義と性質、展
開図、見取図、面・
辺の位置関係
・位置の表し方

か
け
算
の
　
き
ま
り

小２年
「かけ算九九づく
り」
・６～９、１の段の
九九

小３年
「かけ算」
・乗法の交換、分配
法則など
・１０や０の乗法

分
数

分
数

212
～
217

小３年
「分数」
・分数の概念
・分数と小数の関
係
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考
･
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断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

２
年
の
ふ
く
し
ゅ
う

226
～
229

・ ２学年の復習問題に
取り組み、既習事項の
理解を確実にする。

2

・ 既習事項を理解して
いる

○ ○

観察・ノート

テ
ス
ト
等

テスト＋予備

21 〇 ○

ペーパーテスト等

3

175
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

・ 乗数が１増減すると
積は被乗数分だけ増減
することや、乗法の交
換法則について理解す
る。

1

・ 乗法に関して成り立
つ性質を、7×4の答え
の求め方に生かそうと
している。 ○

観察・ノート

・ 被乗数や乗数を分け
て計算しても積は同じ
になること（乗法の分配
法則）を理解する。

1

・ 7×6の答えの求め方
を、分配法則の考え方
をもとにして考え、説明
している。

○

観察・ノート

・ 乗数や被乗数が10の
場合の乗法の計算原
理や方法を理解し、計
算する。

1

・ 乗数や被乗数が10の
乗法の計算の仕方を理
解している。 ○

観察・ノート

・ 乗法に関して成り立
つ性質を活用して、乗
数が10より大きい場合
の乗法の計算の仕方を
考える。

1

・ 乗法に関して成り立
つ性質をもとに、乗数
が10より大きい場合の
乗法の計算の仕方を考
え、説明している。

○

観察・ノート

・ 乗数や被乗数が分か
らないときは、九九表を
使ったり、九九で順に
数を当てはめたりすれ
ば、その数を見つける
ことができることを理解
する。

1

・ 乗数、被乗数の求め
方をかけ算のきまりをも
とにして考え、説明して
いる。 ○

観察・ノート

０
の
か
け
算

27
28

・ 乗数や被乗数が０の
場合について、乗法の
意味を理解するととも
に、その積が常に０で
あることが分かる。

1

・ 乗数や被乗数が０の
乗法の式表示とその意
味、積について理解し
ている。

○

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

29
30

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 乗法に関して成り立
つ性質を理解している。

○

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ
ど
算
数
教
室
１

31

・ 乗法九九の表の中か
ら、和が100になる数を
見つける活動を通して、
乗法に対する興味・関
心を高める。

1

・ 乗法九九に関する性
質を調べることに主体
的に取り組み、その性
質の面白さに気づいて
いる。

○

観察・ノート

・ 繰り上がりが１回の３
位数までの加法の計算
原理や方法、筆算の仕
方を理解し、計算する。

1

・ 既習の加法の計算を
もとに、3位数までの加
法の筆算の仕方を考
え、説明している。

○

観察・ノート

・ 一の位と十の位が繰
り上がる３位数までの
加法の筆算の仕方を理
解し、計算する。

1

・ 一の位と十の位が繰
り上がる3位数までの加
法の筆算の仕方を理解
し、計算できる。

○

観察・ノート

・ ４位数までの加法の
筆算の仕方を理解し、
計算する。

1

・ 4位数までの加法の
筆算の仕方を理解し、
計算できる。

○

観察・ノート

4

か
け
算

小２年
「かけ算のきまり」
・乗法の計算法則
の素地
・九九表の拡張
・九九を用いた問
題解決

小３年
「わり算」
・除法の意味と式、
計算
「かけ算の筆算」
・２、３位数×１位
数の筆算
・乗法の結合法則
・言葉の式や図表
示

た
し
算
と
ひ
き
算
の
筆
算

小２年
「１０００より大きい
数」
・何百の加法、減法

小３
「１００００より大き
い数」
・万を単位にした加
法、減法
「小数」
・１/１０の位までの
小数の加法、減法

か
け
算
の
き
ま
り

16
～
26

た
し
算
の
筆
算

32
～
36

(　　３　　）年生　『　算数　』年間指導計画   　　　　       たのしい算数（大日本図書）

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法
既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を

含む)
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技
能
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断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法
既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を

含む)

・ 繰り下がりが１回の３
位数までの減法の計算
原理や方法、筆算の仕
方を理解し、計算する。

1

・ 既習の減法の計算を
もとに、3位数までの減
法の筆算の仕方を考
え、説明している。

○

観察・ノート

・ 百の位と十の位から
繰り下がる３位数まで
の減法の筆算の仕方を
理解し、計算する。

1

・ 百の位と十の位から
繰り下がる3位数までの
減法の筆算の仕方を理
解し、計算できる。

○

観察・ノート

・ 被減数に空位があ
り、波及的に繰り下がる
３位数までの減法の計
算原理や方法、筆算の
仕方を理解し、計算す
る。

1

・ 被減数に空位があ
り、波及的に繰り下がる
3位数までの減法の筆
算の仕方を理解し、計
算できる。

○

観察・ノート

・ ４位数までの減法の
筆算の仕方を理解し、
計算する。

1

・ 4位数までの減法の
筆算の仕方を理解し、
計算できる。

○

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

42
43

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 4位数までの加法及
び減法の計算が筆算で
できる。 ○

観察・ノート

暗
算

44

・ ２位数どうしの加法と
減法の暗算をする。 1

・ 2位数どうしの加法や
減法の計算が暗算でで
きる。

○

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ
ど
算
数
教
室
２

45

・ 魔方陣づくりを通し
て、加法や減法の計算
に習熟し、数や計算へ
の興味・関心を高める。

1

・ 魔方陣をつくることに
より、数の不思議さに
興味をもち、進んで取り
組んでいる。

○

観察・ノート

整
理
の
し
か
た

46
～
48

・ 身近な事象につい
て、「正」の字を用いて
数量を調べる。また、そ
の結果を表に表して整
理し、考察する。

1

・ 「正」の字を用いて数
量を調べたり、表に整
理したりするよさに気づ
き、生活や学習に生か
そうとしている。

○

観察・ノート

・ 棒グラフの特徴や読
み方を理解し、資料の
特徴を読み取る。また、
棒グラフで表すよさや
表し方の工夫について
理解する。

1

・ 棒グラフのよさや表し
方の工夫について考
え、説明している。

○

観察・ノート

・ 横向きの棒グラフや１
目盛りの大きさが１でな
い棒グラフの読み方を
理解する。また、時系列
の順に表した棒グラフ
のよさを理解する。

1

・ 1目盛りの大きさに留
意して棒グラフを読み
取ることができる。

○

観察・ノート

4

た
し
算
と
ひ
き
算
の
筆
算

小２年
「１０００より大きい
数」
・何百の加法、減法

小３
「１００００より大き
い数」
・万を単位にした加
法、減法
「小数」
・１/１０の位までの
小数の加法、減法

5

ぼ
う
グ
ラ
フ
と
表

小２年
「せいりのしかた」
・簡単な表や○を
使ったグラフ

小４年
「折れ線グラフと
表」
・折れ線グラフ
・棒グラフとの複合
グラフ
・二次元の表、２観
点4分類の表

ひ
き
算
の
筆
算

37
～
41

ぼ
う
グ
ラ
フ

49
～
58
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主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法
既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を

含む)

・ 棒グラフの表し方を
理解し、資料を棒グラフ
に表す。

2

・ 棒グラフの表し方を
理解し、資料をもとに棒
グラフをかくことができ
る。
・ 資料の最大値とグラ
フ用紙の大きさをもと
に、グラフの1目盛りの
大きさを決定している。

○ ○

観察・ノート

・ 目盛りのとり方に気を
つけて、正しく棒グラフ
を読み取る。 1

・ 目盛りのとり方によっ
て、棒グラフの見え方
が変わることを理解して
いる。

○

観察・ノート

・ 観点を決めて資料を
分類整理し、表や棒グ
ラフに表し、考察する。 1

・ 観点を決めて資料を
整理し、表やグラフをも
とに資料の特徴を考察
している。

○

観察・ノート

・ 一次元の表をもとに
二次元の表をつくり、資
料の特徴を読み取る。
また、一次元の表と比
較し、二次元の表のよ
さを捉える。

1

・ 資料を二次元の表に
まとめ、資料の特徴を
考察している。

○

観察・ノート

・ 複数の棒グラフを組
み合わせたグラフの読
み方や表し方を理解す
る。 1

・ 複数の棒グラフを組
み合わせたグラフの読
み方やかき方、そのよ
さについて理解してい
る。

○

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

61
～
63

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 棒グラフを読み取った
り、表したりすることが
できる。 ○

観察・ノート

読
み
取
る
力
を
の
ば
そ
う

64

・ 身近な事象につい
て、表された表やグラフ
を活用して資料を完成
させ、その特徴を読み
取る。 1

・ 資料を表や棒グラフ
に表して、その特徴を
読み取ったり、批判的
に考察したりしている。

○

観察・ノート

ふ
く
し
ゅ
う

65

・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。 1

・ 既習事項を理解して
いる。

○

観察・ノート

・ ある時刻から一定時
間前後の時刻を求め
る。
＊ 筆算形式での時刻
の計算の仕方を知る。

1

・ 時計の文字盤などを
もとに、ある時刻から一
定時間前後の時刻の
求め方を考え、説明し
ている。

○

観察・ノート

・ ある時刻からある時
刻までの時間を求め
る。 1

・ ある時刻からある時
刻までの時間の求め方
を理解し、求めることが
できる。

○

観察・ノート

・ ２つの時間をたした時
間やひいた時間を求め
る。 1

・ 2つの時間をたした時
間やひいた時間の求め
方を理解し、求めること
ができる。

○

観察・ノート

5

ぼ
う
グ
ラ
フ
と
表

小２年
「せいりのしかた」
・簡単な表や○を
使ったグラフ

小４年
「折れ線グラフと
表」
・折れ線グラフ
・棒グラフとの複合
グラフ
・二次元の表、２観
点4分類の表

時
こ
く
と
時
間

時
こ
く
や
時
間
の
も
と
め
方

66
～
73

小２年
「時こくと時間」
・時刻と時間の概
念、時間の単位
（日、時、分）
・簡単な時刻や時
間の求め方

ぼ
う
グ
ラ
フ

49
～
58

表
や
グ
ラ
フ
の
く
ふ
う

59
・
60
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既習事項で押さえ
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上級学年・中学校
との関連（同学年を

含む)

短
い
時
間

71

・ 短い時間の単位「秒」
や、１分＝60秒の関係
について理解し、分と秒
を用いて時間を表す。

1

・ 1分＝60秒の関係を
理解している。

○

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

72
73

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 時刻や時間を求める
ことができる。また、1分
＝60秒の関係を理解し
ている。

○

観察・ノート

・ 具体的な操作などを
通して、等分除の意味
を理解し、その場面を
除法の式に表せること
を知る。

1

・ 等分したときの1つ分
の数を求めるとき（等分
除）は、除法の式に表
すことを理解している。 ○

観察・ノート

・ 等分除の答えは乗法
九九を用いて求められ
ることを理解する。 1

・ 等分除の意味から、
乗法九九を用いて答え
を求める方法を考え、
説明している。

○

観察・ノート

・ 具体的な操作などを
通して、包含除の意味
を理解する。また、包含
除の場合も、場面を除
法の式に表せることを
理解する。

1

・ 等分除の意味や答え
の求め方を、具体物や
図、式を用いて考えたこ
とを振り返り、包含除で
もそれらを用いようとし
ている。

○

観察・ノート

・ 包含除の場面でも、
答えは乗法九九を用い
て求められることを理解
し、除法の計算をする。

1

・ 包含除の答えも、乗
法九九を用いて求めら
れることを理解し、求め
ることができる。

○

観察・ノート

・ 具体的な場面の考察
を通して、等分除、包含
除と乗法との関係につ
いて理解する。

1

・ 等分除、包含除の意
味や違いを、既習の乗
法や図をもとに考え、説
明している。

○

観察・ノート

０
や
１
の
わ
り
算

84

・ ０をわったり、１でわっ
たりする計算の意味を
理解し、計算する。

1

・ 被除数が0の場合や
除数が1の場合の除法
の意味を理解してい
る。

○

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

85
86

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 乗法九九1回適用の
除法の計算ができ、そ
れを用いて問題を解決
することができる。

○

観察・ノート

読
み
取
る
力
を
の
ば
そ
う

87

・ 「木の数」と「木と木の
間の数」の関係に着目
し、図をもとに規則性を
見いだして問題を解決
する。 1

・ 植木算の場面で、木
の数と木と木の間の数
の関係を、図をもとに見
いだしている。

○

観察・ノート

・ 乗法九九を１回適用
する除法（包含除）で、
あまりの意味と計算の
仕方を理解する。 1

・ 「あまり」、「わりきれ
ない」、「わりきれる」の
用語とそれらの意味
や、あまりのある除法
の式表示と計算の仕方
を理解している。

○

観察・ノート

・ あまりと除数の大小
関係について理解す
る。 1

・ あまりが除数より小さ
くなることを理解してい
る。 ○

観察・ノート

5

6

わ
り
算

小２年
「かけ算九九づく
り」
・６～９、１の段の
九九

小３年
「かけ算」
・乗法の交換、分配
法則など
・１０や０の乗法

小３年
「あまりのあるわり
算」
・あまりのある除法
の計算
・除法の確かめ方
「答えが２けたにな
るわり算」
・商が２位数になる
除法
「倍とかけ算、わり
算」
・倍と乗法、除法

あ
ま
り
の
あ
る
わ
り
算

あ
ま
り
の
あ
る
わ
り
算

88
～
94

小３年
「わり算」
・除法の意味と式、
計算

小３年
「答えが２けたにな
るわり算」
・商が２位数になる
除法
「倍とかけ算、わり
算」
・倍と乗法、除法

時
こ
く
と
時
間

小２年
「時こくと時間」
・時刻と時間の概
念、時間の単位
（日、時、分）
・簡単な時刻や時
間の求め方

１
人
分
は
何
こ

74
～
78

何
人
に
分
け
ら
れ
る

79
～
83
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上級学年・中学校
との関連（同学年を

含む)

・ 等分除の場面におい
て、あまりの意味や計
算の仕方を理解する。

1

・ 数量の関係に着目
し、既習の除法と関連
付けて、あまりのある等
分除でも乗法九九を
使って答えが求められ
ることを見いだし、説明
している。

○

観察・ノート

・ あまりのある除法の
答えの確かめ方を理解
する。 1

・ 被除数、除数、あまり
の関係に着目して、確
かめの仕方を説明して
いる。

○

観察・ノート

あ
ま
り
の
考
え
方

95
～
97

・ 問題場面に即してあ
まりの処理の仕方を考
え、問題を解決する。

2

・ あまりのある除法の
答えの確かめ方を理解
している。
・ 被除数、除数、あまり
の関係に着目して、確
かめの仕方を説明して
いる。

○ ○

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

98
99

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ あまりの処理の必要
な問題場面で、あまり
の処理の仕方を考え、
説明している。

○

観察・ノート

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
ち

ょ
う
せ
ん
！
①

100
101

・ ゲームに勝つための
おはじきの取り方につ
いて考える活動を通し
て、場合に合わせて行
動を変える条件分岐の
考え方を理解する。

1

・ あまりのある除法の
計算ができる。また、あ
まりのある除法の確か
めの仕方を理解してい
る。

○

観察・ノート

・ １点から等距離にあ
る点は多数存在し、そ
の点の集まりがまるい
形になることを理解す
る。
・ 「円」、円の「中心」、
「半径」の用語とそれら
の意味を理解する。

2

・ 「円」、円の「中心」、
「半径」の用語とそれら
の意味を理解してい
る。
・ １点からの距離に着
目し、等距離にある点
の集まりがきれいなま
るい形になることを見い
だしている。

○ ○

観察・ノート

・ 円の半径は無数にひ
けて長さは全て等しい
ことを理解するととも
に、円の「直径」の用語
とその意味や、半径と
直径の関係を理解す
る。

1

・ 円の半径は無数にひ
けて、長さが全て等しい
ことを理解している。ま
た、円の「直径」の用語
とその意味や半径と直
径との関係を理解して
いる。

○

観察・ノート

・ コンパスの使い方を
理解し、決められた大
きさの円をかく。 1

・ コンパスを用いた円
のかき方を理解し、決
められた大きさの円を
かくことができる。

○

観察・ノート

・ 円を使ったいろいろな
模様をかくことを通し
て、コンパスの使い方
に慣れるとともに、模様
の美しさを味わう。

1

・ 円を使った模様をかく
活動をたのしみ、その
美しさを感じている。 ○

観察・ノート

6

円
と
球

小３年
「三角形と角」
・二等辺三角形、正
三角形の定義と性
質、かき方
・角の概念と角の
大小

あ
ま
り
の
あ
る
わ
り
算

あ
ま
り
の
あ
る
わ
り
算

88
～
94

小３年
「わり算」
・除法の意味と式、
計算

小３年
「答えが２けたにな
るわり算」
・商が２位数になる
除法
「倍とかけ算、わり
算」
・倍と乗法、除法

円
102
～
111

7
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るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を

含む)

・ コンパスを用いて長さ
を写し取ったり、２点か
らそれぞれ決まった長
さにある点の位置を見
つけたりし、コンパスの
有用性の理解を深め
る。

1

・ コンパスで長さを写し
取ったり、同じ長さに区
切ったりすることができ
る。

○

観察・ノート

球 112

・ 円に関連して「球」を
知り、その基本的な性
質を理解する。

1

・ 球の概念や性質と、
球に関する用語の意味
を理解している。

○

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

113
～
114

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 円や球に関する用語
や特徴を理解してい
る。また、円の作図がで
きる。

○

観察・ノート

ふ
く
し
ゅ
う

115

・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。 1

・ 既習事項を理解して
いる。

○

観察・ノート

何
十

、
何
百
の
か
け
算

116
～
118

・ 何十、何百×１位数
の乗法の計算原理や
方法を理解し、計算す
る。

2

・ 何十、何百×1位数
の計算の仕方を理解
し、計算できる。
・ 10や100を単位とした
数の見方に着目し、何
十、何百×1位数の計
算の仕方を考え、説明
している。

○ ○

観察・ノート

・ ２位数×１位数で、部
分積に繰り上がりのな
い場合の計算原理や方
法、筆算の仕方を理解
し、計算する。 2

・ 2位数×1位数の計算
の仕方や筆算の仕方を
理解し、計算できる。
・ 数の構成に着目し、2
位数×1位数の計算の
仕方を、既習の乗法を
用いて考え、説明して
いる。

○ ○

観察・ノート

・ ２位数×１位数で、部
分積に繰り上がりのあ
る場合の計算原理や方
法、筆算の仕方を理解
し、計算する。

1

・ 2位数×1位数で、部
分積に繰り上がりのあ
る場合の筆算の仕方を
理解し、計算できる。

○

観察・ノート

・ ２位数×１位数で、部
分積が百の位に繰り上
がる場合の筆算の仕方
を理解し、計算する。

1

・ 2位数×1位数で、部
分積が百の位に繰り上
がる場合の筆算の仕方
を理解し、計算できる。

○

観察・ノート

・ ３位数×１位数で、部
分積に繰り上がりのな
い場合の計算原理や方
法、筆算の仕方を理解
し、計算する。

1

・ 数の構成に着目し、3
位数×1位数の計算の
仕方を、既習の乗法を
用いて考え、説明して
いる。

○

観察・ノート

・ ３位数×１位数で、部
分積に繰り上がりのあ
る場合の筆算の仕方を
理解し、計算する。

1

・ 3位数×1位数で、部
分積に繰り上がりのあ
る場合の筆算の仕方を
理解し、計算できる。

○

観察・ノート

・ ３位数×１位数で、被
乗数に空位がある場合
の筆算の仕方を理解
し、計算する。
＊ ４位数×１位数の筆
算の仕方を考える。

1

・ 3位数×1位数で、被
乗数に空位がある場合
の筆算の仕方を理解
し、計算できる。 ○

観察・ノート

円
と
球

小３年
「三角形と角」
・二等辺三角形、正
三角形の定義と性
質、かき方
・角の概念と角の
大小

か
け
算
の
筆
算

小３年
「かけ算」
・乗法の交換、分配
法則など
・１０や０の乗法

小３年
「２けたの数をかけ
る計算」
・２、３位数×２位
数の筆算
・被乗数や乗数が１
０倍になると積も１
０倍になること

円
102
～
111

7

（
２
け
た

）
×

（
１
け
た

）
の
筆
算

119
～
123

9

（
３
け
た

）
×

（
１
け
た

）
の
筆
算

124
～
126

‐29‐



知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法
既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を

含む)

か
け
算
の
き
ま
り

127

・ 具体的な場面を通し
て、乗法の結合法則が
成り立つことを理解す
る。 1

・ 乗法の結合法則の意
味を理解し、それを用
いて計算を工夫するこ
とができる。 ○

観察・ノート

・ 具体的な乗法の場面
を、言葉の式を用いて
一般的にまとめる。 1

・ 乗法に関するいろい
ろな言葉の式を1つの
言葉の式にまとめるこ
とができる。

○

観察・ノート

・ 具体的な乗法の場面
を、言葉の式やテープ
と数直線の図で表し、
問題を解決する。

1

・ 乗法の場面で、テー
プと数直線の図が表す
意味を理解し、立式す
ることができる。

○

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

130
131

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 2、3位数×1位数の
計算ができ、それを用
いて問題を解決するこ
とができる。

○

観察・ノート

・ 何十÷１位数で、十
の位がわりきれる場合
の計算原理や方法を理
解し、計算する。

1

・ 何十÷1位数の計算
の仕方を理解し、計算
できる。 ○

観察・ノート

・ ２位数÷１位数で、位
ごとにわりきれる場合
の計算原理や方法を理
解し、計算する。

1

・ 2位数÷1位数の計算
の仕方を理解し、計算
できる。 ○

観察・ノート

・ 既習をもとに、一万の
位までの数の構成や表
し方、読み方を理解す
る。 1

・ 一万の位までの数の
構成や表し方、読み方
を理解し、表したり、読
んだりすることができ
る。

○

観察・ノート

・ 千万の位までの数の
構成や表し方、読み方
を理解する。

2

・ 千万の位までの数の
構成や表し方、読み
方、相対的な大きさなど
を理解している。
・ 千の位までの数の構
成から類推して万の位
の構成について考えて
いる。

○ ○

観察・ノート

・ １万より大きい数を、
その構成をもとに、
1000を単位として相対
的にみて表す。

1

・ 1000を単位として数を
相対的にみて表すこと
ができる。 ○

観察・ノート

・ １万より大きい数の数
直線表示、順序、系列
について理解する。ま
た、１億の数の構成、表
し方、読み方を理解す
る。

1

・ 数直線上に表された
数を読み取ったり、数
直線上に数を表したり
することができる。ま
た、1億の数の構成、表
し方、読み方を理解して
いる。

○

観察・ノート

・ 大きな数の大小比較
の仕方を理解する。ま
た、万を単位とした計算
の仕方を理解する。

1

・ 大きな数の大小比較
の仕方を理解してい
る。 ○

観察・ノート

・ ある数を10倍、100
倍、1000倍した数につ
いて理解する。 1

・ ある数を100倍した数
は、ある数の10倍を10
倍した数であると考え、
説明している。

○

観察・ノート1

0

倍

し

た

数

や

1

0

で

わ

っ
た

数

143
～
145

答
え
が
２
け
た
に
な
る
わ
り
算

132
133

小３年
「わり算」
・除法の意味と式、
計算

小４年
「わり算の筆算」
・２、３位数÷１位
数の筆算
・除法の確かめの
式

か
け
算
の
筆
算

小３年
「かけ算」
・乗法の交換、分配
法則など
・１０や０の乗法

小３年
「２けたの数をかけ
る計算」
・２、３位数×２位
数の筆算
・被乗数や乗数が１
０倍になると積も１
０倍になること

大
き
な
数
の
表
し
方

134
～
142

9

1
0
0
0
0
よ
り
大
き
い
数

小２年
「１０００より大きい
数」
・１００００までの数
の数概念

小３年
「小数」
１/１０の位までの
小数の概念

小４年
「１億より大きい数」
・億、兆の位までの
数の数概念
・十進位取り記数
法のまとめ

10

か
け
算
と
言
葉
の
式
や
図

128
129

答
え
が
２
け
た
に
な
る
わ
り
算
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法
既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を

含む)

・ 一の位に０のある数
を10でわった数につい
て理解する。

1

・ ある数を10でわった
数の大きさについて理
解している。

○

観察・ノート

数
の
見
方

146

・ １つの数を多面的に
みて表す。 1

・ 1つの数を多面的に
みて表すことができる。 ○

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

147
148

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 1億までの数の構成
や表し方、読み方、順
序、系列、大小につい
て理解している。

○

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ
ど
算
数
教
室
３

149

・ 世界の諸課題に関わ
る数字を読み、SDGsに
ついて算数の面から考
える。

1

・ 世界の諸課題に関連
する数字に興味・関心
をもち、進んで調べてい
る。

○

観察・ノート

・ 端数部分の大きさを
表すのに小数が用いら
れることを知り、小数の
表し方と読み方を理解
する。

1

・ 端数部分の小数での
表し方や読み方を理解
している。

○

観察・ノート

・ 長さについて、複名数
で表される数量を、小
数を用いて単名数で表
すことができることを理
解する。

1

・ 複名数で表された長
さを、小数を用いて単名
数で表すことができる。 ○

観察・ノート

・ 小数の位取りの仕組
みや数の構成について
理解する。また、小数の
数直線上の表し方につ
いて理解する。

1

・ 小数の十進構造を理
解するとともに、数直線
上に小数を表したり、表
された小数を読み取っ
たりすることができる。

○

観察・ノート

・ 小数を、数の構成を
もとに、0.1を単位として
相対的にみて表す。

1

・ 小数を0.1のいくつ分
で表す方法を考え、説
明している。

○

観察・ノート

・ 小数の十進構造や順
序、系列についての理
解に基づいて、小数の
大小比較ができる。

1

・ 小数の大小比較の仕
方を考え、説明してい
る。 ○

観察・ノート

・ 小数第一位までの小
数の加法の計算の意
味や原理、方法を理解
し、計算する。

2

・ 小数第一位までの小
数の加法の計算の仕
方を理解し、計算でき
る。

○

観察・ノート

・ 小数第一位までの小
数の加法の筆算の仕
方を理解し、計算する。 1

・ 小数第一位までの小
数の加法の筆算の仕
方を理解し、計算でき
る。

○

観察・ノート

・ 小数第一位までの小
数の減法の計算の意
味や原理、方法を理解
し、計算する。

1

・ 0.1のいくつ分という見
方に着目し、小数の減
法の計算の仕方を考
え、説明している。

○

観察・ノート

・ 小数第一位までの小
数の減法の筆算の仕
方を理解し、計算する。 1

・ 小数第一位までの小
数の減法の筆算の仕
方を理解し、計算でき
る。

○

観察・ノート

1

0

倍

し

た

数

や

1

0

で

わ

っ
た

数

143
～
145

小
数

150
～
154

小
数
の
し
く
み

155
～
158

小
数
の
計
算

159
～
163

1
0
0
0
0
よ
り
大
き
い
数

小２年
「１０００より大きい
数」
・１００００までの数
の数概念

小３年
「小数」
１/１０の位までの
小数の概念

小４年
「１億より大きい数」
・億、兆の位までの
数の数概念
・十進位取り記数
法のまとめ

10

小
数

小３年
「１００００より大き
い数」
・１奥までの数の数
概念
・10倍、100倍、１０
００倍の数や１０で
わった数

小３年
「分数」
・分数の概念
・分数と小数の関
係

小４年
「小数」
１/１０００の位まで
の小数の概念

11
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るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を

含む)

数
の
見
方

164

・ 小数を多面的にみて
表す。 1

・ 1つの小数を多面的
にみて表すことができ
る。

○

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

165
166

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 小数の表し方や構
成、大小を理解し、多面
的にみて表したり、加減
の計算をしたりすること
ができる。

○

観察・ノート

読
み
取
る
力
を
の
ば
そ
う

167

・ 小数の数の構成に着
目して、ゲームの仕組
みについて考察する。

1

・ 数の構成に着目し
て、カードをひいてでき
た小数5.4に勝てない理
由を考え、説明してい
る。 ○

観察・ノート

ふ
く
し
ゅ
う

168

・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。 1

・ 既習事項を理解して
いる。

○

観察・ノート

・ 巻尺の必要性や目盛
りの読み方、測定の仕
方を理解する。

1

・ 巻尺の必要性や目盛
りの読み方、測定の仕
方を理解している。

○

観察・ノート

・ およその見当をつけ、
巻尺を用いていろいろ
な物の長さを測定する
とともに、そのよさを理
解する。

1

・ 巻尺を用いると、長い
物や曲がった物の長さ
をはかれるという巻尺
のよさに気づいている。

○

観察・ノート

キ
ロ
メ
ー

ト
ル

172
173

・ 「道のり」、「きょり」の
用語とその意味、長さ
の単位「km」について知
り、１km＝1000mの関
係をもとに、適切な単位
を選んで長さを表現す
る。

1

・ 「道のり」 と「きょり」
の意味の違いや、単位
「km」と1km＝1000mの
関係を理解し、目的に
合わせて適切な単位で
長さを表現するととも
に、km、mで表された長
さの加減の計算ができ
る。

○

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

174
175

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟するととも
に、１kmの量感を養い、
日常生活に生かす。

2

・ 「道のり」と「きょり」の
意味、巻尺の目盛りの
読み方や1km＝1000m
の関係を理解するとと
もに、適切な単位を選
択して長さを表すことが
できる。
・ 単元の学習で新しく
分かったことや、大切な
考え方、今後の学習に
生かせることなどを振り
返っている。また、1km
を歩く活動を通して1km
の量感を養い、生活に
生かそうとしている。

○ ○

観察・ノート

・ １mの1/４の長さを1/
４mと表すことを理解す
る。

1

・ 分数を用いた長さの
表し方について理解し、
1mを等分してできる１
つ分の大きさを、分数を
用いて表すことができ
る。

○

観察・ノート

小２年
「長いものの長さの
たんい」
・長さの単位（ｍ）と
測定

小４年
「角度」
・角度の表し方と測
定、かき方
「面積」
・面積の単位と長
方形、正方形の求
積

小５年
「体積」
・体積の単位と直
方体、立方体の求
積、容積

 
 
 
 
 
 

分
数

176
～
181

小２年
「分数」
・２等分、３等
分、･･･したときの１
つ分の大きさの表
し方

小３年
「小数」
・１/１０の位までの
小数の概念

小４年
「分数」
・「真分数」、「仮分
数」、「帯分数」の意
味、帯分数と仮分
数の変換
・大きさの等しい分
数

分
数

長
さ

長
さ
の
は
か
り
方

169
～
171

小
数

小３年
「１００００より大き
い数」
・１奥までの数の数
概念
・10倍、100倍、１０
００倍の数や１０で
わった数

小３年
「分数」
・分数の概念
・分数と小数の関
係

小４年
「小数」
１/１０００の位まで
の小数の概念

11
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単
元
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単
元

ペ
ー
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（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法
既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を

含む)

・ １mをn等分したいくつ
分の長さや、１Lをn等
分したいくつ分のかさの
表し方を理解する。ま
た、「分母」、「分子」の
用語とそれらの意味を
理解する。

1

・ 1mや1Lをn等分した
いくつ分の長さ及びか
さを分数で表すことがで
きる。また、「分母」、
「分子」の用語とそれら
の意味を理解してい
る。

○

観察・ノート

・ １mのテープを使って
分数のものさしをつく
り、いろいろな物の長さ
を測定し、分数を用いて
表す。

1

・ 身の回りの物の長さ
に対して、様々な単位
の分数のものさしを
使って正確に測定しよ
うとしたり、分数を用い
て表そうとしたりしてい
る。また、「2mの1/４」や
「4ｍの1/４」の長さにつ
いて、図などを手掛かり
にして、考えようとして
いる。

○

観察・ノート

・ 数直線を用いて分数
の大きさについて調
べ、同分母分数の大小
比較の仕方や5/5=1で
あることを理解する。

1

・ 単位分数の個数に着
目し、分子の大きさを比
べることで、分数の大き
さを判断することができ
る。

○

観察・ノート

・ 数直線を用いて１より
大きい分数の大きさに
ついて調べ、１より大き
い分数も単位分数のい
くつ分で表せることを理
解する。

1

・ １より大きい同分母分
数を単位分数のいくつ
分で表すことができる。

○

観察・ノート

分
数
と
小
数

184

・ 数直線を用いて分数
と小数の関係を調べ、１
/10=0.1であることを理
解し、分数と小数、分数
と整数の大小を比較を
する。

1

・ １/10または0.1を単位
とした分数や小数の大
小比較ができる。

○

観察・ノート

・ 同分母の真分数どう
しの加法の意味や計算
の仕方について理解
し、説明することができ
る。

1

・ 同分母の真分数どう
しの加法の意味や計算
の仕方について、単位
分数のいくつ分とみて
整数や小数の加法と関
係付けて考えている。

○

観察・ノート

・ 同分母の真分数どう
しの減法の意味や計算
の仕方について理解
し、説明する。また、真
分数どうしの和が１まで
の加法とその逆の減法
の計算の仕方を理解
し、計算する。

1

・ 同分母の真分数どう
しの減法の意味や計算
の仕方について、単位
分数のいくつ分とみて、
整数や小数の減法と関
係付けて考えている。

○

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

188
189

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 分数の意味や表し方
について理解し、同分
母分数における大小比
較や加法及び減法の計
算をすることができる。

○

観察・ノート

12

 
 
 
 
 
 

分
数

176
～
181

分
数
の
大
き
さ

182
183

小２年
「分数」
・２等分、３等
分、･･･したときの１
つ分の大きさの表
し方

小３年
「小数」
・１/１０の位までの
小数の概念

小４年
「分数」
・「真分数」、「仮分
数」、「帯分数」の意
味、帯分数と仮分
数の変換
・大きさの等しい分
数

分
数
の
計
算

185
～
187

分
数

11
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評価規準 評価の方法
既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を

含む)

い
ろ
い
ろ
な
三
角
形

190
～
193

・ ストローでつくったい
ろいろな三角形を分類
する活動を通して、「二
等辺三角形」、「正三角
形」の用語とそれらの
定義を理解し、弁別す
る。

2

・ 「二等辺三角形」、
「正三角形」の用語とそ
れらの定義を理解して
いる。
・考 辺の長さに着目し
て三角形を分類し、そ
れをもとにそれぞれの
三角形の特徴を見いだ
している。

○ ○

観察・ノート

・ コンパスとものさしを
用いた二等辺三角形の
作図の仕方を理解す
る。

1

・ 二等辺三角形のかき
方を理解し、コンパスと
ものさしを用いて作図
することができる。

○

観察・ノート

・ コンパスとものさしを
用いた正三角形の作図
の仕方を理解する。 1

・ 正三角形のかき方を
理解し、コンパスともの
さしを用いて作図するこ
とができる。

○

観察・ノート

・ 円とその半径を用い
ると、二等辺三角形や
正三角形を作図するこ
とができることを理解す
る。

1

・ 円とその半径を用い
ると二等辺三角形や正
三角形が作図できるわ
けを、その図形の特徴
や円の性質に着目して
考え、説明している。

○

観察・ノート

・ 「角」の用語とその意
味を理解し、角の大きさ
は辺の開き具合で決ま
ることを理解する。

1

・ 「角」の用語とその意
味や、角の大きさは辺
の開き具合で決まるこ
とを理解している。

○

観察・ノート

・ 二等辺三角形と正三
角形の角の大きさに関
する性質を理解する。 1

・ 二等辺三角形や正三
角形を観察したり、折っ
たり重ねたりして、角の
性質を帰納的に見いだ
している。

○

観察・ノート

三
角
形
の
し
き
つ
め

199

・ 合同な二等辺三角形
や正三角形で敷き詰め
模様を作り、図形に対
する感覚を豊かにす
る。

1

・ 二等辺三角形や正三
角形を敷き詰める活動
をたのしみ、平面のひ
ろがりや模様の美しさ
に気づいている。

○

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

200
201

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 二等辺三角形や正三
角形の定義、性質を理
解し、作図することがで
きる。また、角の大きさ
を比べることができる。

○

観察・ノート

ふ
く
し
ゅ
う

202

・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。 1

・ 既習事項を理解して
いる。

○

観察・ノート

ど
ん
な
計
算
す
る
の
か
な

203

＊ 具体的な問題場面
で、どんな計算になる
か判断し、問題を解決
する。

1

・ 数量の関係を正しく
捉え、既習事項を活用
して問題を解決すること
ができる。

○

観察・ノート

12

三
角
形
と
角

小２年
「三角形と四角形」
・三角形、四角形、
長方形、正方形、
直角三角形の定義
と性質

小３年
「円と球」
・円と球の定義と性
質、半径、直径
・コンパスの使い方

小４年
「角度」
・角度の表し方と測
定、かき方
「垂直、平行と四角
形」
・垂直、平行、台
形、平行四辺形、
ひし形の定義と性
質、かき方、対角線
の性質

 
三
角
形
の
か
き
方

194
～
196

三
角
形
の
角

197
198
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能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法
既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を

含む)

グ
ラ
ム

204
～
207

・ いろいろな物を手に
持って重さを比べ、重さ
の比べ方に関心をも
ち、本単元の見通しをも
つ。
・ 直接比較、間接比較
や任意単位による測定
を通して重さを量として
捉え、重さの普遍単位
「g」を知る。

2

・ 重さの単位に「g」があ
り、これを用いて重さを
表すことを理解してい
る。
・ 普遍単位を用いて重
さを表すことのよさに気
づいている。

○ ○

観察・ノート

・ 重さを測定する計器
としてはかりがあること
を知り、はかりの目盛り
の読み方、使い方を理
解し、はかりを用いて重
さを測定する。

1

・ はかりの目盛りの読
み方や使い方を理解
し、秤量1kgのはかりを
用いて重さを測定する
ことができる。

○

観察・ノート

・ 重さの単位「kg」を知
り、１kg＝1000gの関係
や秤量４kgのはかりの
目盛りの読み方や使い
方を理解する。

1

・ 1kg＝1000gの関係を
理解し、秤量4kgのはか
りの目盛りを読み取る
ことができる。

○

観察・ノート

・ １kgの量感を養うとと
もに、計器を選択して身
の回りのいろいろな物
の重さを測定する。

1

・ 重さの見当をつけ、
適切な計器を選択して
重さを測定することがで
きる。

○

観察・ノート

・ 重さについても加法、
減法が適用できること
を理解し、重さに関する
問題を解決する。

1

・ 重さに関する加減の
計算を適用し、工夫して
重さの問題を解決して
いる。

○

観察・ノート

ト
ン

213

・ 大きな重さの単位「t」
を知り、１t＝1000kgの
関係を理解する。

1

・ 重さの単位「t」と1t＝
1000kgの関係について
理解している。

○

観察・ノート

単
位
の
し
く
み

214

・ 長さ、かさ、重さのそ
れぞれの単位の関係を
整理し、理解を深める。

1

・ 長さ、かさ、重さの単
位について、上位単位
は下位単位の何倍かを
整理し、接頭語に着目
しながら単位の関係に
ついて統合的に考えて
いる。

○

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

215
216

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 重さの単位「g」、
「kg」、「t」とその関係に
ついて理解し、はかりの
目盛りを読んだり、重さ
の加減の計算をしたり
することができる。

○

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ
ど
算
数
教
室
４

217

・ いろいろな重さの分
銅を組み合わせて様々
な重さをつくる活動を通
して、順序よく場合を調
べる方法を考える。

1

・ 目的の重さをつくるの
に、すでにつくった重さ
を活用したり、順序よく
分銅を変えたりして考
えることができる。

○

観察・ノート

1

重
さ
の
単
位

小４年
「角度」
・角度の表し方と測
定、かき方
「面積」
・面積の単位と長
方形、正方形の求
積

小５年
「体積」
・体積の単位と直
方体、立方体の求
積、容積

は
か
り

208
～
212
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単
元

ペ
ー
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（活動目標）
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評価規準 評価の方法
既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を

含む)

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
と
ゆ
せ
ん
！
②

218
219

・ 単位を変換したときの
数値を正しく表示する
には、どのようなプログ
ラムをつくればよいの
かを、単位の仕組みを
もとに考える。

1

・ 単位の仕組みをもと
に、どのようなプログラ
ムをつくればよいかを
考え、説明している。

○

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ
ど
算
数
教
室
５

220

・ 算数を仕事に生かし
ている方へのインタ
ビューを読み、算数へ
の学習意欲を高める。

1

・ 算数が仕事や生活に
生かされていることを知
り、算数の学習に対す
る意欲を高めている。

○

観察・ノート

・ 具体的な場面につい
て、加法で表される数
量関係を□を用いて式
に表し、□に数を当て
はめたり、線分図を用
いたりして、□に当ては
まる数を求める。

1

・ 加法の問題場面で、
□に当てはまる数の求
め方を図をもとに考え
たり、順に数を式に当て
はめたりして、説明して
いる。

○

観察・ノート

・ 具体的な場面につい
て、減法で表される数
量関係を□を用いた式
に表し、□に数を当て
はめたり、線分図を用
いたりして、□に当ては
まる数を求める。

1

・ 減法の問題場面を、
□を用いて式に表した
り、□に当てはまる数を
求めたりすることができ
る。 ○

観察・ノート

・ 具体的な場面につい
て、乗法で表される数
量関係を□を用いた式
に表し、図を用いたりし
て、□に当てはまる数
を求める。

1

・ 乗法の問題場面で、
□に当てはまる数の求
め方を図をもとに考え、
説明している。 ○

観察・ノート

・ 具体的な場面につい
て、除法で表される数
量関係を□を用いた式
に表し、図を用いたりし
て、□に当てはまる数
を求める。

1

・ 除法の問題場面を、
□を用いて式に表した
り、□に当てはまる数を
求めたりすることができ
る。

○

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

228
229

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 具体的な場面につい
て、未知の数量を□とし
て数量関係を式に表し
たり、□に当てはまる数
を求めたりすることがで
きる。

○

観察・ノート

暗
算

229

・ ２位数×１位数の乗
法を暗算で計算する。

1

・ 2位数×1位数、何百
何十×1位数の計算が
暗算でできる。 ○

観察・ノート

1

2

小３年
「倍とかけ算、わり
算」
・倍と乗法、除法

か
け
算
と
わ
り
算

225
～
227

□
を
使

っ
た
式

た
し
算
と
ひ
き
算

221
～
224
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との関連（同学年を

含む)

何
十
を
か
け
る
計
算

230
～
232

・ 何十をかける乗法の
計算原理や方法を理解
し、計算する。

1

・ 何十をかける乗法の
計算の仕方を理解し、
計算できる。

○

観察・ノート

・ ２位数×２位数で、部
分積が２位数になる乗
法の計算原理や方法、
筆算の仕方を理解し、
計算する。 2

・ ２位数×２位数の計
算の仕方や筆算の仕
方を理解し、計算でき
る。
・考 数の構成に着目
し、２位数×２位数の計
算の仕方を、既習の計
算をもとに考え、説明し
ている。

○

観察・ノート

・ ２位数×２位数で、部
分積が３位数になる乗
法の計算原理や方法、
筆算の仕方を理解し、
計算する。

1

・ 部分積が3位数にな
る2位数×2位数の筆算
の仕方を理解し、計算
できる。

○

観察・ノート

・ ３位数×２位数の乗
法の計算原理や方法、
筆算の仕方を理解し、
計算する。

1

・ 3位数×2位数の計算
の仕方を、既習の乗法
の計算をもとに考え、説
明している。

○

観察・ノート

計
算
の
き
ま
り

237

・ 被乗数や乗数、積の
数量の関係に着目し、
乗法のきまりを見つけ
る。

1

・ 被乗数や乗数と積の
関係から、乗法におい
て成り立つきまりを見い
だし、説明している。

○

観察・ノート

・ ２位数×何十や１位
数×２位数、何十×２
位数の簡便な筆算の仕
方を理解し、計算する。

1

・ 乗法の手際のよい筆
算の仕方を理解し、計
算できる。 ○

観察・ノート

・ ３口の数の乗法を、
結合法則や交換法則を
活用し、工夫して計算
する。

1

・ 乗法の結合法則や交
換法則を活用して、3口
の数の乗法を手際よく
計算する方法を考えて
いる。

○

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

240
241

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 2位数をかける計算
ができ、それを用いて
問題を解決することが
できる。

○

観察・ノート

・ 基準量を何倍かした
大きさを求めるときは乗
法が用いられることの
理解を深める。

1

・ 比較量を求める計算
の仕方を考え、図や言
葉で説明している。 ○

観察・ノート

・ 比較量が基準量の何
倍かを求めるときは除
法が用いられることを
理解する。

1

・ 何倍かを求めるとき
に除法が用いられるこ
とを、図や□を使った式
を用いて説明している。

○

観察・ノート

・ 基準量を求めるとき
は除法が用いられるこ
とを理解する。

1

・ 何倍かを求めるとき
に、図や□を使った式
を用いたことを振り返
り、基準量を求めるとき
に生かそうとしている。

○

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

245

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 比較量を求めるとき
には乗法、倍や基準量
を求めるときには除法
が用いられることを理
解している。

○

観察・ノート

2

２
け
た
の
数
を
か
け
る
計
算

小３年
「かけ算の筆算」
・２、３位数×１位
数の筆算
・乗法の結合法則
・言葉の式や図表
示

小４年
「１億より大きい数」
・３、４位数の乗法、
計算の工夫

２
け
た
の
数
を
か
け
る
計
算

233
～
236

計
算
の
く
ふ
う

238
239

倍
と
か
け
算

、
わ
り
算

倍
と
か
け
算

、
わ
り
算

242
～
244

小２年
「かけ算九九づく
り」
・６～９、１の段の
九九

小３年
「わり算」
・除法の意味と式
「□を使った式」
・□を用いた数量
関係の式表示、□
に当てはまる数の
求め方

3

小４年
「倍とかけ算、わり
算」
・倍と乗法、除法
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そ
ろ
ば
ん
の
し
く
み
　
数
の
お
き
方
と
は
ら
い
方

246
247

・ そろばんの構造、部
分の名称、数の読み
方、表し方、用語の意
味について理解する。

1

・ そろばんによる数の
読み方や表し方を理解
している。

○

観察・ノート

・ 繰り上がりのない加
法と繰り下がりのない
減法について、そろば
んによる計算の仕方を
理解し、計算する。
・ ５の合成、分解をとも
なう加法と減法につい
て、そろばんによる計算
の仕方を理解し、計算
する。

1

・ 繰り上がりのない加
法と繰り下がりのない
減法について、そろば
んによる計算の仕方を
理解している。また、5
の合成、分解をともなう
加法及び減法につい
て、そろばんによる計算
の仕方を理解してい
る。

○

観察・ノート

・ 10の合成、分解をとも
なう加法と減法につい
て、そろばんによる計算
の仕方を理解し、計算
する。
・ 万の単位を含む簡単
な加法及び減法や、１
/10の位までの小数の
簡単な加法及び減法に
ついて、そろばんによる
計算の仕方を理解し、
計算する。

1

・ そろばんと十進位取
り記数法の仕組みを関
連付けて考えている。

○

観察・ノート

３
年
の
ふ
く
し
ゅ
う

249
～
251

・ ３学年の復習問題に
取り組み、既習事項の
理解を確実にする。

2

・ 既習事項を理解して
いる。

○ ○

観察・ノート

テ
ス
ト
等

テスト＋予備

14 〇 ○

ペーパーテスト等

175

3

そ
ろ
ば
ん

小4年
「そろばん」
・整数、小数のおき
方とはらい方

た
し
算
と
ひ
き
算

247
248
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・ 教p.16～17の場面か
ら、東京の気温の変化
を分かりやすく表す方
法に関心をもち、本単
元の見通しをもつ。

1

・ 折れ線グラフを用い
ると、変わり方の特徴
が調べやすくなるという
折れ線グラフのよさに
気づいている。

◯

観察・ノート

・ ２つ以上の事象の変
わり方が表されたグラ
フについて理解し、資料
の特徴を読み取る。

1

・ 2つ以上の事象の変
わり方が表されたグラ
フについて理解し、読み
取ることができる。

◯

観察・ノート

・ 波線でグラフを省略
するなどして、折れ線グ
ラフの縦軸の幅を変え
ると、変化の様子が見
やすくなることを理解す
る。

1

・ 折れ線グラフの縦軸
の幅を変えると見え方
が変わることに気づき、
その違いを説明してい
る。

◯

観察・ノート

・ 折れ線グラフの表し
方を理解し、資料を折
れ線グラフに表す。
・ ２つ以上の事象の変
わり方を１つのグラフ用
紙に表し、変化の違い
を読み取る。

2

・ 折れ線グラフの表し
方を理解し、資料を折
れ線グラフに表すこと
ができる。
・ 2つ以上の折れ線グ
ラフを比較し、その変化
の特徴を読み取り、説
明している。

◯ ◯

観察・ノート

・ グラフ用紙の大きさ
や目的に応じて、適切
な１目盛りの大きさを決
めて、折れ線グラフに
表す。

1

・ 目的に応じてグラフの
縦軸の1目盛りの大きさ
を決めて、折れ線グラフ
に表すことができる。

◯

観察・ノート

折
れ
線
グ
ラ
フ
と
ぼ
う
グ
ラ
フ

25
26

・ 折れ線グラフと棒グラ
フを組み合わせたグラ
フについて理解する。ま
た、その特徴を読み取
り、変化の関係を考察
する。 1

・ 複合グラフからその
特徴を読み取り、変化
の関係を見いだしてい
る。

◯

観察・ノート

・ 資料を２つの観点か
ら分類整理して二次元
の表に表し、その仕組
みや読み方について理
解する。

1

・ 二次元の表の仕組み
を理解し、資料を2つの
観点から落ちや重なり
がないように分類整理
し、表に表すことができ
る。

◯

観察・ノート

・ 目的に応じて資料を
分類整理し、二次元の
表に表す。

1

・ 資料をもとに、自ら観
点を決めて二次元の表
に整理しようとしてい
る。

◯

観察・ノート

・ 資料を２つの観点か
ら落ちや重なりがない
ように分類整理して二
次元の表に表し、資料
の特徴を読み取る。

1

・ 資料を2つの観点から
分類整理して表に表
し、資料の特徴につい
て考え、説明している。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

32
33

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 折れ線グラフや二次
元の表を読み取った
り、表したりすることが
できる。

◯

観察・ノート

読
み
取
る
力
を
の
ば
そ
う

34
35

・ 表やグラフを正しく読
み取り、結論が正しい
かどうか考察する。

1

・ 折れ線グラフや棒グ
ラフから資料の特徴を
読み取ったり、批判的
に考察したりしている。

◯

観察・ノート

小3年
「ぼうグラフと表」
・棒グラフ
・簡単な二次元の
表
・複数の棒グラフを
組み合わせたグラ
フ

小5年
「帯グラフと円グラ
フ」
・帯グラフと円グラ
フ
・統計的な問題解
決の方法

4

折
れ
線
グ
ラ
フ
と
表

折
れ
線
グ
ラ
フ
の
読
み
方

16
～
21

折
れ
線
グ
ラ
フ
の
か
き
方

22
～
24

表
27
～
31

(　　４　　）年生　『　算数　』年間指導計画   　　　       たのしい算数（大日本図書）
主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)
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元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ 既習の除法の計算の
仕方を振り返り、十の
位がわりきれない２位
数÷１位数の計算に対
する興味・関心を高め、
本単元の見通しをも
つ。
・ 十の位がわりきれな
い２位数÷１位数の計
算原理や方法を理解す
る。

2

・ ２位数÷１位数の多
様な計算方法につい
て、それぞれの考えの
よさを認めたり、関連付
けたりしながら、話し
合っている。
・ 十の位がわりきれな
い2位数÷1位数の計算
の仕方を理解してい
る。

◯ ◯

観察・ノート

・ 十の位がわりきれな
い２位数÷１位数の筆
算の仕方を理解し、計
算する。

1

・ 十の位がわりきれな
い2位数÷1位数の筆算
の仕方を理解し、計算
できる。

◯

観察・ノート

・ あまりのある２位数÷
１位数の筆算の仕方を
理解し、計算する。
・ 「和」、「差」、「積」、
「商」の用語とそれらの
意味や「除数×商＋あ
まり＝被除数」の関係
を理解し、答えの確か
めをする。

1

・ あまりのある2位数÷
1位数の筆算の仕方を
理解し、計算できる。ま
た、被除数、除数、商、
あまりの関係を理解し
ている。

◯

観察・ノート

・ ２位数÷１位数で、十
の位がわりきれたり、商
の一の位が０になった
り、商が１位数になった
りする除法の筆算の仕
方を理解し、計算する。

1

・ 2位数÷1位数で、十
の位がわりきれる除
法、商の一の位が0で
あまりのある除法、商
が一の位からたつ場合
の除法の筆算の仕方を
理解し、計算できる。

◯

観察・ノート

・ ３位数÷１位数で、各
位がわりきれる除法の
計算原理や方法を理解
し、計算する。

1

・ 各位がわりきれる3位
数÷1位数の計算の仕
方を理解している。

◯

観察・ノート

・ ３位数÷１位数で、商
が３位数で各位がわり
きれない除法の筆算の
仕方を理解し、計算す
る。

1

・ 3位数÷1位数で各位
がわりきれない除法の
筆算の仕方を、2位数
÷1位数の筆算の仕方
をもとに考え、説明して
いる。

◯

観察・ノート

・ ３位数÷１位数で、商
の一の位や十の位が
空位になる除法の筆算
の仕方を理解し、計算
する。

1

・ 3位数÷1位数で、商
の一の位や十の位が
空位になる場合の筆算
の仕方を理解し、計算
できる。

◯

観察・ノート

・ ３位数÷１位数で、商
が２位数になる除法の
計算原理や方法、筆算
の仕方を理解し、計算
する。

1

・ 数の構成に着目し、3
位数÷1位数で、商が2
位数になる場合の筆算
の仕方を、各位に商が
たつ除法をもとに考え、
説明している。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

50
51

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 2、3位数÷1位数の
計算ができ、それを用
いて問題を解決するこ
とができる。

◯

観察・ノート

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
ち

ょ
う
せ
ん
！
①

52
53

・ 2位数÷1位数の筆算
の手順をもとに、2位数
÷1位数の筆算のアル
ゴリズムを整理する。

1

・ 2位数÷1位数の筆算
の手順をもとに、2位数
÷1位数の筆算のアル
ゴリズムを考え、説明し
ている。

◯

観察・ノート

わ
り
算
の
筆
算

小3年
「あまりのあるわり
算」
・あまりのある除法
の計算
・除法のたしかめ方
「答えが2けたにな
るわり算」
・商が2位数になる
除法

小4年
「2けたの数でわる
計算」
・2、3位数÷2位数
の筆算
・除法の計算のき
まり

5

4

（
2
け
た

）
÷

（
1
け
た

）
の
計
算

36
～
45

（
3
け
た

）
÷

（
1
け
た

）
の
計
算

46
～
49
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上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

ふ
く
し
ゅ
う
・
暗
算

54

・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。
・ わりきれる２位数÷１
位数の除法を暗算で計
算する。

1

・ 既習事項を理解して
いる。
・ 2位数÷1位数の計算
が暗算でできる。 ◯

観察・ノート

・ 回転による角の意味
を知る。
・ 分度器の仕組みや角
の大きさを表す単位
「度」を知る。

1

・ 角の大きさを、もとに
する大きさのいくつ分で
捉える方法を考え、説
明している。

◯

観察・ノート

・ 分度器を用いて、
180°以下の角度を測
定する。 1

・ 角の大きさを表す単
位「度（°）」の意味や、
分度器を用いた測定の
仕方を理解し、測定す
ることができる。

◯

観察・ノート

・ 三角定規のそれぞれ
の角の大きさを知り、三
角定規の角を組み合わ
せてできる角の大きさ
を求める。

1

・ 三角定規の角を組み
合わせてできる角の大
きさを和や差として考え
ている。

◯

観察・ノート

・ 分度器を用いて、
180°より大きい角度を
測定する。

1
・ 分度器を用いて、
180°より大きい角度を
測定することができる。

◯
観察・ノート

・ 分度器を用いて、与
えられた大きさの角を
かく。

1

・ 分度器を用いた角の
作図の仕方を理解し、
角を作図することがで
きる。

◯

観察・ノート

・ 角のかき方を活用し
て、三角形を作図する。 1

・ 角のかき方を振り返
り、それを三角形のか
き方に生かそうとしてい
る。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

65
66

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 分度器を用いて角の
大きさを測定したり、角
や三角形を作図したり
することができる。ま
た、三角定規の角を組
み合わせてできる角の
大きさを求めることがで
きる。

◯

観察・ノート

・ 日本の小学生の人数
などから大きな数に対
する関心をもち、一億
の位までの数の構成や
読み方、表し方を理解
する。

1

・ 一億の位までの数の
構成や読み方、表し方
を理解し、読んだり表し
たりすることができる。

◯

観察・ノート

・ 1億の10倍、100倍、
1000倍の数を求め、１
億より大きい数も十進
位取り記数法に基づい
ていることを理解する。

1

・ 千億の位までの数の
構成や読み方、表し方
を理解し、読んだり表し
たりすることができる。

◯

観察・ノート

・ 兆という単位を知り、
千兆の位までの数も十
進位取り記数法に基づ
いていることを理解す
る。

1

・ 千兆の位までの数の
構成や読み方、表し方
を理解し、読んだり表し
たりすることができる。

◯

観察・ノート

・ ある数を10倍した数
や１/10にした数をつく
ることにより、十進数に
ついての理解を深め
る。

1

・ ある数を10倍した数
や１/10にした数の表し
方や、位の変わり方を
理解している。

◯

観察・ノート

・ 十進位取り記数法で
は、どんな大きさの数で
も０～９の10個の数字
を使って表せることを理
解し、その特徴をまとめ
る。

1

・ 算用数字では、どん
な大きさの数でも0～9
の10個の数字を使って
表せることを理解してい
る。

◯

観察・ノート

・ ３位数×３位数、４位
数×２位数の筆算の仕
方を理解し、計算する。

1

・ 3位数×3位数の筆算
の仕方を、既習事項を
もとに考え、説明してい
る。

◯

観察・ノート

5

角
度

小3年
「三角形と角」
・二等辺三角形、正
三角形の定義と性
質、かき方
・角の概念と角の
大小
「長さ」
・巻尺による測定
・長さの単位（ｋｍ）
「重さの単位」
・重さの直接、間接
比較、任意単位に
よる比較、重さの単
位と測定
・単位の仕組み1

小4年
「垂直、平行と四角
形」
・垂直、平行、台
形、平行四辺形、
ひし形の定義と性
質、かき方、対角線
の性質

小5年
「図形の角の大き
さ」
・多角形の内角の
和

1
億
よ
り
大
き
い
数

小３年
「２けたの数をかけ
る計算」
・２、３位数×２位
数の筆算
・被乗数や乗数が１
０倍になると積も１
０倍になること

小4年
「小数と整数のか
け算・わり算」
・小数×整数、小数
÷整数の筆算
・小数倍

6

角
の
大
き
さ

55
～
62

角
の
か
き
方

63
64

1
億
や
兆
の
位

67
～
71

整
数
の
し
く
み

72
～
74

大
き
な
数
の
か
け
算

75
76
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上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ 末尾に０のある数の
乗法の計算は、乗法の
結合法則や交換法則を
使うと、能率的に計算で
きることを理解し、その
方法を用いて計算す
る。

1

・ 乗法のきまりを用い
た乗法の計算の工夫の
仕方を説明している。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

77
78

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 千兆の位までの数の
構成や読み方、表し方
を理解している。また、
桁数の多い乗法の計算
ができる。

◯

観察・ノート

読
み
取
る
力
を
の
ば
そ
う

79

・ ０から９までのカード
を1枚ずつ使って、条件
を満たす整数をつくる。

1

・ 数の構成に着目し
て、指定された数のつく
り方を考え、説明してい
る。

◯

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ
ど
算
数
教
室
1

80
81

・ 英語の数の読み方を
知り、大きな数の読み
方のきまりについて考
える。

適宜

・ 数の読み方につい
て、英語と日本語の違
いに気づき、それぞれ
のよさを認めたり、関連
付けたりしながら、話し
合っている。

◯

観察・ノート

・ 加減混合の問題を、
（　）を用いて１つの式で
表す方法や、計算の順
序を理解し、計算する。

1

・ 2段階の構造（加法、
減法）の問題を、（　）を
用いて1つの式に簡潔
に表す方法や計算の順
序を理解し、計算でき
る。

◯

観察・ノート

・ 乗除と加減が混合し
た問題を、（　）を用いて
１つの式に表し、計算す
る。

1

・ 2段階の構造の問題
（乗除、加減）を、（　）を
用いて1つの式に簡潔
に表す方法や計算の順
序を理解し、計算でき
る。

◯

観察・ノート

・ 四則混合の式で、乗
除の（　）を省くことや、
乗除を先に計算するこ
とを理解し、計算する。

1

・ 四則混合の式の意味
や計算の順序を理解
し、計算できる。 ◯

観察・ノート

・ 様々な四則混合の式
について、計算の順序
の理解を深め、それを
まとめる。

1

・ 四則混合の式を計算
することができる。 ◯

観察・ノート

計
算
の
き
ま
り

88
89

・ 分配法則が成り立つ
ことを理解し、交換法則
や結合法則とともに○、
△、□を使って式にまと
める。

1

・ 分配法則の意味を、
図や式を用いて説明し
ている。 ◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

90
91

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 問題場面と、（　）を用
いた式や四則混合の式
とを関連付けて考えて
いる。また、分配法則を
使って計算を工夫して
いる。

◯

観察・ノート

・ 「垂直」の用語とその
意味を理解し、垂直な
直線を見つける。

1

・ 「垂直」の用語とその
意味を理解している。 ◯

観察・ノート

1
億
よ
り
大
き
い
数

小３年
「２けたの数をかけ
る計算」
・２、３位数×２位
数の筆算
・被乗数や乗数が１
０倍になると積も１
０倍になること

小4年
「小数と整数のか
け算・わり算」
・小数×整数、小数
÷整数の筆算
・小数倍

6

垂
直

、
平
行
と
四
角
形

式
と
計
算

（
）
の
あ
る
式

82
～
85

＋

、
-

と

×

、
÷

の

ま

じ

っ
た

式

86
87

直
線
の
交
わ
り
方

92
～
97

大
き
な
数
の
か
け
算

75
76
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上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ ひと組の三角定規を
用いて、垂直な直線を
ひく。

1
・ 垂直な直線のひき方
を理解し、三角定規を
用いてひくことができ

◯
観察・ノート

・ 「平行」の用語とその
意味を理解し、平行な
直線を見つける。
・ 平行な２直線間の幅
は、どこも等しくなって
いることを理解する。

1

・ 「平行」の用語とその
意味、平行な直線の幅
はどこも等しくなってい
ることを理解している。

◯

観察・ノート

・ 平行な直線は、他の
平行でない直線と等し
い角度で交わることを
理解する。
・ 方眼上の直線の垂直
や平行の関係を理解す
る。

1

・ 平行な直線は他の直
線と等しい角度で交わ
ることを理解している。
また、方眼を活用して、
垂直な直線や平行な直
線を見つけたりひいた
りすることができる。

◯

観察・ノート

・ ひと組の三角定規を
用いて、平行な直線を
ひく。

1

・ 平行な直線のひき方
を理解し、三角定規を
用いてひくことができ
る。

◯

観察・ノート

・ いろいろな四角形を
つくり、それらを分類す
る活動を通して、「台
形」、「平行四辺形」の
用語とそれらの定義を
理解し、弁別する。
・ ２本の平行な直線を
用いて、台形や平行四
辺形を作図する。

2

・ 「台形」、「平行四辺
形」の用語とそれらの
定義を理解している。ま
た、2本の平行な直線を
用いて、台形や平行四
辺形を作図することが
できる。
・ いろいろな四角形を、
辺の並び方に着目して
分類している。

◯ ◯

観察・ノート

・ 平行四辺形の対辺の
長さや対角の大きさを
調べ、平行四辺形の性
質を理解する。

1

・ 平行四辺形の対辺、
対角の大きさは等しい
ことを理解している。

◯

観察・ノート

・ 定義や性質に基づい
た平行四辺形の作図の
仕方を理解する。

1

・ 平行四辺形の定義や
性質に基づいた作図の
仕方を考え、説明して
いる。

◯

観察・ノート

ひ
し
形

110
111

・ 「ひし形」の用語とそ
の定義、性質を理解す
るとともに、定義や性質
に基づいたひし形の作
図の仕方を理解する。

1

・ ひし形の対辺や対角
に着目し、性質を見い
だしている。 ◯

観察・ノート

・ 「対角線」の用語とそ
の定義を理解するとと
もに、ひし形の対角線
の性質を理解する。

1

・ 四角形の「対角線」の
用語とその意味、ひし
形の対角線の性質を理
解している。

◯

観察・ノート

・ 四角形の対角線の性
質を調べ、四角形につ
いての理解を深める。

1
・ 対角線に着目して、
いろいろな四角形の性
質を見いだしている。

◯
観察・ノート

・ ひし形を対角線で分
割してできる三角形の
特徴について説明す
る。

1

・ ひし形を対角線で分
割してできる三角形の
特徴を捉え、筋道立て
て説明している。

◯

観察・ノート

四
角
形
の
し
き
つ
め

115

・ 形も大きさも同じ平行
四辺形、台形、ひし形を
敷き詰めてできた形を
観察し、それぞれの図
形の性質について理解
を深める。

1

・ 合同な平行四辺形、
台形、ひし形を敷き詰
める活動をたのしみ、
平面のひろがりやでき
る模様の美しさに気づ
いている。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

116
117

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 垂直、平行の意味や
台形、平行四辺形、ひ
し形の定義や性質につ
いて理解している。ま
た、垂直、平行な直線
や、いろいろな四角形
を作図することができ

◯

観察・ノート

6

垂
直

、
平
行
と
四
角
形

小3年
「三角形と角」
・二等辺三角形、正
三角形の定義と性
質、かき方
・角の概念と角の
大小

小4年
「角度」
・角度の表し方と測
定、かき方

小4年
「直方体と立方体」
・直方体と立方体
の定義と性質、展
開図、見取図、面・
辺の位置関係
・位置の表し方7

直
線
の
な
ら
び
方

98
～
103

い
ろ
い
ろ
な
四
角
形

104
～
109

対
角
線

112
～
114

直
線
の
交
わ
り
方

92
～
97
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ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ
ど
算
数
教
室
2

118

・ 輪を２つつないだ形を
切って開くとどのような
形ができるか考え、図
形の定義や性質につい
て理解を深める。

適宜

・ 輪の大きさやつなげ
る角度と、できあがる図
形の関連性について考
え、切った後の形を考
えたり、目的の形をつ
くったりすることができ
る。 ◯

観察・ノート

ふ
く
し
ゅ
う

119

・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。 1

・ 既習事項を理解して
いる。

◯

観察・ノート

・ 大きな数量を絵グラフ
に表す場面を通して、
数値を概数にして表す
必要性を理解する。ま
た、「がい数」の用語と
その意味を理解する。

1

・ 「がい数」の用語とそ
の意味を理解してい
る。

◯

観察・ノート

・ 数直線をもとにして、
四捨五入、切り捨て、切
り上げの意味とその方
法を理解する。

1

・ 「四捨五入」の用語と
その意味、表し方を理
解し、指定された位の
数字を四捨五入して、
大きな数を概数で表す
ことができる。

◯

観察・ノート

・ 「○の位までの概数」
の表し方を理解し、表
す。

1

・ 概数で表すときに、ど
の位を四捨五入すれば
よいかを考え、説明して
いる。

◯

観察・ノート

・ 「上から○桁の概数」
の表し方を理解し、表
す。

1

・ 「上から○桁の概数」
の意味や表し方を理解
し、大きな数を概数で表
すことができる。

◯

観察・ノート

・ 「以上」、「以下」、「未
満」の用語とそれらの
意味を理解し、概数で
表された数の範囲を表

1

・ 四捨五入された位に
着目し、概数で表され
た数の範囲を考えてい
る。

◯

観察・ノート

・ 卵の重さとサイズに
ついて考える場面を通
して、「未満」の意味の
理解を深める。

1

・ 「以上」、「以下」、「未
満」の意味や使い方を
理解している。

◯

観察・ノート

小4年
「１億より大きい数」
・億、兆の位までの
数の数概念
・十進位取り記数
法のまとめ

7

9

が
い
数

が
い
数

120
～
128
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・ 概数を用いて、大きな
数の和や差を見積も
る。

1

・ 問題場面の数値を概
数にして計算するよさ
に気づき、概数を用い
て解決しようとしてい

◯

観察・ノート

・ 概数を用いて、大きな
数の積や商を見積も
る。

1

・ 計算の目的を捉え、
数値を必要に応じた概
数になおして考えてい
る。

◯

観察・ノート

・ 代金の合計について
考える場面で、切り上
げや切り捨てを用いた
適切な見積もりの方法
を考える。

2

・ 場面に着目し、目的
に応じた適切な見積も
りの仕方を考え、説明し
ている。
・ それぞれの見積もり
の仕方のよさに気づ
き、生活や学習に生か
そうとしている。

◯ ◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

133
134

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 概数を用いる場面を
理解し、大きな数を適
切な概数に表すことが
できる。また、概数が表
す数の範囲を「以上」、
「以下」、「未満」の用語
を用いて表すことができ
る。

◯

観察・ノート

・ 「何十」、「何百何十」
÷「何十」の計算原理
や方法を理解し、計算
する。

1

・ 「何十」、「何百何十」
÷「何十」の計算の仕
方を理解し、計算でき
る。

◯

観察・ノート

・ 「何百何十」÷「何十」
を、10をもとにして考え
たときのあまりの大きさ
を理解し、計算する。

1

・ 「何百何十」÷「何十」
のあまりの大きさにつ
いて、10を単位とした数
の見方に着目して考
え、説明している。

◯

観察・ノート

・ ２位数÷２位数で、わ
りきれる場合やあまり
のある場合の除法の計
算原理や方法、筆算の
仕方を理解し、計算す
る。

2

・ 2位数÷2位数の筆算
の仕方を理解し、計算
できる。
・ 2位数÷2位数の筆算
の仕方を、2位数÷1位
数の筆算の仕方をもと
に考えようとしている。

◯ ◯

観察・ノート

・ ２位数÷２位数で、過
大商の修正の仕方を理
解し、計算する。 1

・ 2位数÷2位数の仮商
（過大商）の修正の仕
方及び、その筆算の仕
方を理解し、計算でき
る。

◯

観察・ノート

・ ２位数÷２位数で、過
小商の修正の仕方を理
解し、計算する。 1

・ 2位数÷2位数の仮商
（過小商）の修正の仕
方及び、その筆算の仕
方を理解し、計算でき
る。

◯

観察・ノート

商
の
見
当
の
つ
け
方

、
練
習

142

・ 商の見当のつけ方を
確認・整理し、それに習
熟する。

1

・ 商の見当のつけ方を
整理し、それを用いて2
位数÷2位数の計算を
することができる。

◯

観察・ノート

・ ３位数÷２位数で、商
が１位数になる場合の
筆算の仕方を理解し、
計算する。

1

・ 3位数÷2位数（商が1
位数）の筆算の仕方を
理解し、計算できる。

◯

観察・ノート

・ ３位数÷２位数で、商
が２位数になる場合の
筆算の仕方を理解し、
計算する。

1

・ 3位数÷2位数（商が2
位数）の筆算の仕方を
理解し、計算できる。

◯

観察・ノート

・ いろいろな３位数÷２
位数の筆算の仕方を理
解し、計算する。 1

・ いろいろな3位数÷2
位数（商が2位数）の筆
算の仕方を理解し、計
算できる。

◯

観察・ノート

小4年
「１億より大きい数」
・億、兆の位までの
数の数概念
・十進位取り記数
法のまとめ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
け
た
の
数
で
わ
る
わ
り
算

小4年
「わり算の筆算」
・2、3位数÷1位数
の筆算
・除法の確かめの
式
「がい数」
・四則計算の見積
もり

小4年
「小数と整数のか
け算・わり算」
・小数×整数、小数
÷整数の筆算
・小数倍

10

9

が
い
数

何
十
で
わ
る
計
算

135
～
137

（
2
け
た

）
÷

（
２
け
た

）
の
筆
算

138
～
141

（
3
け
た

）
÷

（
２
け
た

）
の
筆
算

143
～
145

が
い
数
の
計
算

129
～
132
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大
き
な
数
の
わ
り
算
の
筆
算

146

・ 被除数が４位数の筆
算の仕方を理解し、計
算する。

1

・ 被除数が4位数の筆
算の仕方を理解し、計
算できる。

◯

観察・ノート

・ 除法では、被除数と
除数に０でない同じ数
をかけても同じ数でわっ
ても商は変わらないこと
を理解する。

1

・ 被除数と除数の関係
に着目し、除法に関して
成り立つ性質を帰納的
に見いだしている。

◯

観察・ノート

・ 除法に関して成り立
つ性質を活用して、計
算を工夫する。また、工
夫して計算したときのあ
まりの大きさについて
理解する。

1

・ 除法に関して成り立
つ性質を活用して計算
を工夫したり、あまりの
大きさを正しく捉えたり
することができる。

◯

観察・ノート

か
け
算
か
な

、
わ
り
算
か
な

149

・ 数直線図を用いて、
乗法や除法の演算決
定をする。

1

・ 数直線図を用いて、
基準量や比較量の関
係を捉え、演算決定で
きる。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

150
151

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 2位数÷2位数、3、4
位数÷1、2位数の計算
ができる。また、数直線
図を活用して演算決定
したり、除法に関して成
り立つ性質を用いて商
の等しい式を見つけた
りすることができる。

◯

観察・ノート

読
み
取
る
力
を
の
ば
そ
う

152

・ まとめて買うと様々な
割引きがある場面で、
提示された情報を比較
検討し、目的に適した
情報を選択する。 1

・ 提示された情報の中
から、必要な情報を選
び取り、目的に適した
求め方を考えている。

◯

観察・ノート

・ 対応して変化する２つ
の数量の関係を表に表
したり、その関係を○＋
△＝aの型の式に表し
たりして考察する。

1

・ 場面からともなって変
わる量を見いだしてい
る。また、数量の関係を
調べるには順序よく並
べればよいことに気づ
き、表を縦や横に見て
きまりを見いだしてい
る。

◯

観察・ノート

・ ２つの数量の関係を
表に表したり、○＋a＝
△の型の式に表したり
して考察する。

1

・ 2つの数量の関係を
○＋a＝△の型の式に
表して、一方の量からも
う一方の量を求めること
ができる。

◯

観察・ノート

・ ２つの数量の関係を
表に表したり、○×a＝
△の型の式に表したり
して、規則性について
考察する。

1

・ 2つの数量の関係を
表や式などを用いて考
察し、それらを問題解
決に生かしている。

◯

観察・ノート

・ 徐々に水が減ってい
く場面で、水の量の変
わり方を折れ線グラフ
に表し、２つの数量の
関係を考察する。

1

・ 2つの数量の関係を、
グラフを用いて調べる
よさに気づいている。 ◯

観察・ノート

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
け
た
の
数
で
わ
る
わ
り
算

小4年
「わり算の筆算」
・2、3位数÷1位数
の筆算
・除法の確かめの
式
「がい数」
・四則計算の見積
もり

小4年
「小数と整数のか
け算・わり算」
・小数×整数、小数
÷整数の筆算
・小数倍

10

小5年
「2つの量の変わり
方」
・比例の意味

わ
り
算
の
き
ま
り

147
148

変
わ
り
方

変
わ
り
方

153
～
159
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た
し
か
め
問
題

160
161

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ ともなって変わる2つ
の数量の関係を表に表
したり、○、△を用いた
式に表したりすることが
できる。

◯

観察・ノート

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
ち

ょ
う
せ
ん
！
②

162
163

・ 青玉を並べるプログ
ラムを操作しながら、番
号と青玉の数の関係を
式に表し、それをもとに
自動で青玉の数を調べ
るプログラムを考える。

1

・ 番号と青玉の数の関
係を式に表し、それをも
とに自動で青玉の数を
調べるプログラムを考
え、説明している。

◯

観察・ノート

・ 比較量と基準量から
倍を求める場面につい
て、数量の関係を理解
する。

1

・ 倍を求めるときは除
法が用いられることや、
そのときの数量の関係
について理解している。

◯

観察・ノート

・ 基準量と倍から比較
量を求める場面につい
て、数量の関係を理解
する。

1

・ 図を用いて数量の関
係を考え、説明してい
る。

◯

観察・ノート

・ 倍と比較量から基準
量を求める場面につい
て、数量の関係を理解
する。

1

・ 図を用いて数量の関
係を考え、説明してい
る。

◯

観察・ノート

・ 整数倍を使って、数
量の関係を比べること
ができることを理解す
る。
・ 「割合」の用語とその
意味を理解する。

1

・ 整数倍（割合）を用い
て、数量の関係を比べ
ることができることを理
解している。 ◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

169

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 比較量を求めるとき
は乗法、割合や基準量
を求めるときは除法が
用いられることを理解し
ている。また、整数倍
（割合）を用いて、数量
の関係を比べることが
できる。

◯

観察・ノート

ど
ん
な
計
算
す
る
の
か
な
・
ふ
く
し
ゅ
う

170
171

・ 問題場面を捉え、対
応する数直線図を選
び、演算決定をする。
・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。

1

・ 問題場面と数直線図
を結び付け、演算決定
している。
・ 既習事項を理解して
いる。

◯ ◯

観察・ノート

10

11

小5年
「2つの量の変わり
方」
・比例の意味

倍
と
か
け
算

、
わ
り
算

倍
と
か
け
算

、
わ
り
算

164
～
168

小3年
「倍とかけ算、わり
算」
・倍と乗法、除法

小4年
「小数と整数のか
け算・わり算」
・小数×整数、小数
÷整数の筆算
・小数倍

小5年
「割合」
・割合、百分率、歩
合の意味と表し方、
割合・比較量・基準
量の関係

変
わ
り
方
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172

・ １→２→４→８→16…
…と、数を倍にしていく
と大きな数になることに
気づくことを通して、数
や計算への興味・関心
を高める。

適宜

・ ２倍を繰り返すと、数
が急激に大きくなること
に気づき、計算の不思
議さに興味・関心をもっ
ている。

◯

観察・ノート

・ １/100の位までの小
数の表し方や読み方を
理解する。 1

・ かさに関する測定値
について、１/100の位
までの小数の表し方や
読み方を理解し、表した
り読んだりすることがで
きる。

◯

観察・ノート

・ １/100 の位までの小
数を用いて、mの単位
で長さを表す。 1

・ 長さに関する測定値
について、１/100の位
までの小数で表したり、
読んだりすることができ
る。

◯

観察・ノート

・ １/1000の位までの小
数の表し方や読み方を
理解する。 1

・ 具体的な測定値につ
いて、１/1000の位まで
の小数の表し方や読み
方を理解し、表したり読
んだりすることができ
る。

◯

観察・ノート

・ 0.001までの大きさを
理解し、小数も十進位
取り記数法に基づいて
いることを理解し、各位
の名称を知る。

1

・ 小数は整数と同じよう
に十進数の仕組みに
なっていることや各位の
名称を理解している。

◯

観察・ノート

・ 小数を、数の構成を
もとに、0.01を単位とし
て相対的にみて表す。

1
・ 小数を0.01や0.001の
いくつ分で表す方法を
考え、説明している。

◯
観察・ノート

・ 小数と小数、小数と
整数の大小比較の仕
方を理解する。

1

・ 小数の大小比較の仕
方を、数の仕組みや数
直線をもとに考え、説明
している。

◯

観察・ノート

・ 小数を10倍、100倍し
た数や、１/10、１/100
にした数について理解
する。

1

・ 小数を10倍、100倍し
た数や１/10、１/100に
した数について理解し
ている。

◯

観察・ノート

数
の
見
方

182

・ １つの小数を多面的
にみて表す。 1

・ １つの小数を多面的
にみて表すことができ
る。

◯

観察・ノート

・ 小数の加法の計算原
理や方法、筆算の仕方
を理解し、計算する。 1

・ 数の仕組みに着目
し、小数の加法の計算
の仕方を、既習事項を
もとに考え、説明してい
る。

◯

観察・ノート

・ 小数点以下の桁数が
異なる加法や、答えの
末尾が０になる加法の
筆算の仕方を理解し、
計算する。

1

・ 小数点以下の桁数が
異なる加法や、答えの
末尾が0になる加法の
筆算の仕方を理解し、
計算できる。

◯

観察・ノート

・ 小数の減法の計算原
理や方法、筆算の仕方
を理解し、計算する。

1

・ １/100の位までの小
数の減法の計算の仕
方や筆算の仕方を理解
し、計算できる。

◯

観察・ノート

・ 小数点以下の桁数が
異なる減法の筆算の仕
方を理解し、計算する。 1

・ 小数点以下の桁数が
異なる減法の筆算の仕
方を理解し、計算でき
る。

◯

観察・ノート

11

小
数

小3年
「小数」
・1/10の位までの
小数の概念

小5年
「整数と小数」
・整数と小数の統
合的な見方

小
数
と
整
数
の
し
く
み

177
～
181

小
数
の
計
算

183
～
187

小
数
の
表
し
方

173
～
176
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

た
し
か
め
問
題

188
189

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ １/1000の位までの小
数の表し方や大小比較
の仕方を理解し、加減
の計算ができる。

◯

観察・ノート

広
さ
の
表
し
方

190
～
193

・ 広さの比べ方を考
え、１辺が１cmの正方
形のいくつ分かで面積
を数値化する。
・ 「面積」の用語とその
意味を理解する。
・ 面積の単位「cm2」を
知り、図形の面積を
cm2で表す。

2

・ 面積の単位「cm2」の
意味を理解し、面積を
cm2の単位で表すこと
ができる。
・ 長さやかさ、重さでの
比べ方をもとに、面積を
数値化して比べる方法
を考え、説明している。

◯ ◯

観察・ノート

・ 長方形や正方形の面
積を計算で求める方法
を理解し、それらを求積
公式にまとめて適用す
る。

1

・ 長方形や正方形の求
積公式を理解し、面積
を求めることができる。 ◯

観察・ノート

・ 周りの長さでは面積
が決まらないことを理解
する。
・ 長方形の面積と一方
の辺の長さから、もう一
方の辺の長さを求める
方法を考える。

1

・ 長方形や正方形の周
りの長さと面積の関係
について考え、見いだし
たことを説明している。 ◯

観察・ノート

・ 複合図形の面積を、
求積公式を適用して求
める。

1

・ 図形の構成の仕方に
着目して複合図形の求
積方法を考え、説明し
ている。

◯

観察・ノート

・ 面積の単位「m2」を知
り、面積をm2で表す。

1
・ 面積の単位「m2」の
意味を理解している。

◯
観察・ノート

・ 「m2」と「cm2」の関係
を理解する。また、縦と
横で長さの単位が異な
る長方形の面積を求め
る。
・ 身の回りの物の面積
を求める。

1

・ 身の回りのいろいろ
な物の面積を調べよう
としている。

◯

観察・ノート

・ 面積の単位「km2」を
知り、面積をkm2で表
す。
・ 「km2」と「m2」の関係
を理解する。

1

・ 面積の単位「km2」の
意味と、「m2」との関係
を理解している。 ◯

観察・ノート

・ 面積の単位「a」、「ha」
を知り、面積をa、haで
表す。
・ 面積の単位の関係
を、正方形の１辺の長さ
に着目して整理する。

1

・ 面積の単位「a」、「ha」
の意味と、「m2」との関
係を理解している。 ◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

204
205

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 面積の意味や求積公
式をもとに、面積を求め
ることができる。また、
「cm2」、「m2」、「km2」と
その関係について理解
している。

◯

観察・ノート

そ
ろ
ば
ん
の
し
く
み
と
数
の
読
み
方

、
表
し
方

206
207

・ そろばんによる大きな
数や小数の読み方や
表し方を理解する。
・ 繰り上がりのある２位
数どうしの加法につい
て、そろばんによる計算
の仕方を理解し、計算
する。 1

・ そろばんによる大きな
数や小数の読み方や
表し方を理解している。
また、そろばんによる２
位数の加法の計算の
仕方を理解している。

◯

観察・ノート

11

小
数

小3年
「小数」
・1/10の位までの
小数の概念

小5年
「整数と小数」
・整数と小数の統
合的な見方

面
積

小3年
「長さ」
・巻尺による測定
・長さの単位（ｋｍ）
「重さの単位」
・重さの直接、間接
比較、任意単位に
よる比較、重さの単
位と測定
・単位の仕組み

小5年
「体積」
・体積の単位と直
方体、立方体の求
積、容積

12

長
方
形
と
正
方
形
の
面
積

194
～
198

い
ろ
い
ろ
な
面
積
の
単
位

199
～
203

そ
ろ
ば
ん

小3年
「そろばん」
・整数、小数のおき
方とはらい方
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評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

た
し
算
と
ひ
き
算

207
208

・ 減数が２位数で繰り
下がりのある減法につ
いて、そろばんによる計
算の仕方を理解し、計
算する。
・ 大きな数や小数の加
法、減法について、そろ
ばんによる計算の仕方
を理解し、計算する。

1

・ ２、３位数から２位数
をひく減法や、大きな数
や小数の簡単な加減に
ついて、そろばんによる
計算の仕方を理解して
いる。

◯

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ
ど
算
数
教
室
4

209

・ 連続する自然数の和
を工夫して求める方法
を考える。

適宜

・ １からある数まで連続
して順序よく並んだ数
の和を、工夫して求め
る方法を考えている。

◯

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ
ど
算
数
教
室
5

210

・ 算数を仕事に生かし
ている方へのインタ
ビューを読み、算数へ
の学習意欲を高める。

適宜

・ 算数が仕事や生活に
生かされていることを知
り、算数の学習に対す
る意欲を高めている。

◯

観察・ノート

ふ
く
し
ゅ
う

211

・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。 1

・ 既習事項を理解して
いる。

◯

観察・ノート

12

そ
ろ
ば
ん

小3年
「そろばん」
・整数、小数のおき
方とはらい方
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ 純小数（１/10の位）
×整数（１位数）の意味
と計算原理、方法を理
解し、計算する。

1

・ 純小数（１/10の位）
×整数（１位数）の意味
や計算の仕方を理解し
ている。

◯

観察・ノート

・ 帯小数（１/10の位）
×整数（１位数）の計算
原理や方法、筆算の仕
方を理解し、計算する。

1

・ 帯小数（１/10の位）
×整数（１位数）の筆算
の仕方を理解し、計算
できる。

◯

観察・ノート

・ 小数（１/10の位）×
整数（２位数）の筆算の
仕方を理解し、計算す
る。

1

・ 小数（１/10 の位）×
整数（２位数）の筆算の
仕方を理解し、計算で
きる。

◯

観察・ノート

・ 小数（１/100の位）×
整数（1、２位数）の計算
原理や方法、筆算の仕
方を理解し、計算する。

1

・ 小数（１/100の位）×
整数（1、２位数）の筆算
の仕方を理解し、計算
できる。

◯

観察・ノート

練
習

218

・ 基本的な学習内容に
習熟し、それを活用す
る。

1

・ 小数×整数の計算が
筆算ででき、それを用
いて問題を解決するこ
とができる。

◯

観察・ノート

・ 帯小数（１/10の位）
÷整数（１位数）の意味
や計算原理、方法を理
解し、計算する。 1

・ 帯小数（１/10の位）
÷整数（１位数）の計算
の仕方について、小数
を0.1を単位にしてみる
ことなどに着目し、整数
の除法に帰着して考
え、説明している。

◯

観察・ノート

・ 一の位がわりきれな
い場合の帯小数（１/10
の位）÷整数（１位数）
の計算原理や方法、筆
算の仕方を理解し、計
算する。

1

・ 一の位がわりきれな
い場合の帯小数（１/10
の位）÷整数（１位数）
の計算の仕方につい
て、小数を0.1を単位と
してみることなどに着目
して考え、説明してい

◯

観察・ノート

・ 小数（１/10の位）÷
整数（１位数）で、商が１
より小さくなる場合の筆
算の仕方を理解し、計
算する。
・ 帯小数（１/10 の位）
÷整数（２位数）の筆算
の仕方を理解し、計算
する。

1

・ 帯小数（１/10の位）
÷整数（1、２位数）の筆
算の仕方を理解し、計
算できる。

◯

観察・ノート

・ 小数（１/100の位）÷
整数（1、２位数）の計算
原理や方法、筆算の仕
方を理解し、計算する。

1

・ 帯小数（１/100の位）
÷整数（1、２位数）の筆
算の仕方を理解し、計
算できる。

◯

観察・ノート

あ
ま
り
の
あ
る
わ
り
算

225

・ あまりのある小数÷
整数の計算で、あまり
の大きさを理解し、計算
する。

1

・ 小数÷整数で、あまり
の小数点は被除数の
小数点にそろえてうつこ
とを理解し、あまりを求
めたり、答えを確かめ
たりすることができる。

◯

観察・ノート

・ わり進めて商を求め
る小数÷整数の計算原
理や方法、筆算の仕方
を理解し、計算する。

1

・ 小数÷整数で、わり
進んで商が小数になる
場合の筆算の仕方を理
解し、計算できる。

◯

観察・ノート

・ 整数÷整数で商をわ
り進めて求めたり、商を
概数で求めたりする。

1

・ 整数÷整数で、わり
進んで商が小数になる
場合の筆算の仕方を理
解し、計算できる。ま
た、整数÷整数や小数
÷整数で、商を四捨五
入して概数で表すこと
ができる。

◯

観察・ノート

小
数
と
倍

228
229

・ 何倍かを表すときに
小数を用いることがあ
ることを理解する。

1

・ 小数倍の意味につい
て、数直線図などをもと
に考え、説明している。

◯

観察・ノート

1

小
数
と
整
数
の
か
け
算
・
わ
り
算

2

小
数
×
整
数

212
～
217

小
数
÷
整
数

219
～
224

わ
り
進
み
の
計
算

226
227

小4年
「わり算の筆算」
・2、3位数÷1位数
の筆算
・除法の確かめの
式
「2けたの数でわる
計算」
・2、3位数÷2位数
の筆算
・除法の計算のき
まり
「倍とかけ算、わり
算
・倍と乗法、除法

小5年
「小数のかけ算」
・乗法の意味の拡
張
・小数をかける計算
の筆算
「小数のわり算」
・除法の意味の拡
張
・小数でわる計算
の筆算
・小数倍と乗法、除
法の関係

‐51‐



知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
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上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

た
し
か
め
問
題

230
231

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 小数×整数、小数÷
整数の計算が筆算でで
き、それを用いて問題
を解決することができ
る。

◯

観察・ノート

・ １より大きい分数の表
し方や、「真分数」、「仮
分数」、「帯分数」の用
語とそれらの意味を理
解する。

1

・ 「真分数」、「仮分
数」、「帯分数」の用語と
それらの意味や表し方
を理解している。

◯

観察・ノート

・ 仮分数を帯分数で表
す方法を理解する。

1
・ 仮分数を帯分数で表
す方法を理解している。

◯
観察・ノート

・ 帯分数を仮分数で表
す方法を理解する。 1

・ 単位分数に着目し
て、帯分数を仮分数で
表す方法を考えてい
る。

◯

観察・ノート

練
習

238

・ 同分母の仮分数と帯
分数の大小比較の仕
方を理解する。
・ 基本的な学習内容に
習熟し、それを活用す
る。

1

・ 同分母の仮分数と帯
分数の大きさの比べ方
を理解している。 ◯

観察・ノート

・ 同分母の真分数や仮
分数の加法、減法の計
算原理や方法を理解
し、計算する。

1

・ 同分母の真分数や仮
分数の加法や減法の
計算の仕方を理解し、
計算できる。

◯

観察・ノート

・ 同分母の帯分数の加
法、減法の計算原理や
方法を理解し、計算す
る。 1

・ 同分母の帯分数の加
法や減法の計算の仕
方について、帯分数を
整数部分と分数部分に
分けたり、帯分数を仮
分数になおしたりして考
え、説明している。

◯

観察・ノート

・ 同分母の帯分数の加
法（分数部分の繰り上
がりあり）の計算原理や
方法を理解し、計算す
る。

1

・ 分数の仕組みに着目
し、繰り上がりがある場
合の計算の仕方を考
え、説明している。

◯

観察・ノート

・ 同分母の帯分数の減
法（整数部分からの繰
り下がりあり）の計算原
理や方法を理解し、計
算する。

1

・ 分数の仕組みに着目
し、同分母の帯分数や
整数から真分数や帯分
数をひく計算で、繰り下
がりがある場合の計算
の仕方を考え、説明し

◯

観察・ノート

分
数
の
大
き
さ

244
～
245

・ 分数を数直線上に表
して、大きさの等しい分
数を見つける。
・ 同分子の分数の大小
比較の仕方を理解す
る。

1

・ 分母が異なる分数で
も、大きさの等しい分数
があることを理解してい
る。また、分子が同じ真
分数や仮分数の大きさ
の比べ方を理解してい
る。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

246
～
247

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 帯分数、仮分数の表
し方や変換の仕方を理
解し、同分母分数の加
減の計算ができる。ま
た、同分子、同分母の
分数の大小比較ができ
る。

◯

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ
ど
算
数
教
室
6

248

・ 小数と分数の表し方
の歴史を知り、数の表
し方に対する興味・関
心を高める。

適宜

・ 小数と分数の歴史に
触れ、現在の小数や分
数の記数法のよさに気
づいている。

◯

観察・ノート

分
数
の
計
算

239
～
243

小
数
と
整
数
の
か
け
算
・
わ
り
算

2

分
数

分
数
の
表
し
方

232
～
238

小4年
「わり算の筆算」
・2、3位数÷1位数
の筆算
・除法の確かめの
式
「2けたの数でわる
計算」
・2、3位数÷2位数
の筆算
・除法の計算のき
まり
「倍とかけ算、わり
算
・倍と乗法、除法

小5年
「小数のかけ算」
・乗法の意味の拡
張
・小数をかける計算
の筆算
「小数のわり算」
・除法の意味の拡
張
・小数でわる計算
の筆算
・小数倍と乗法、除
法の関係

小3年
「分数」
・分数の概念
・分数と小数の関
係

小5年
「整数と小数」
・整数と小数の統
合的な見方
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含む)

読
み
取
る
力
を
の
ば
そ
う

249

・ お品書きにある様々
な商品と値段、条件か
ら、目的に合った組み
合わせを多様に考え
る。 1

・ 様々な場合を想定
し、試行錯誤したり論理
的に考えたりして、条件
に合った組み合わせを
多様に考えている。 ◯

観察・ノート

・ 箱の形を分類する活
動を通して、「直方体」、
「立方体」の用語とそれ
らの定義を理解する。

1

・ 箱の形を、構成要素
に着目して分類してい
る。

◯

観察・ノート

・ 直方体や立方体の頂
点、辺、面などの構成
要素の数を調べ、共通
点や相違点を考える。

1

・ 直方体や立方体の構
成要素の数、面の形な
どの特徴を見いだして
いる。

◯

観察・ノート

・ 「展開図」の用語とそ
の意味を理解し、展開
図をかいて直方体をつ
くる。

1

・ 直方体の辺や面のつ
ながりや位置関係に着
目して展開図のかき方
を考えている。

◯

観察・ノート

・ 立方体の展開図をか
いて立方体をつくる。 1

・ 立方体の辺や面のつ
ながりや位置関係を理
解している。

◯
観察・ノート

・ 直方体の面と面、辺
と辺の垂直、平行の関
係について理解する。

1
・ 直方体の面や辺の垂
直、平行の関係を理解
している。

◯
観察・ノート

・ 直方体の面と辺の垂
直、平行の関係につい
て理解する。

1
・ 直方体の面と辺の垂
直、平行の関係を見い
だしている。

◯
観察・ノート

見
取
図

260

・ 「見取図」の用語とそ
の意味、かき方を理解
し、直方体や立方体の
見取図をかく。

1

・ 直方体や立方体の見
取図をかくことができ
る。

◯

観察・ノート

位
置
の
表
し
方

261
262

・ 平面上の点の位置は
２つの数の組で、空間
にある点の位置は３つ
の数の組で表せること
を理解する。

1

・ 平面上の点の位置
は、横、縦の2つの長さ
で決まることや、空間に
ある点の位置は横、
縦、高さの3つの長さで
決まることを理解してい
る。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

263
264

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 直方体や立方体の面
や辺の垂直、平行の関
係、展開図の読み取り
方、見取図のかき方、
空間の位置の表し方を
理解している。

◯

観察・ノート

4
年
の
ふ
く
し
ゅ
う

265
～
269

・ ４学年の復習問題に
取り組み、既習事項の
理解を確実にする。

2

・ 既習事項を理解して
いる。

◯ ◯

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ
ど
算
数
教
室
7

270
271

・ 地球温暖化について
知り、東京の気温の変
化が表されたグラフか
ら、変化の特徴を読み
取る。

適宜

・ 折れ線グラフの変化
の特徴を読み取り、説
明している。

◯

観察・ノート

小3年
「はこの形」
・箱の形やさいころ
の形の分解、構
成、及び構成要素
の特徴

小4年
「垂直、平行と四角
形
・垂直、平行、台
形、平行四辺形、
ひし形の定義と性
質、かき方、対角線
の性質

小5年
「体積」
・体積の単位と直
方体、立方体の求
積、容積
「角柱と円柱」
・角柱、円柱の定義
と性質、展開図、見
取図3

直
方
体
と
立
方
体

250
～
253

展
開
図

254
～
256

面

や

辺

の

垂

直

と

平

行

257
～
259

2

直
方
体
と
立
方
体
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含む)

テ
ス
ト
等

テスト＋予備

12 〇 ○

ペーパーテスト等

175
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・ 整数や小数を10倍、
100倍、1000倍すると、
小数点がそれぞれ右へ
１桁、２桁、３桁移り、１
/10、１/100、１/1000に
すると、左に１桁、２桁、
３桁移ることを理解す
る。

1

・ 整数や小数を10倍、
100倍、1000倍、１/10、
１/100、１/1000にした
ときの小数点の移動の
仕方を理解している。

◯

観察・ノート

・ 小数も整数と同じよう
に、どんな大きさの数で
も０から９までの10個の
数字と小数点を使って
表せることが分かる。

1

・ 数の表し方の仕組み
に着目し、整数と小数
を統合的に捉えてい
る。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

21
22

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 整数や小数を10倍や１
/10などにしたときの小数点
の移動の仕方や、十進位
取り記数法の仕組みを理
解している。

◯

観察・ノート

復
習

23
・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。

1
・ 既習事項を理解して
いる。 ◯

観察・ノート

・ 三角形の３つの角の
大きさについて、和が
180°になることに興味
をもち、角を切ったり、
折ったりすることで、ど
んな三角形でも180°
になることを一般化す
る。

2

・ 三角形の内角の和は
180°であることを理解し、
未知の角の大きさを求める
ことができる。
・ いくつかの三角形の内角
を調べて、三角形の内角の
和は180°になることを帰
納的に見いだしている。

◯ ◯

観察・ノート

・ 三角形の内角の和が
180°であることをもと
に、どんな四角形でも
内角の和が360°であ
ることを説明する。

1

・ 四角形をいくつかの
三角形に分けて、内角
の和が360°であること
を演繹的に説明してい
る。

◯

観察・ノート

多
角
形
の
角

32
33

・ 「五角形」、「六角
形」、「多角形」の用語と
それらの意味を理解
し、三角形の内角の和
を用いて、多角形の内
角の和を求める。

1

・ 多角形の内角の和に
ついて、三角形や四角
形の内角の和をもとに
考え、説明している。

◯

観察・ノート

角
の
大
き
さ
の
和
を
ま
と
め
よ
う

34

＊ 多角形の内角の和
の求め方を辺の数や多
角形の中にできる三角
形と関連付けて考え、
式で表現できる。

適宜

・ 多角形の内角の和の
求め方を、辺の数や多
角形の中にできる三角
形に着目して考え、式
に表し説明している。

◯

観察・ノート

し
き
つ
め

35

・ 合同な三角形や四角
形は敷き詰められるこ
とを、操作を通して理解
する。

1

・ 図形の敷き詰めにつ
いて、平面のひろがり
や模様の美しさに気づ
いている。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

36
37

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 三角形、四角形の内
角の和を用いて、未知
の角の大きさを求める
ことができる。

◯

観察・ノート

4

整
数
と
小
数

整
数
と
小
数

16
～
20

小４年
「1億より大きい数」
・億、兆の位までの
数の数概念
・十進位取り記数
法のまとめ
「小数」
・1/1000の位まで
の小数の概念
「分数」
・「真分数」、「仮分
数」、「帯分数」の意
味、帯分数と仮分
数の変換
・大きさの等しい分
数

図
形
の
角
の
大
き
さ

三
角
形

、
四
角
形
の
角

24
～
31

小４年
「角度」
・角度の表し方と測
定、かき方

(　　５　　）年生　『　算数　』年間指導計画     　　　     たのしい算数（大日本図書）

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

‐55‐



知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ
ど
算
数
教
室
1

38
39

・ 様々な敷き詰め模様
を観察したり、つくった
りすることを通して、図
形に対する見方を豊か
にし、興味・関心を高め
る。

適宜

・ 敷き詰め模様の観察
や構成に主体的に取り
組んでいる。

◯

観察・ノート

・ 比例関係にある２つ
の数量の変化の様子を
表に整理して特徴を見
いだし、「比例」の定義
を理解する。

1

・ 2つの数量の関係を
表に整理し、対応や変
化の特徴を見いだし、
説明している。 ◯

観察・ノート

・ 表をもとに比例かどう
かを考え、２つの数量
の関係を数直線図に表
す。 1

・ ともなって変わる2つ
の数量の関係が比例
かどうか判断し、比例
の関係を数直線図に表
すことができる。

◯

観察・ノート

・ 乗数が帯小数（１より
大きい小数）の場合で
も乗法の式に表すこと
ができることを、乗数が
整数の場合をもとに考
えたり、数直線図を用
いたりして理解する。

1

・ 帯小数をかけること
の意味を、数直線図な
どを用いて考え、説明し
ている。 ◯

観察・ノート

・ 整数×帯小数の計算
の仕方を、既習の計算
に帰着させて考える。

2

・ 整数×帯小数の計算の
仕方を理解している。
・ 小数の仕組みに着目し、
乗数が帯小数の乗法の計
算の仕方を、既習の計算に
帰着させて考え、説明して
いる。

◯ ◯

観察・ノート

・ 乗数が純小数（１より
小さい小数）の場合で
も、乗法の式に表すこと
ができることを、数直線
図などを用いて理解し、
計算の仕方を考える。

1

・ 整数×純小数の意味
や計算の仕方を理解
し、立式して計算するこ
とができる。

◯

観察・ノート

・ 計算原理に基づい
て、整数×小数を筆算
で計算する。

1
・ 整数×小数の筆算の
仕方を理解し、計算で
きる。

◯
観察・ノート

・ 小数×小数の式表示
と計算原理、方法を理
解し、立式したり筆算で
計算したりする。

1

・ 数直線図や既習の整
数の乗法などをもとに、
小数×小数の立式を
し、計算の仕方を考え、
説明している。

◯

観察・ノート

・ 小数×小数の筆算の
仕方をまとめる。また、
０を補って正しい位取り
にする処理の仕方など
を理解する。

1

・ 被乗数や乗数が１
/100の位まである小数
の場合について、筆算
の仕方を理解し、計算
できる。

◯

観察・ノート

練
習

51

・ 基本的な学習内容に
習熟し、それを活用す
る。 1

・ 小数の乗法の計算の
仕方を理解し、計算で
きる。また、それを用い
て問題を解決すること
ができる。

◯

観察・ノート

積
の
大
き
さ

52

・ 小数をかける乗法
で、乗数の大きさから
積と被乗数の大小関係
を判断する。

1

・ 数直線図上の乗数の
大きさに着目し、積と被
乗数の大小関係を見い
だしている。

◯

観察・ノート

4

小
数
の
か
け
算

小４年
「小数と整数のか
け算・わり算」
・小数×整数、小数
÷整数の筆算
・小数倍

小５年
「小数のわり算」
・除法の意味の拡
張
・小数でわる計算
の筆算
・小数倍と乗法、除
法の関係

小６年
「分数のかけ算」
・分数をかける計算
・逆数の意味

5

2
つ
の
量
の
変
わ
り
方

2
つ
の
量
の
変
わ
り
方

40
～
42

小４年
「変わり方」
・2量の関係を表、
式、グラフに表すこ
と

小５年
「体積」
「正多角形と円」
「四角形と三角形
の面積」
・いろいろな比例

小６年
「文字を使った式」
・x、ｙを使った式表
示

整
数
×
小
数

43
～
48

小
数
×
小
数

49
50
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面
積
の
公
式
と
小
数

53

・ 辺の長さが小数の場
合でも、面積の求積公
式が適用できることを
理解する。 1

・ 辺の長さが小数の場
合でも、面積の求積公
式が適用できることを
理解している。 ◯

観察・ノート

計
算
の
き
ま
り

54

・ 小数の場合にも、乗
法の交換法則、結合法
則、分配法則が成り立
つことを理解する。 1

・ 小数の場合にも、乗
法の交換法則、結合法
則、分配法則が成り立
つことを理解し、それら
を計算の工夫などに用
いることができる。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

55
56

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 小数の乗法の計算の
仕方を理解し、筆算で
計算できる。 ◯

観察・ノート

復
習

57
・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。

1
・ 既習事項を理解して
いる。 ◯

観察・ノート

・ 面積などの学習をも
とに直方体や立方体の
かさの比べ方を考え、１
辺が１cmの立方体の数
でかさを数値化する。
・ 「体積」の用語とその
意味や表し方を理解す
る。

2

・ 既習の面積などから類推
して、単位となる大きさを決
め、数値化して体積を比べ
る方法を考え、説明してい
る。
・ 面積の学習をもとに、体
積も計算で求めることがで
きないかと問題を見いだし
ている。

◯ ◯

観察・ノート

・ 直方体や立方体の求積
公式を理解し、公式を適用
して体積を求める。

1
・ 直方体や立方体の求
積公式を理解し、体積
を求めることができる。

◯
観察・ノート

・ 複合図形の体積を、直方
体に分割したり、欠損部分
をひいたりする考え方で求
めることができる。
＊ 長さ、面積、体積の単位
を比べ、それぞれの単位の
理解を深める。

1

・ 図形の構成の仕方に
着目して複合図形の求
積方法を考え、説明し
ている。 ◯

観察・ノート

・ 直方体の縦と横の長
さが一定のとき、高さと
体積の変わり方を調
べ、その特徴を捉える。

1

・ 直方体の高さと体積
の関係に着目し、表や
式を用いて変化の特徴
を見いだしている。

◯

観察・ノート

・ 大きな体積の単位と
して「m3」があることを
知り、大きな立体の体
積を求める。

1

・ 体積の単位「m3」の
意味を理解している。

◯

観察・ノート

・ m3とcm3の関係や、
辺の長さが小数で表さ
れているときにも体積
の求積公式が適用でき
ることを理解する。

1

・ m3とcm3の関係を理解し
ている。また、辺の長さが
小数の場合にも求積公式
が適用できる。

◯

観察・ノート

・ 1Lは、1辺が10cmの立方
体の体積と等しいことを知
り、cm3、m3、mL、Lの関係
を理解する。

1

・ 「cm3」、「m3」、
「mL」、「L」の関係を理
解している。

◯

観察・ノート

・ 「内のり」、「容積」の
用語や容積の求め方を
理解する。

1

・ 「内のり」、「容積」の
用語とその意味を理解
し、内のりを求めて容積
を求めることができる。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

71
72

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 体積の単位について
理解し、求積公式を用
いて、体積や容積を求
めることができる。

◯

観察・ノート

小
数
の
か
け
算

小４年
「小数と整数のか
け算・わり算」
・小数×整数、小数
÷整数の筆算
・小数倍

小５年
「小数のわり算」
・除法の意味の拡
張
・小数でわる計算
の筆算
・小数倍と乗法、除
法の関係

小６年
「分数のかけ算」
・分数をかける計算
・逆数の意味

5

体
積

小４年
「面積」
・面積の単位と長
方形、正方形の求
積
「直方体と立方体」
・直方体と立方体
の定義と性質、展
開図、見取図、面・
辺の位置関係
・位置の表し方

小６年
「角柱と円柱の体
積」
・角柱、円柱の求積

6

直
方
体
と
立
方
体
の
体
積

58
～
66

い
ろ
い
ろ
な
体
積

67
～
70
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習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ 除数が帯小数の場合で
も、除法の式に表すことが
できることを、除数が整数
の場合をもとに考えたり、
数直線図を用いたりして理
解する。

1

・ 帯小数でわることの
意味を数直線図などを
用いて考え、説明して
いる。

◯

観察・ノート

・ 整数÷帯小数の計算
の仕方を、既習の計算
に帰着させて考えること
ができる。 2

・ 整数÷帯小数の計算の
仕方を理解している。
・ 小数の仕組みに着目し、
除数が帯小数の除法の計
算の仕方を、既習の計算に
帰着させて考え、説明して
いる。

◯ ◯

観察・ノート

・ 除数が純小数の場合
でも、除法の式に表す
ことができることを、数
直線図などを用いて理
解し、その計算の仕方
を考える。

1

・ 整数÷帯小数の意味
を説明した方法を振り
返り、整数÷純小数で
もそれを生かそうとして
いる。

◯

観察・ノート

・ 計算原理に基づい
て、整数÷小数を筆算
で計算する。

1

・ 整数÷小数の筆算の
仕方を理解し、計算で
きる。

◯

観察・ノート

・ 小数÷小数の式表示
と計算原理、方法を理
解し、立式したり、筆算
で計算したりする。

1

・ 数直線図や既習の整
数の除法などをもとに、
小数÷小数の立式を
し、計算の仕方を考え、
説明している。

◯

観察・ノート

・ 小数（１/100の位）÷
小数（１/10の位）の筆
算の仕方をまとめる。

1

・ 小数（１/100の位）÷
小数（１/10の位）の計
算について、除数のみ
を整数になおせばよい
ことを理解し、筆算で計
算できる。

◯

観察・ノート

・ 小数÷小数の筆算の
仕方をまとめる。 1

・ 小数の除法の一般化
した筆算の仕方を理解
し、計算できる。

◯
観察・ノート

練
習

82

・ 基本的な学習内容に
習熟し、それを活用す
る。 1

・ 小数の除法の計算の
仕方を理解し、計算で
きる。また、それを用い
て問題を解決すること
ができる。

◯

観察・ノート

商
の
大
き
さ

83

・ 小数でわる除法で、
除数の大きさから、商と
被除数の大小関係を判
断する。

1

・ 数直線図上の除数の
大きさに着目し、商と被
除数の大小関係を見い
だしている。

◯

観察・ノート

・ 小数でわる除法で、
わりきれるまでわり進
む筆算の仕方を理解す
る。

1

・ 小数でわる除法で、
わりきれるまでわり進
む場合の筆算の仕方を
理解し、計算できる。

◯

観察・ノート

・ 小数でわる除法で、
あまりの意味と大きさを
理解し、商とあまりを求
める。

1

・ 小数でわる除法で
は、あまりの小数点は、
被除数のもとの小数点
にそろえてうつことを理
解している。

◯

観察・ノート

・ 小数でわる除法で、商を
四捨五入して、１/10の位ま
での概数で求める。 1

・ 小数でわる除法で、
商を概数で表すことが
できる。 ◯

観察・ノート

わ
り
算
の
式

87

・ 小数の除法におい
て、求答事項に応じて
演算決定をすることで、
除法の理解を深める。

1

・ 数直線図などを用い
て、求答事項に応じて
式を考え、説明してい
る。

◯

観察・ノート

6

小
数
の
わ
り
算

小４年
「小数と整数のか
け算・わり算」
・小数×整数、小数
÷整数の筆算
・小数倍

小５年
「小数のかけ算」
・乗法の意味の拡
張
・小数をかける計算
の筆算

小５年
「分数と小数、整
数」
・商の分数表示
・分数倍

小６年
「分数のわり算」
・分数でわる計算
・整数、小数、分数
の乗法、除法
・分数倍と乗法、除
法の関係

整
数
÷
小
数

73
～
78

小
数
÷
小
数

79
～
81

わ
り
進
み
の
計
算
と
あ
ま
り
の
あ
る
わ
り
算

84
～
86
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態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ 割合を求めるときに
は小数の除法、比較量
を求めるときには小数
の乗法が適用されるこ
とを理解する。

1

・ 割合を求めるときに
は、小数の除法が適用
されることや、比較量を
求めるときには、小数
の乗法が適用されるこ
とを数直線図などをもと
に見いだしている。

◯

観察・ノート

・ 割合が小数のとき、
基準量を求めるときに
は、小数の除法が適用
されることを理解する。

1

・ 基準量を求めるときに、
小数の除法が適用されるこ
とを数直線図などをもとに
見いだしている。

◯

観察・ノート

・ もとにする量が異なる
２つの量を比較するとき
には、割合を適用して
比較できることを理解
する。

1

・ もとにする量が異なる
２つの量を比較するとき
には、割合を適用して
比較できることを理解し
ている。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

92
93

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 小数でわる除法の計
算の仕方を理解し、筆
算で計算できる。 ◯

観察・ノート

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
ち

ょ
う
せ
ん
！
①

94
95

・ 除数が小数である場
合の筆算の手順につい
て、除数が整数である
場合をもとにして、アル
ゴリズムを整理する。
＊ 生活の中でプログラ
ムが使われている場面
を知り、興味・関心を高
める。

1

・ 除数が小数のわり算
の筆算の手順につい
て、除数が整数である
場合をもとに、アルゴリ
ズムを考え、説明してい
る。

◯

観察・ノート

・ 錯視の関係になって
いる２つの図形の面の
形や大きさが等しいこと
から、見た目では等し
いか分からないもので
も、重ね合わせれば分
かることを確認し、本単
元の見通しをもつ。

1

・ 図形を進んでかき、
形と大きさが同じ図形
について、ぴったり重ね
合わせることのできる
図形はどれか調べよう
としている。

◯

観察・ノート

・ 合同な図形の対応す
る辺の長さや角の大き
さは等しいことを理解す
る。
・ 角の大きさだけが等
しくても合同といえない
ことを説明する。

1

・ 合同な図形の対応す
る辺の長さや角の大き
さは等しいことを理解し
ている。
・ 図形の構成要素に着
目し、角の大きさだけが
等しくなっている2つの
図形は合同といえない
ことを説明している。

◯ ◯

観察・ノート

・ 平行四辺形やひし形
に対角線をひいてでき
る三角形について、合
同であることを調べて、
確かめる。

1

・ 平行四辺形やひし形
に対角線をひいてでき
る三角形が合同である
ことを理解する。

◯

観察・ノート

・ 対応する辺の長さと
角の大きさがそれぞれ
等しいことを用いて、合
同な三角形を作図する
方法を考え、説明する。

2

・ 図形の構成要素に着
目し、合同な三角形の
かき方を考え、説明して
いる。
・ 合同な三角形のかき
方を多様に考えようとし
たり、自分のかき方を
見直して、よりよい方法
を追求しようとしたりし
ている。

◯ ◯

観察・ノート

6

小
数
の
わ
り
算

小４年
「小数と整数のか
け算・わり算」
・小数×整数、小数
÷整数の筆算
・小数倍

小５年
「小数のかけ算」
・乗法の意味の拡
張
・小数をかける計算
の筆算

小５年
「分数と小数、整
数」
・商の分数表示
・分数倍

小６年
「分数のわり算」
・分数でわる計算
・整数、小数、分数
の乗法、除法
・分数倍と乗法、除
法の関係

7

合
同
な
図
形

小６年
「対称な図形」
・線対称、点対称な
図形の定義と性
質、かき方
「拡大図と縮図」
・拡大図、縮図の定
義、性質とかき方、
活用

小
数
倍
と
か
け
算

、
わ
り
算

88
～
91

合
同
な
図
形

96
～
100

合
同
な
図
形
の
か
き
方

101
～
104
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元
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単
元
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ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ どこの辺の長さや角
の大きさをはかればよ
いかを考えて、合同な
四角形をかく。

1

・ 合同な三角形のかき
方をもとに、合同な四角
形のかき方を考え、説
明している。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

105
106

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 合同な三角形を作図
するための条件を理解
し、作図することができ
る。また、合同な図形を
弁別することができる。

◯

観察・ノート

ど
ん
な
計
算
す
る
の
か
な

107

・ 問題場面を捉え、対
応する数直線図を選
び、演算決定する。

・ 問題場面と数直線図
を結び付け、演算決定
している。

◯

観察・ノート

復
習

108
・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。

・ 既習事項を理解して
いる。 ◯

観察・ノート

偶
数
と
奇
数

109
110

・ 整数を偶数と奇数に
類別することができ、そ
れぞれの用語とそれら
の意味を理解する。

1

・ 乗法や除法に着目
し、2つに分類した数の
集まりの中から共通の
性質を見いだしている。

◯

観察・ノート

・ 「倍数」、「公倍数」、
「最小公倍数」の用語と
それらの意味や求め方
を理解し、求める。

1

・ 「倍数」、「公倍数」、
「最小公倍数」の用語と
それらの意味や求め方
を理解し、求めることが
できる。

◯

観察・ノート

・ 公倍数を見つける活
動を通して、公倍数を
手際よく求める。 1

・ 公倍数の求め方につ
いて、多面的に考え、よ
りよい方法を追求しよう
としている。

◯

観察・ノート

・ 公倍数の考え方を活
用して、問題を解決す
る。

1

・ 最小公倍数を求める
ことによって、問題を解
決できることを見いだし
ている。

◯

観察・ノート

・ 「約数」、「公約数」、
「最大公約数」の用語と
それらの意味や求め方
を理解し、求める。

1

・ 「約数」、「公約数」、
「最大公約数」の用語と
それらの意味や求め方
を理解し、求めることが
できる。

◯

観察・ノート

・ 公約数を見つける活
動を通して、公約数を
手際よく求める。 1

・ 公約数の求め方につ
いて、多面的に考え、よ
りよい方法を追求しよう
としている。

◯

観察・ノート

・ 公約数の考え方を活
用して、問題を解決す
る。

1

・ 最大公約数を求める
ことによって、問題を解
決できることを見いだし
ている。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

119
120

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 偶数、奇数を類別し
たり、倍数、約数などを
求めたりすることができ
る。

◯

観察・ノート

9

整
数
の
性
質

小５年
「分数のたし算とひ
き算」
・通分、約分の意味
と方法

7

1

合
同
な
図
形

小６年
「対称な図形」
・線対称、点対称な
図形の定義と性
質、かき方
「拡大図と縮図」
・拡大図、縮図の定
義、性質とかき方、
活用

倍
数
と
公
倍
数

111
～
114

約
数
と
公
約
数

115
～
118

合
同
な
図
形
の
か
き
方

101
～
104
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上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

読
み
取
る
力
を
の
ば
そ
う

121

・ ゲームを通して、乗法
九九の答えになる数の
約数について考え、整
数の性質についての理
解を深める。

1

・ ゲームのルールを理
解し、有利になる数を、
乗法の式や約数の個
数に着目して考え、説
明している。

◯

観察・ノート

・ 分子も分母も違う分
数の大きさを数直線や
図を使って比べる。 1

・ 分数の意味に着目し
たり、数直線や図を用
いたりして、分数の大き
さの比べ方を見いだし
ている。

◯

観察・ノート

・ 大きさの等しい分数
の分母どうし、分子どう
しの関係を理解する。 1

・ 分数は、分母と分子に同
じ数をかけても、分母と分
子を同じ数でわっても、大
きさは変わらないことを理
解している。

◯

観察・ノート

・ 通分して分数の大き
さを比べる。

1

・ 「通分」の用語とその
意味や方法を理解し、
通分したり、分数の大き
さを比べたりすることが
できる。

◯

観察・ノート

・ 通分する際は、分母
の最小公倍数にそろえ
ると、簡単で分かりやす
い分数になることに気
づく。

1

・ 最小公倍数にそろえ
る通分の仕方や、3口
の分数の通分の仕方を
理解し、通分することが
できる。

◯

観察・ノート

・ 「約分」の用語とその
意味や方法を理解す
る。

1
・ 「約分」の用語とその
意味や方法を理解し、
約分することができる。

◯
観察・ノート

・ 異分母分数の加法、
減法の計算原理や方
法を理解し、立式して計
算する。

1

・ 異分母分数の加法、
減法の計算の仕方につ
いて、通分すれば計算
できることを見いだし、
説明している。

◯

観察・ノート

・ 答えが約分できる加
法、減法の計算や、3口
の分数の加法、減法の
計算をする。

1

・ 答えを約分すると大
きさが分かりやすくなる
ことや3口の加法、減法
の計算の仕方を理解
し、計算できる。

◯

観察・ノート

・ 帯分数の加法、減法
の計算の仕方を考え、
計算する。

1

・ 帯分数の加法、減法
の計算の仕方を理解
し、計算できる。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

132
133

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 分数の約分、通分
や、加法、減法の計算
ができる。

◯

観察・ノート

・ ならした大きさの求め
方を考え、「平均」の用
語とその意味や求め方
を理解する。

1

・ 平均の求め方を図や
式に表して考え、説明し
ている。 ◯

観察・ノート

・ 資料の中に０がある
場合の平均の求め方
や、平均では人数や個
数なども小数で表せる
ことについて理解する。

1

・ 資料の中に0がある
場合の平均の求め方
や、平均では人数や個
数なども小数で表せる
ことを理解している。

◯

観察・ノート

小４年
「分数」
・「真分数」、「仮分
数」、「帯分数」の意
味、帯分数と仮分
数の変換
・大きさの等しい分
数

小5年
「整数の性質」
・偶数、奇数の意味
・倍数、公倍数、約
数、公約数などの
意味、見付け方

小５年
「分数と小数、整
数」
・商の分数表示
・分数倍

小6年
「分数のかけ算」
・逆数の意味

9

分
数
の
た
し
算
と
ひ
き
算

平
均

平
均

134
～
140

小６年
「データの活用」
・代表値（平均値、
最頻値、中央値）
・ドットプロット、度
数分布表、柱状グ
ラフ
・統計的な問題解
決の方法

分
数
の
大
き
さ

122
～
128

分
数
の
た
し
算
と
ひ
き
算

129
～
131
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上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

＊ 仮の平均を定めて、
平均を求める方法を理
解する。
＊ 外れ値がある場合
の平均の考え方や、端
数の処理について理解
する。

1

・ 仮の平均を使って平
均を求めることや、外れ
値を除外して平均を求
めることを理解してい
る。

◯

観察・ノート

・ 平均を使って、合計
の大きさを求めたり、全
体の量を推定したりす
る方法を理解する。

1

・ 平均を活用して、問
題を解決する方法を見
いだしている。 ◯

観察・ノート

・ 平均を用いて歩幅を求め
る。また、歩幅を使っていろ
いろな場所のおよその長さ
を概測する。

1

・ 平均を用いて歩幅を
求めることができ、歩幅
と歩数から長さを概測
することができる。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

141

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 平均を求めることがで
きる。また、それを活用
して問題を解決すること
ができる。

◯

観察・ノート

・ 教p.142の場面を見て、
[あ]と[い]では鉛筆の本数、
[う]と[え]ではページ数がそ
ろっているから比べられる
ことを確認し、[お]と[か]で
は、面積も人数も違うこと
から、混み具合は面積と人
数の関係で決まることに気
づき、混み具合の比べ方に
興味・関心をもつ。
・ 人数と面積を用いて、混
み具合の比べ方を考え、単
位量あたりの考え方や用い
方を理解する。

2

・ 混み具合の比べ方に
ついて、多面的に考え、
よりよい方法を追求しよ
うとしている。
・ 単位量あたりの考え
方を用いて、混み具合
の比べ方を考え、説明
している。

◯ ◯

観察・ノート

・ いろいろな１あたりの大き
さを求めることを通して、
「単位量あたりの大きさ」の
用語とその意味を理解す
る。また、単位量あたりの
大きさを利用し、問題を解
決する。

1

・知 「単位量あたりの大
きさ」の用語とその意味
を理解し、いろいろな単
位量あたりの大きさを
求めて比べたり、問題
を解決したりすることが
できる。

◯

観察・ノート

・ 「人口密度」の用語
と、その意味、求め方を
理解し、人口の混み具
合を比べる。

1

・ 「人口密度」の用語とその
意味を理解し、人口密度を
計算により求め、比べるこ
とができる。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

149
～
151

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 単位量あたりの大き
さの意味と求め方、比
べ方を理解している。 ◯

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ
ど
算
数
教
室
2

152

・ 単位量あたりの大き
さを活用して、防災備蓄
用品の量について考え
る。

適宜

・ 単位量あたりの大き
さの考え方を使えば、
防災用品の必要数など
が分かるというよさに気
づいている。

◯

観察・ノート

復
習

153

・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。

1

・ 既習事項を理解して
いる。 ◯

観察・ノート

10

平
均

平
均

134
～
140

小６年
「データの活用」
・代表値（平均値、
最頻値、中央値）
・ドットプロット、度
数分布表、柱状グ
ラフ
・統計的な問題解
決の方法

単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ

単
位
量
あ
た
り
の
大
き
さ

142
～
148

小５年
「速さ」
・速さの意味と求め
方、速さ･時間・道
のりの関係
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わ
り
算
と
分
数

154
～
157

・ ２、３、４の数字を使って
いろいろな除法の式を考え
る中で、小数で表せない商
の存在に気づき、整数どう
しの除法の商の表し方に興
味をもつ。
・ 整数の除法の商は分数
で表すことができることを理
解する。

2

・ 商が整数や小数では
表せない整数の除法の
場面から問題を見いだ
している。
・ 整数の除法の商は分
数を用いて表すことが
できることを理解してい
る。

◯ ◯

観察・ノート

分
数
倍

158
・ 分数を用いて何倍か
を表すことができる。 1

・ 割合を分数を用いて
表すことができる。 ◯

観察・ノート

・ ○/△＝○÷△の関
係を使って、いろいろな
分数を小数で表す方法
を理解する。また、分数
には小数で正確に表す
ことができないものがあ
ることを理解する。

1

・ ○/△＝○÷△の関
係を活用すれば、分数
を小数で表すことがで
きることを見いだしてい
る。

◯

観察・ノート

・ 小数や整数はどんな
数でも分数で表すこと
ができることを理解す
る。

1

・ 小数や整数はどんな
数でも分数で表すこと
ができることを理解し、
小数や整数を分数で表
すことができる。

◯

観察・ノート

・ 分数と小数が混じっ
た加法や減法の計算の
仕方を考える。

1

・ 分数と小数の相互関
係に着目し、分数と小
数が混じった計算で
は、分数か小数のどち
らかにそろえればよい
ことを見いだしている。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

162
163

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 整数の除法の商を分数を
用いて表したり、割合を分
数で表したりすることができ
る。また、分数と小数が混
じった加法、減法の計算が
できる。

◯

観察・ノート

・ ２つの数量の関係ど
うしを比べる場合に割
合を用いる場合がある
ことを理解し、割合を小
数で求める。

2

・ 割合を用いた2つの
数量の関係どうしの比
べ方を理解している。
・ 全体と部分の関係に
着目し、数量の関係ど
うしの比べ方を見いだし
ている。

◯ ◯

観察・ノート

・ 「パーセント（％）」、
「百分率」の用語や意
味を理解し、割合を百
分率で表す。

1

・ 「パーセント（％）」、
「百分率」の用語とその
意味、表し方を理解し、
割合を求め、百分率で
表すことができる。

◯

観察・ノート

・ 割合が１より大きい場
合に、その割合を百分
率で表す。

1

・ 割合が1より大きくなる場
合について理解し、その割
合を求め、百分率で表すこ
とができる。

◯

観察・ノート

・ 比較量は、「基準量
×割合」で求められるこ
とを理解する。 1

・ 割合、比較量、基準
量の関係に着目し、比
較量の求め方を考え、
説明している。

◯

観察・ノート

・ 比較量と割合から、
基準量を求める方法を
理解する。 1

・ 割合、比較量、基準
量の関係に着目し、基
準量の求め方を考え、
説明している。

◯

観察・ノート

・ 比較量の割合がどれだ
けになるかを求めるなどし
て、基準量とその割合から
比較量を求める。

1

・ 割合、比較量、基準
量の関係に着目し、問
題解決の方法を見いだ
している。

◯

観察・ノート

10

割
合

小４年
「倍とかけ算、わり
算」
・倍と乗法、除法
・簡単な場合の割
合

小６年
「比」
・比の意味と表し方

11

分
数
と
小
数

、
整
数

小５年
「分数のたし算とひ
き算」
・通分、訳文の意味
と方法

小６年
「分数のかけ算」
・逆数の意味

分
数
と
小
数

、
整
数

159
～
161

割
合
と
百
分
率

164
～
170

割
合
の
使
い
方

171
～
176
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・ 比較量の割合がどれ
だけになるかを求め、
比較量とその割合から
基準量を求める。

1

・ 割合、比較量、基準
量の関係に着目し、問
題解決の方法を見いだ
している。

◯

観察・ノート

歩
合

177

・ 歩合の意味とその表
し方を理解し、割合を歩
合で表す。

1

・ 割合を歩合で表すこ
とができる。 ◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

178
179

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 割合を百分率で表し
たり、割合、比較量、基
準量を求めたりすること
ができる。

◯

観察・ノート

読
み
取
る
力
を
の
ば
そ
う

180

・ 値引きの割合を一定
としたとき、定価の変化
にともなって、値引き額
が変化していくことを理
解し、それを活用しなが
ら買い物の仕方を考え
る。

1

・ 割合が一定のとき、
基準量の変化にとも
なって比較量が変化す
ることに着目して買い物
の仕方を考えている。 ◯

観察・ノート

・ 帯グラフと円グラフの
意味とそれぞれの特徴
を理解する。 1

・ 帯グラフや円グラフの
特徴や読み方を理解
し、全体と部分、部分と
部分の関係を読み取る
ことができる。

◯

観察・ノート

・ 並んだ帯グラフの特
徴を理解する。

1

・ 資料の合計と割合に
着目し、導き出された結
論について、批判的に
考察している。

◯

観察・ノート

・ 帯グラフと円グラフの
表し方を理解し、資料
の全体に対する各部分
の割合を求めて、帯グ
ラフと円グラフに表す。

1

・ 帯グラフと円グラフの
表し方を理解し、資料
の全体に対する各部分
の割合を求めて、帯グ
ラフと円グラフに表すこ
とができる。

◯

観察・ノート

グ
ラ
フ
の
選
び
方

188
～
191

・ 調べる目的に応じて、
グラフを選択し、つくり
替えて、資料の特徴を
考察する。

2

・ 既習のグラフの特徴を吟
味しながら、グラフを選択
し、多面的な視点で資料の
特徴について考察してい
る。
・ グラフの読み取りを通し
て、問いを見いだし、その
問いを解決するために新た
なグラフをつくって追求しよ
うとしている。

◯ ◯

観察・ノート

表
や
グ
ラ
フ
を
生
か
そ
う

192
～
193

・ 資料を収集、分類整
理し、結果を適切に表
現し、分析する。

適宜

・ 資料の収集や適切な
手法の選択など、統計
的な問題解決の方法を
理解している。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

194
～
196

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 帯グラフの読み方を
理解している。また、資
料を円グラフに表すこと
ができる。

◯

観察・ノート

割
合

小４年
「倍とかけ算、わり
算」
・倍と乗法、除法
・簡単な場合の割
合

小６年
「比」
・比の意味と表し方

11

帯
グ
ラ
フ
と
円
グ
ラ
フ

帯
グ
ラ
フ
と
円
グ
ラ
フ

181
～
187

小４年
「折れ線グラフと
表」
・折れ線グラフ
・棒グラフとの複合
グラフ
・二次元の表、２観
点４分類の表

小６年
「データの活用」
・代表値（平均値、
最頻値、中央値）
・ドットプロット、度
数分布表、柱状グ
ラフ
・統計的な問題解
決の方法

割
合
の
使
い
方

171
～
176
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読
み
取
る
力
を
の
ば
そ
う

197

・ 示された考えを批判
的にみて、正否を判断
し、説明する。また、示
された条件に合わせて
価格を求める。 1

・ 問題を解決するため
に、それぞれのお店が
何円引きになるかを求
める必要性があること
を見いだしている。 ◯

観察・ノート

・ 正六角形や正八角形を
作る活動を通して、「正多
角形」の用語とその定義に
ついて理解する。

1

・ 図形の構成要素に着
目し、正多角形の特徴
を見いだしている。

◯

観察・ノート

・ 円を用いた正多角形のか
き方を理解し、正多角形の
理解を深める。

1

・ 正多角形の定義や性質
を用いて、正多角形を作図
することができる。

◯
観察・ノート

・ 円を用いた正六角形
のかき方を理解し、正
多角形の理解を深め
る。

1

・ 正六角形の定義や性
質に着目し、コンパスで
作図できるわけを筋道
立てて説明している。

◯

観察・ノート

・ 円の周りの長さは、直径
の長さの約何倍になってい
るかを調べる。また、「円
周」の用語とその意味につ
いて理解する。

1

・ ｢円周｣の用語とその
意味を理解している。

◯

観察・ノート

・ 円周の長さは、直径
の長さの約何倍になっ
ているかを実測して調
べ、「円周率」の用語と
その意味を理解する。

1

・ どの円についても円
周÷直径の値は一定で
あり、その値を「円周
率」ということを理解し
ている｡

◯

観察・ノート

・ 円周と直径の関係を
公式にまとめ、それを
適用できる。 1

・ 円周の長さを求める
公式について理解し、
円周の長さを求めたり、
直径の長さを求めたり
することができる。

◯

観察・ノート

・ 円の直径の長さと円
周の長さの変わり方を
調べ、その２つの数量
が比例していることを理
解する。

1

・ 円の直径の長さと円
周の長さの変わり方を
表や式から考え、比例
関係があることを見い
だしている。

◯

観察・ノート

・ 大きな円の円周の長
さとその直径上につくっ
たいくつかの円の円周
の長さの和を比べるこ
とにより、円周と直径の
関係について理解を深
める。

1

・ 2つの式を比べて、そ
れらが等しくなることを
説明している。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

210
211

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 「正多角形」、「円周
率」の意味や、円周の
長さを求める公式を理
解し、円周の長さや直
径の長さを求めること
ができる。

◯

観察・ノート

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
ち

ょ
う
せ
ん
！
②

212
213

・ 正多角形の定義をも
とにして、正多角形をか
くプログラムを考え、作
図する。

1

・ 正多角形の定義をも
とに、作図する方法を
考え、その手順をプロ
グラムに表し、説明して
いる。

◯

観察・ノート

復
習

214

・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。

1

・ 既習事項を理解して
いる。 ◯

観察・ノート

11

正
多
角
形
と
円

小５年
「２つの量の変わり
方」
・比例の意味

小５年
「角柱と円柱」
・角柱、円柱の定義
と性質、展開図、見
取り図

小６年
「角柱と円柱の体
積」
・角柱、円柱の求積

12

正
多
角
形

198
～
202

円
周
と
直
径

203
～
209
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ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ
ど
算
数
教
室
３

215

・ 円周率についての歴
史を知ることを通して、
円周率に対する興味・
関心を高める。

適宜

・ 円周率の歴史に興
味・関心をもち、進んで
理解を深めようとしてい
る。

◯

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ
ど
算
数
教
室
４

216
217

・ 和算家について知る
ことで、日本にも優れた
数学者がいたこと、『塵
劫記』が江戸時代の寺
子屋で広く使用されて
いたことなどを知る。ま
た、算額などの日本の
数学の歴史に触れ、和
算に興味・関心をもつ。

適宜

・ 和算について知り、日
本での算数の歴史、発
展に興味・関心をもって
いる。

◯

観察・ノート

・ 平行四辺形の面積は
長方形に等積変形し
て、既習の求積公式を
用いれば求められるこ
とを理解する。

1

・ 既習の長方形の面積
の求め方をもとにして、
平行四辺形の面積の
求め方を考え、説明し
ている。

◯

観察・ノート

・ 平行四辺形に関する
「底辺」、「高さ」の用語
とそれらの意味を理解
し、それらを用いて求積
公式をまとめ、面積を
求める。

1

・ 平行四辺形の「底
辺」、「高さ」の用語とそ
れらの意味や、求積公
式を理解し、公式を適
用して面積を求めること
ができる。

◯

観察・ノート

・ 平行四辺形の高さ
が、底辺の延長線上に
あるときも、「底辺×高
さ」で面積が求められる
ことを理解する。

1

・ 既習の平行四辺形の
面積の求め方をもとに
して、高さが底辺の延
長線上にある場合の面
積の求め方を考え、説
明している。

◯

観察・ノート

・ 底辺の長さが一定の
平行四辺形の、高さと
面積の変わり方を調
べ、考察する。

1

・ 底辺の長さが一定の平
行四辺形の高さと面積の変
わり方を表や式から考え、
比例関係があることを見い
だしている。

◯

観察・ノート

・ 三角形の面積は、倍
積変形や等積変形して
既習の求積公式を適用
すれば求められること
を理解する。

1

・ 既習の長方形や平行
四辺形の面積の求め
方をもとにして、三角形
の面積の求め方を考
え、説明している。

◯

観察・ノート

・ 三角形の「底辺」、
「高さ」の用語とそれら
の意味を理解し、三角
形の面積を求める考え
方をもとに求積公式を
まとめ、面積を求める。

1

・ 三角形の面積の求め
方を振り返り、簡潔かつ
的確な表現に高め、求
積公式を導いている。 ◯

観察・ノート

・ 三角形の高さが、底
辺の延長線上にあると
きも、「底辺×高さ÷２」
で面積が求められるこ
とを理解する。

1

・ 三角形の高さが底辺
の延長線上にある場合
も求積公式が適用でき
ることを理解し、求める
ことができる。

◯

観察・ノート

1

四
角
形
と
三
角
形
の
面
積

小４年
「面積」
・面積の単位と長
方形、正方形の求
積

小６年
「角柱と円柱の体
積」
・角柱、円柱の求積

平
行
四
辺
形
の
面
積

218
～
224

三
角
形
の
面
積

225
～
229

12
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主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ 台形の面積を倍積変
形、等積変形したり、三
角形に分割したりして
既習の求積公式を用い
れば求められることを
理解する。

1

・ 平行四辺形や三角形
の面積を既習の図形に
帰着させて求めたこと
を振り返り、台形の面
積でもその方法を用い
て考えようとしている。

◯

観察・ノート

・ 台形の「上底」、「下底」、
「高さ」の用語とそれらの意
味を理解し、台形の面積を
求める考え方をもとに求積
公式をまとめ、面積を求め
る。

1

・ 台形の面積の求め方
を振り返り、簡潔かつ的
確な表現に高め、求積
公式を導いている。

◯

観察・ノート

・ ひし形の面積を、既習の
求積公式を適用するなど、
工夫して求める。
＊ 平行四辺形や長方形の
中に空白部分がある場合
について、工夫して面積を
求める。

1

・ ひし形を求積できる
図形に変えるなど、工
夫して面積の求め方を
考えている。 ◯

観察・ノート

面
積
の
求
め
方
の
く
ふ
う

234

・ 一般四角形や五角形
の面積を、既習の求積
公式を適用するなど工
夫して求める。

1

・ 一般四角形や五角形
を求積できる図形に変
えるなど、工夫して面積
の求め方を考えてい
る。 ◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

235
236

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 平行四辺形、三角
形、台形、ひし形の面
積の求め方を理解し、
求積公式を用いて面積
を求めることができる。

◯

観察・ノート

読
み
取
る
力
を
の
ば
そ
う

237

・ 長方形、平行四辺形
の内部に点をとり、各頂
点と結んだときにできる
三角形のうち、向かい
合った２つの面積の和
が、もとの図形の面積
の半分であることを説
明する。

1

・ 長方形の中にできた2
つの三角形の面積の和
が、長方形の面積の半
分であることを、図形の
合同や、求積公式に着
目して説明している。

◯

観察・ノート

・ 速さは道のりと時間
に関係することに気づ
き、単位量あたりの大
きさを用いて、速さの比
べ方を考える。

1

・ 道のりと時間の関係
に着目し、単位量あた
りの大きさの考え方をも
とに、速さの比べ方を
考え、説明している。

◯

観察・ノート

・ 速さの意味や表し
方、求め方を理解する
とともに、速さの表し方
には、「時速」、「分速」、
「秒速」があることを知
り、それらの意味と求め
方を理解する。

1

・ 「時速」、「分速」、「秒
速」 の用語とそれらの
意味や、求め方を理解
し、道のりと時間から速
さを求めることができ
る。

◯

観察・ノート

・ 数直線図や速さの意
味、「速さ＝道のり÷時
間」の式をもとにして道
のりを求め、道のりを求
める式を導く。

1

・ 数直線図や速さの意
味などをもとにして、道
のりを求める式を考え、
説明している。

◯

観察・ノート

・ 数直線図や速さの意
味、「道のり＝速さ×時
間」の式をもとにして時
間を求め、時間を求め
る式を導く。

1

・ 数直線図や速さの意
味、道のりを求める式
などをもとにして、時間
を求める式を考え、説
明している。

◯

観察・ノート

1

四
角
形
と
三
角
形
の
面
積

小４年
「面積」
・面積の単位と長
方形、正方形の求
積

小６年
「角柱と円柱の体
積」
・角柱、円柱の求積

2

小５年
「単位量あたりの大
きさ」
・混み具合などの
表し方

い
ろ
い
ろ
な
四
角
形
の
面
積

230
～
233

速
さ

速
さ

238
～
245
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主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ 単位が異なる場面に
ついて、「時速」、「分
速」、「秒速」を相互に
変換して、速さを比べ
る。

1

・ 「時速」、「分速」、「秒
速」の関係を理解し、単
位換算することができ
る。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

246
247

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 速さや道のり、時間を
求めることができ、それ
を用いて問題を解決す
ることができる。 ◯

観察・ノート

・ 基本的な立体図形
を、面の形や面の位置
関係などに着目して分
類する。

1

・ 立体図形の構成要素
やその位置関係に着目
し、分類の仕方を考え、
説明している。

◯

観察・ノート

・ 「角柱」、「円柱」の用
語とそれらの定義や特
徴を理解する。また、そ
れらの「底面」、「側
面」、「高さ」などの意味
を理解する。

1

・ 「角柱」、「円柱」の用
語とそれらの定義や性
質、「底面」、「側面」、
「高さ」の意味を理解し
ている。

◯

観察・ノート

・ 角柱の頂点、辺、面
の数について調べ、表
や式に表すことを通し
て、角柱の特徴につい
て理解を深める。

1

・ 角柱の底面と側面に
着目し、頂点、辺、面の
数のきまりを見いだして
いる。

◯

観察・ノート

2

角
柱
と
円
柱

小４年
「直方体と立方体」
・直方体と立方体
の定義と性質、展
開図、見取図、面・
辺の位置関係
・位置の表し方

小５年
「正多角形と円」
・正多角形の定義、
かき方
・円周率の意味と
円周の求め方

小６年
「角柱と円柱の体
積」
・角柱、円柱の求積

3

小５年
「単位量あたりの大
きさ」
・混み具合などの
表し方

立
体

248
～
253

速
さ

速
さ

238
～
245
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主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ 三角柱や円柱の見取
図のかき方を理解す
る。

1

・ 三角柱や円柱の見取
図のかき方を理解し、
かくことができる。

◯

観察・ノート

・ 三角柱の展開図につ
いて、辺と辺、辺と面、
面と面のつながりなど
を読み取ったり、展開
図をかいて、三角柱を
つくったりする。

1

・ 立体を組み立てたと
きや展開したときの面
や辺の位置を理解し、
展開図をかくことができ
る。

◯

観察・ノート

・ 円柱の展開図がどの
ような形になるかを理
解し、側面部分の長方
形の辺の長さを求めた
り、工作用紙に展開図
をかいて円柱をつくった
りする。

1

・ 底面の円周の長さ
と、側面の横の長さが
等しくなることを理解し、
円柱の展開図をかくこ
とができる。

◯

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

257
258

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 角柱の特徴や、見取
図、展開図及び構成の
仕方を理解している。

◯

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ
ど
算
数
教
室
５

259

・ トイレットペーパーの
芯を用いて、円柱の側
面の展開図が平行四
辺形にもなることを知
り、その展開図を問題
解決に活用する。

適宜

・ 芯の直径が２倍にな
ると平行四辺形の斜辺
は変わらず、底辺が２
倍になることを展開図を
もとに考えている。

◯

観察・ノート

変
わ
り
方
を
調
べ
よ
う

260
261

＊ ２つの数量の関係を
表や図を用いて調べ、
それを言葉や式に表し
て未知の数量を求め
る。

1

・ ともなって変わる2つ
の数量の関係を、図や
表を使って調べ、規則
性を見いだしている。 ◯

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ
ど
算
数
教
室
５

262
263

・ 算数を仕事に生かし
ている方へのインタ
ビューを読み、算数へ
の学習意欲を高める。

適宜

・ 算数が仕事や生活に
生かされていることを知
り、算数・数学のよさや
面白さに気づいている。

◯

観察・ノート

５
年
の
復
習

264
～
267

・ ５学年の復習問題に
取り組み、既習事項の
理解を確実にする。 2

・ 既習事項を理解して
いる。

◯ ◯

観察・ノート

テ
ス
ト
等

テスト＋予備

18 〇 ○

ペーパーテスト等

175

角
柱
と
円
柱

小４年
「直方体と立方体」
・直方体と立方体
の定義と性質、展
開図、見取図、面・
辺の位置関係
・位置の表し方

小５年
「正多角形と円」
・正多角形の定義、
かき方
・円周率の意味と
円周の求め方

小６年
「角柱と円柱の体
積」
・角柱、円柱の求積

3

見
取
図
と
展
開
図

254
～
256
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対
称
な
図
形

16
～
19

・ 「線対称な図形」、「点
対称な図形」の用語と
それらの定義を理解
し、図形を弁別する。 1

・ 「線対称」、「対称の
軸」、「点対称」、「対称
の中心」の用語とそれ
らの意味を理解し、線
対称な図形、点対称な
図形を弁別できる。

〇

観察・ノート

・ 線対称な図形の対応
する点、辺、角を調べ
る。 1

・ 線対称な図形につい
て、対応する点、辺、角
の意味や性質を理解し
ている。

〇

観察・ノート

・ 対応する点を結ぶ直
線と対称の軸との関係
を調べ、線対称な図形
の性質を理解する。

1

・ 線対称な図形の対応
する2点を結ぶ直線は、
対称の軸によって垂直
に2等分されることを理
解し、その性質を用い
て、対応する点を見つ
けることができる。

〇

観察・ノート

・ 線対称な図形を作図
する。

1

・ 線対称な図形の性質
をもとに、作図する方法
を考え、説明している。 〇

観察・ノート

・ 点対称な図形の対応
する点、辺、角を調べ
る。 1

・ 点対称な図形につい
て、対応する点、辺、角
の意味や性質を理解し
ている。

〇

観察・ノート

・ 対応する点を結ぶ直
線と対称の中心との関
係を調べ、点対称な図
形の性質を理解する。

1

・ 点対称な図形の対応
する2点を結ぶ直線は、
対称の中心を通り、対
称の中心によって2等
分されることを理解し、
その性質を用いて、対
応する点を見つけるこ
とができる。

〇

観察・ノート

・ 点対称な図形を作図
する。

1

・ 点対称な図形の性質
を用いて、点対称な図
形を作図することがで
きる。

〇

観察・ノート

・ 既習の四角形を対称
の観点から見直す。

1

・ 既習の四角形や三角
形を対称という観点で
捉え、対称の軸や対称
の中心をかき入れるこ
とができる。

〇

観察・ノート

・ 既習の正多角形を対
称の観点から見直す。

1

・ 正多角形の対称性に
着目し、対称の軸の本
数や、点対称になる場
合のきまりについて見
いだしている。

〇

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

28
29

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 線対称な図形や点対
称な図形の性質を理解
し、図形を弁別したり、
作図したりすることがで
きる。

〇

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ

ど
算
数
教
室
１

30
31

・ 身の回りから対称な
形を探したり、折り紙の
一部を切り取って対称
な形を作ったりして、図
形の見方を深めるとと
もに、図形への興味・関
心を高める。

適宜

・ 身の回りに対称な形
があることに気づき、進
んで探そうとしている。

〇

観察・ノート

点
対
称
な
図
形

23
～
25

多
角
形
と
対
称

26
27

(　　６　　）年生　『　算数　』年間指導計画          たのしい算数（大日本図書）

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

4

対
称
な
図
形

小５年
「合同な図形」
・合同の意味、かき
方

中１年
・作図、移動、直線
や平面の位置関係
・柱体、錐体、球の
体積、表面積
・おうぎ形

中２年
・平行と角の性質、
三角形の合同条
件、l基本図形の性
質と証明

中３年
・相似、平行線と線
分の比
・円周角の定理
・三平方の定理

線
対
称
な
図
形

20
～
22
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主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ 分数×整数の意味と
計算原理、方法を理解
し、計算する。 1

・ 単位分数に着目し
て、分数×整数の計算
の仕方を考え、説明し
ている。

〇

観察・ノート

・ 分数×整数で、途中
で約分する方法を理解
し、計算する。

1

・ 約分のある分数×整
数の計算の仕方を理解
し、計算できる。

〇

観察・ノート

・ 分数÷整数の意味と
計算原理、方法を理解
し、計算する。 1

・ 単位分数に着目した
り、図を用いたりして、
分数÷整数の計算の
仕方を考え、説明して
いる。

〇

観察・ノート

・ 分数÷整数で、分子
がわりきれない場合の
計算原理、方法を理解
し、計算する。

2

・ 分数÷整数の計算の仕
方を理解し、計算できる。
・ 分数の性質や除法のき
まりをもとにして、分数÷整
数の計算の仕方を考え、説
明している。

〇

観察・ノート

・ 分数÷整数の計算
で、途中で約分する方
法を理解し、計算する。

1

・ 約分のある分数÷整
数の計算の仕方を理解
し、計算できる。

〇

観察・ノート

た
し
か
め
問

題
43
44

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 分数×整数、分数÷
整数の計算ができる。

〇

観察・ノート

・ 円に内接する正方形や
外接する正方形から円の
面積を見積もる。
・ 円の面積を、方眼を用い
て概測したり、内接する正
多角形をもとに求めたりす
ることにより、円の面積は
その半径を１辺とする正方
形の面積の約3.1倍になっ
ていることを導く。

2

・ 方眼を用いたり、円を
正多角形とみなしたりし
て、円のおよその面積
を求めることができる。
・ 円に内接する正方形
や外接する正方形に着
目して、円の面積を見
積もっている。

〇 〇

観察・ノート

・ 円を分割して長方形
に等積変形し、円の求
積公式を導き、適用す
る。

1

・ 図形の構成要素など
に着目し、円を長方形
に等積変形する方法か
ら、面積の求め方を見
いだすとともに、それを
簡潔かつ的確な表現に
高め、求積公式を導い
ている。

〇

観察・ノート

・ 円を分割したり、組み
合わせたりすることで構
成される図形の面積の
求め方を、円の面積を
もとに考える。 2

・ 複合図形を既習の図
形の組み合わせとして
捉え、面積の求め方を
考え、説明している。
・主 複合図形の面積の
求め方を、既習である
円の面積と関連付けて
考えようとしている。

〇 〇

観察・ノート

た
し
か
め
問

題
53
54

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 円の求積公式の導き
方を理解し、公式を用
いて、面積を求めること
ができる。

〇

観察・ノート

円
の
面
積
の
公

式
づ
く
り

55

・ ひもを巻いて作った
円を切り開き、二等辺
三角形に変形するなど
の方法で、円の求積公
式を導く。

1

・ 図形の構成要素に着
目し、既習の方法とは
異なる方法で、円の求
積公式を導いている。

〇

観察・ノート

復
習

56

・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。

1

・ 既習事項を理解して
いる。 〇

観察・ノート

小６年
「分数のかけ算」
・分数をかける計算
・逆数の意味
「分数のわり算」
・分数でわる計算
・整数、小数、分数
の乗法、除法
・分数倍と乗法、除
法の関係

中１年
・正負の数の乗法、
除法

中１年～３年
・単項式、多項式の
乗法、因数分解
・方程式

中３年
・根号を含む式の
乗法、除法

分
数
÷
整
数

36
～
42

円
の
面
積

円
の
面
積

45
～
52

小５年
「正多角形と円」
・正多角形の定義、
かき方
・円周率の意味と
円周の求め方

小６年
「角柱と円柱の体
積」
・角柱、円柱の求積
「およその面積や
体積」
・およその面積や
体積の求め方

中１年
・作図、移動、直線
や平面の位置関係
・柱体、錐体、球の
体積、表面積
・おうぎ形

中２年
・平行と角の性質、
三角形の合同条
件、l基本図形の性
質と証明

中３年
・相似、平行線と線
分の比
・円周角の定理
・三平方の定理

分
数
と
整
数
の
か
け
算
・
わ
り
算

分
数
×
整
数

32
～
35

4

5
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に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

文
字
ｘ
を
使

っ
た

式
57
～
59

・ 未知数を表すのに文
字xを用いることを知り、
問題場面を式に表し、
問題の解決に用いる。 1

・ 未知数を表す□の代
わりに文字xを用いるこ
とができることを理解
し、場面を式に表してx
の値を求めることがで
きる。

〇

観察・ノート

・ ともなって変わる２つ
の数量をx、yとして、そ
の関係を式に表し、問
題の解決に用いる。 1

・ ともなって変わる2つ
の数量を表す○、△の
代わりに文字x、yを用
いることができることを
理解し、2つの数量の関
係を、x、yを用いた式に
表すことができる。

〇

観察・ノート

・ ２つの文字を使った
式に当てはまる問題場
面を選んだり、考えたり
する。

1

・ 数量の関係に着目
し、問題場面を式に表
したり、式をもとに問題
場面を考えたりしてい
る。

〇

観察・ノート

た
し
か
め
問

題
63
64

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 問題場面やともなっ
て変わる２つの数量の
関係を、x、yを用いた式
に表し、問題を解決す
ることができる。

〇

観察・ノート

何
枚
い
る
か

な 65

・ 正三角形の色板をピ
ラミッド状に並べた図に
ついて、ピラミッドの段
数と色板の枚数の関係
を考察する。

1

・ 変化する数量の関係
に着目し、表などに表し
てきまりを見いだしてい
る。

〇

観察・ノート

・ 10年前と今年の本を
借りた冊数のデータを
比べ、代表値としての
「平均値」の用語とその
意味を理解し、平均値
を求める。

1

・ 10年前と今年のデー
タに基づいて、どちらが
多く借りているかを比べ
る方法を考え、説明して
いる。

〇

観察・ノート

・ ドットプロットの特徴と
読み方、表し方を理解
し、それを用いてデータ
の散らばりの様子を調
べる。

1

・ ドットプロットの特徴と
読み方を理解し、データ
をドットプロットに表すこ
とができる。

〇

観察・ノート

・ 代表値としての「最頻
値」の用語とその意味
を理解し、それを用いて
クラスの読書時間の
データの特徴を調べ
る。

1

・ 代表値として、平均値
以外に最頻値が用いら
れることがあることを理
解している。 〇

観察・ノート

・ 代表値としての「中央
値」の用語とその意味
を理解し、それを用いて
個人の本を借りた冊数
が全体の中で多いか少
ないかを考える。

1

・ データの中に外れ値
があるときなどには、代
表値として中央値を用
いる場合があることを
理解し、中央値を求め
ることができる。

〇

観察・ノート

・ 基本的な学習内容に
習熟し、それを活用す
る。

1

・ 代表値の意味や求め
方を理解している。 〇

観察・ノート

＊ ドットプロットの形と
代表値の関係を調べ
る。

1

・ ドットプロットの形と代
表値の関係を見いだ
し、説明している。

〇

観察・ノート

6

デ
ー

タ
の
活
用

小５年
「平均」
・平均の意味と求
め方
「帯グラフと円グラ
フ」
・帯グラフと円グラ
フ
・統計的な問題解
決の方法

中１年
・度数分布多角形、
相対度数など
・統計的確率

中２年
・四分位数、箱ひげ
図
・数学的確率

中３年
・標本調査

文
字
を
使

っ
た
式

小５年
「２つの量の変わり
方」
・比例の意味

小６年
「比例と反比例」
・比例を活用した問
題解決
・比例の性質、式表
示、グラフ
・反比例の定義と
性質、式表示、グラ
フ

中１年
・関数、比例、反比
例、座標

中２年
・1次関数

中３年
・関数ｙ＝ax²

２
つ
の
文
字
ｘ

、
ｙ
を
使

っ
た

式
60
～
62

デ
ー

タ
の
特
ち
ょ
う
を
表
す
値
と
グ
ラ
フ

66
～
73

練
習

74
75

5
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主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ 「階級」、「度数」、「度
数分布表」の用語とそ
れらの意味、度数分布
表の特徴や読み方を理
解し、データの特徴を調
べる。

1

・ 度数分布表を用い
て、データの特徴や傾
向を考察している。

〇

観察・ノート

・ 柱状グラフ（ヒストグラ
ム）の特徴と読み方、表
し方を理解し、データの
特徴を調べる。

1

・ 柱状グラフの特徴と
読み方、表し方を理解
し、データを柱状グラフ
に表すことができる。

〇

観察・ノート

デ
ー

タ
の
活

用
80
81

・ 既習事項を生かし
て、様々な方法でデー
タを比べて代表選手を
選択する。

1

・ 目的やデータの特徴
に着目し、それをもとに
問題に対する結論を考
え、根拠を明確にして
説明している。

〇

観察・ノート

い
ろ
い
ろ
な

グ
ラ
フ

82
83

・ 様々なグラフの特徴
を理解するとともに、グ
ラフからデータの特徴
や傾向を読み取る。

1

・ 人口ピラミッドを表す
グラフや複合グラフなど
をもとにして、データの
特徴について考察し、
説明している。

〇

観察・ノート

表
や
グ
ラ
フ
を

生
か
そ
う

84
85

・ 身の回りの事象につ
いて、データを収集、分
類整理し、適切な手法
を選択して問題の結論
について判断する。

適宜

・ 一連の統計的な問題
解決を遂行し、結論や
解決の妥当性について
批判的に考察してい
る。

〇

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

86
87

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 代表値の意味や求め
方を理解し、求めること
ができる。また、ドットプ
ロット、度数分布表、柱
状グラフの特徴とそれ
らの用い方を理解して
いる。

〇

観察・ノート

読
み
取
る
力
を

の
ば
そ
う

88

・ 与えられたグラフから
正しく情報を読み取り、
判断する。また、グラフ
の見た目にとらわれ
ず、批判的に考察す
る。

1

・ グラフを批判的にみ
て、正しい結論を、割合
の計算などをもとにして
考察している。 〇

観察・ノート

・ 直方体や立方体の体
積の求め方を見直し、
それらの求積公式が
「底面積×高さ」と表せ
ることを理解する。

1

・ 「底面積」の用語とそ
の意味を理解してい
る。また、直方体や立
方体の求積公式が「底
面積×高さ」と表せるこ
とを理解している。

〇

観察・ノート

・ 三角柱の体積も底面
が長方形や正方形では
ない四角柱の体積も
「底面積×高さ」で求め
られることを理解し、角
柱の体積の求積公式と
して「底面積×高さ」を
導く。

2

・ 角柱の体積が「底面積×
高さ」で求められることを理
解し、公式を用いて体積を
求めることができる。
・ 三角柱などの体積の求
め方を、既習の図形になお
して考えている。また、角柱
の求積公式として「底面積
×高さ」と統合できることを
見いだしている。

〇 〇

観察・ノート

・ 円柱の体積も「底面
積×高さ」で求められる
ことを理解する。また、
「角柱、円柱の体積＝
底面積×高さ」と統合で
きることを理解する。

1

・ 円柱を含めた柱体の
体積を求める式が「底
面積×高さ」に統合でき
ることを理解し、それを
用いて円柱の体積を求
めることができる。

〇

観察・ノート

6

デ
ー

タ
の
活
用

小５年
「平均」
・平均の意味と求
め方
「帯グラフと円グラ
フ」
・帯グラフと円グラ
フ
・統計的な問題解
決の方法

中１年
・度数分布多角形、
相対度数など
・統計的確率

中２年
・四分位数、箱ひげ
図
・数学的確率

中３年
・標本調査

度
数
分
布
表
と
柱
状
グ
ラ

フ
76
～
79

7

角
柱
と
円
柱
の
体
積

角
柱
と
円
柱
の
体
積

89
～
95

小５年
「体積」
・体積の単位と直
方体、立方体の求
積、容積
「角柱と円柱」
・角柱、円柱の定義
と性質、展開図、見
取図

小６年
「およその面積や
体積」
・およその面積や
体積の求め方

中１年
・作図、移動、直線
や平面の位置関係
・柱体、錐体、球の
体積、表面積
・おうぎ形

中２年
・平行と角の性質、
三角形の合同条
件、l基本図形の性
質と証明

中３年
・相似、平行線と線
分の比
・円周角の定理
・三平方の定理
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主な評価の観点

月
単
元
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ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ 複合図形の体積につ
いて、ある面を底面とし
た角柱とみて、体積を
求める。 1

・ 長方形を組み合わせ
た形をした底面を1つの
多角形とみなすことで、
複合図形の求積に角柱
の求積公式が使えるこ
とを見いだしている。

〇

観察・ノート

た
し
か
め
問

題
96
97

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 公式を用いて、角柱
や円柱の体積を求めた
り、体積から底面積や
高さを求めたりすること
ができる。

〇

観察・ノート

復
習

98

・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。

1

・ 既習事項を理解して
いる。 〇

観察・ノート

・ 乗数が分数の場合で
も、乗法の式に表すこと
ができることを、乗数が
整数の場合をもとに考
えたり、数直線図を用
いたりして理解する。

1

・ 乗法の意味を拡張し
て捉え、分数をかけるこ
との意味や、乗数が分
数のときの立式を理解
している。

〇

観察・ノート

・ 分数×分数の計算原
理、方法を理解し、計算
する。

2

・ 分数×分数の計算の
仕方を理解し、計算で
きる。
・ 分数に分数をかける
計算の仕方を、既習の
計算をもとに考え、説明
している。

〇 〇

観察・ノート

・ 分数×分数で、計算
の途中で約分ができる
ときの計算の仕方を理
解し、計算する。
・ ３口の分数の乗法の
計算の仕方を理解し、
計算する。

1

・ 途中で約分できる場
合の乗法や3口の分数
の乗法の計算の仕方を
理解し、計算できる。
・ 分数×整数のときの
約分の仕方をもとに、
分数×分数で、途中で
約分して計算する方法
を考えている。

〇 〇

観察・ノート

・ 整数×分数の計算
は、分数×分数として
計算できることを理解
する。
・ 帯分数の乗法の計算
の仕方を考える。

1

・ 整数と分数の乗法や
帯分数の乗法の計算
ができる。
・ 整数を分数で表すこ
とができることをもとに、
整数と分数の乗法も分
数×分数に統合できる
ことを見いだしている。

〇 〇

観察・ノート

練
習

106

・ 基本的な学習内容に
習熟し、それを活用す
る。

1

・ 分数の乗法の計算が
でき、それを用いて問
題を解決することがで
きる。

〇

観察・ノート

逆
数

107

・ 「逆数」の用語とその
意味、求め方を理解し、
分数、整数、小数の逆
数を求める。

1

・ 逆数の意味を理解
し、分数や整数、小数
の逆数を求めることが
できる。

〇

観察・ノート

積
の
大
き
さ

108

・ 分数をかける乗法
で、乗数の大きさから
積と被乗数の大小関係
を判断する。

1

・ 数直線図上の乗数の
大きさに着目し、積と被
乗数との大小関係を見
いだしている。

〇

観察・ノート

面
積
や
体
積
の

公
式
と
分
数

109

・ 辺の長さが分数の場
合にも、面積や体積の
求積公式が適用できる
ことを理解する。 1

・ 辺の長さが分数の場
合でも、面積や体積の
求積公式が適用できる
ことを理解している。 〇

観察・ノート

7

角
柱
と
円
柱
の
体
積

角
柱
と
円
柱
の
体
積

89
～
95

小５年
「体積」
・体積の単位と直
方体、立方体の求
積、容積
「角柱と円柱」
・角柱、円柱の定義
と性質、展開図、見
取図

小６年
「およその面積や
体積」
・およその面積や
体積の求め方

中１年
・作図、移動、直線
や平面の位置関係
・柱体、錐体、球の
体積、表面積
・おうぎ形

中２年
・平行と角の性質、
三角形の合同条
件、l基本図形の性
質と証明

中３年
・相似、平行線と線
分の比
・円周角の定理
・三平方の定理

分
数
を
か
け
る
計
算

99
～
105

9

分
数
の
か
け
算

小５年
「分数のたし算とひ
き算」
・通分、約分の意味
と方法
「分数と小数、整
数」
・商の分数表示、分
数と小数、整数の
変換
「小数のかけ算」
・乗法の意味の拡
張
・小数をかける計算
のひっ算

小６年
「分数と整数のか
け算・わり算」
・分数×整数、分数
÷整数の計算

小６年
「分数のわり算」
・分数でわる計算
・整数、小数、分数
の乗法、除法
・分数倍と乗法、除
法の関係

中１年
・正負の数の乗法、
除法

中１年～３年
・単項式、多項式の
乗法、因数分解
・方程式

中３年
・根号を含む式の
乗法、除法
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含む)

計
算
の
き
ま
り

110

・ 分数の場合にも、乗
法の交換法則や結合
法則、分配法則が成り
立つことを理解する。 1

・ 分数の計算について
も、乗法の交換法則や
結合法則、分配法則が
成り立つことを理解し、
それらを活用し、工夫し
て計算することができ
る。

〇

観察・ノート

た
し
か
め

問
題

111
112

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 分数の乗法の計算の
仕方を理解し、計算で
きる。 〇

観察・ノート

時
間
と
分
数

113

＊ 分数を使って時間を
表す方法を考え、理解
する。

1

・ 時間を分数で表す方
法を理解するとともに、
単位にする時間によっ
て様々な表し方ができ
ることを理解している。

〇

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る

ほ
ど
算
数
教
室
２

114

・ 算数に関する逸話を
読むことで、分数の計
算に興味をもつ。

適宜

・ 算数に関する逸話を
読み、分数の計算への
興味・関心を高める。

〇

観察・ノート

・ 除数が分数の場合で
も、除法の式に表すこと
ができることを、除数が
整数の場合をもとに考
えたり、数直線図を用
いたりして理解する。

1

・ 分数でわることの意
味を、数直線図などを
用いて考え、説明して
いる。 〇

観察・ノート

・ 分数÷分数の計算原
理、方法を理解し、計算
する。

2

・ 分数÷分数の計算の
仕方を理解し、計算で
きる。
・ 分数を分数でわる計
算の仕方を、既習の計
算をもとに考え、説明し
ている。

〇 〇

観察・ノート

・ 分数÷分数で、計算
の途中で約分ができる
ときの計算の仕方を理
解し、計算する。
・ 分数の乗法と除法が
混じった計算の仕方を
理解し、計算する。

1

・ 途中で約分できる場合の
除法や、乗法と除法の混
じった計算の仕方を理解
し、計算できる。
・ 分数の乗法のときの約分
の仕方をもとに、分数÷分
数で、途中で約分して計算
する方法を考えている。

〇 〇

観察・ノート

・ 整数÷分数の計算
は、分数÷分数としても
計算できることを理解
する。
・ 帯分数の除法の計算
の仕方を考える。

1

・ 整数と分数の除法や
帯分数の除法の計算
ができる。
・ 整数を分数で表すこ
とができることをもとに、
整数÷分数も分数÷分
数に統合できることを見
いだしている。

〇 〇

観察・ノート

・ 分数÷分数で、求答
事項に応じて演算決定
をすることで、除法の理
解を深める。

1

・ 数直線図などを用い
て、求答事項に応じて
式を考え、説明してい
る。

〇

観察・ノート

練
習

123

・ 基本的な学習内容に
習熟し、それを活用す
る。

1

・ 分数の除法の計算が
でき、それを用いて問
題を解決することがで
きる。

〇

観察・ノート

10

分
数
で
わ
る
計
算

115
～
122

9

分
数
の
か
け
算

小５年
「分数のたし算とひ
き算」
・通分、約分の意味
と方法
「分数と小数、整
数」
・商の分数表示、分
数と小数、整数の
変換
「小数のかけ算」
・乗法の意味の拡
張
・小数をかける計算
のひっ算

小６年
「分数と整数のか
け算・わり算」
・分数×整数、分数
÷整数の計算

小６年
「分数のわり算」
・分数でわる計算
・整数、小数、分数
の乗法、除法
・分数倍と乗法、除
法の関係

中１年
・正負の数の乗法、
除法

中１年～３年
・単項式、多項式の
乗法、因数分解
・方程式

中３年
・根号を含む式の
乗法、除法

分
数
の
わ
り
算

小５年
「小数のわり算」
・除法の意味の拡
張
・小数でわる計算
の筆算
・小数倍と乗法、除
法の関係

小６年
「分数のかけ算」
・分数をかける計算
・逆数の意味

中１年
・正負の数の乗法、
除法

中１年～３年
・単項式、多項式の
乗法、因数分解
・方程式

中３年
・根号を含む式の
乗法、除法
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商
の
大
き
さ

124

・ 分数でわる除法で、
除数の大きさから商と
被除数の大小関係を判
断する。

1

・ 数直線図上の除数の
大きさに着目し、商と被
除数との大小関係を見
いだしている。

〇

観察・ノート

・ 小数、分数の混じった
乗法、除法の計算の方
法を理解し、計算する。

1

・ 小数、分数の混じった
乗法、除法の計算の仕
方を理解し、計算でき
る。

〇

観察・ノート

・ 整数や小数の乗法、
除法の混じった計算
を、分数の乗法として計
算する。

1

・ 整数や小数の乗法、
除法が分数の乗法に統
合できることを理解し、
分数の乗法として計算
することができる。

〇

観察・ノート

・ 割合を求めるときに
は、除法が適用される
ことを理解する。

1

・ 割合を求めるときに
分数の除法が適用され
ることを理解している。

〇

観察・ノート

・ 比較量を求めるとき
には乗法が適用される
ことを理解する。

1

・ 比較量を求めるとき
に分数の乗法が適用さ
れることを理解してい
る。

〇

観察・ノート

・ 割合が分数のときも、
基準量を求めるのに分
数の除法が適用される
ことを理解する。

1

・ 基準量を求めるとき
に分数の除法が適用さ
れることを理解してい
る。

〇

観察・ノート

た
し
か
め

問
題

130
131

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 分数の除法の計算の
仕方を理解し、計算で
きる。 〇

観察・ノート

ど
ん
な
計
算

す
る
の
か
な

132

・ 問題場面を捉え、対
応する数直線図を選
び、演算決定をする。 1

・ 問題場面と数直線図
を結び付け、演算決定
している。 〇

観察・ノート

・ いくつかの物を順番
に並べるとき、並べ方
は全部で何通りあるか
求める方法を考える。

2

・ 並べ方が何通りある
かについて、落ちや重
なりなく求める方法を理
解し、求めることができ
る。
・ 並べ方が全部で何通
りあるかを、図や表など
を用いて考え、説明して
いる。

〇 〇

観察・ノート

・ 全体から一部を取り
出して並べるとき、並べ
方は全部で何通りある
か求める方法を考え
る。

1

・ 全体から一部を取り
出して並べる場合につ
いて、図などを用いて順
序よく調べ、落ちや重な
りなく数えることができ
る。

〇

観察・ノート

・ コインを何回か投げ
たときの表と裏の出方
が全部で何通りあるか
を考え、場合の数の求
め方の理解を深める。

1

・ 同じことを繰り返し行
うときの場合の数につ
いて、図を使って求める
ことができる。

〇

観察・ノート

・ いくつかのものの中
から順番に関係なく２つ
を選んだときの組み合
わせが、全部で何通り
あるか求める方法を考
える。

1

・ 事象の特徴に着目
し、いくつかのものの中
から順番に関係なく2つ
を選んだときの組み合
わせ方の総数につい
て、図や表を用いて考
え、説明している。

〇

観察・ノート

・ ４種類の中から３種
類を選ぶ組み合わせ方
などについて考える。 1

・ 4種類から3種類を選
ぶときの組み合わせ方
の総数について、図や
表を用いて考え、説明
している。

〇

観察・ノート

11

10

計
算
の
く
ふ
う

125
126

分
数
倍
と
か
け
算

、
わ
り
算

127
～
129

場
合
の
数

中１年
・度数分布多角形、
相対度数など
・統計的確率

中２年
・四分位数、箱ひげ
図
・数学的確率

中３年
・標本調査

組
み
合
わ
せ
方

137
～
140

並
べ
方

133
～
136

分
数
の
わ
り
算

小５年
「小数のわり算」
・除法の意味の拡
張
・小数でわる計算
の筆算
・小数倍と乗法、除
法の関係

小６年
「分数のかけ算」
・分数をかける計算
・逆数の意味

中１年
・正負の数の乗法、
除法

中１年～３年
・単項式、多項式の
乗法、因数分解
・方程式

中３年
・根号を含む式の
乗法、除法
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た
し
か
め
問

題
141
142

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 並べ方や組み合わせ
方の総数の求め方を理
解し、図や表を用いて
求めることができる。

〇

観察・ノート

リ
ー

グ
戦
と
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦

143

＊ トーナメント戦方式
の総試合数の求め方
を、図や表などを用い
て考える。 1

・ トーナメント戦方式の
総試合数の求め方を、
図や表などを用いて考
えている。 〇

観察・ノート

読
み
取
る
力
を

の
ば
そ
う

144
145

・ 起こり得る場合を順
序よく整理して、目的に
合う行き方を考える。

1

・ それぞれの条件に着
目して、行き方を順序よ
く考えている。

〇

観察・ノート

復
習

146

・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。

1

・ 既習事項を理解して
いる。 〇

観察・ノート

・ 「比」の用語とその意
味を理解するとともに、
２つの数量の割合はそ
のまま比で表せることを
理解する。

1

・ 「比」の用語とその意
味や表し方を理解して
いる。 〇

観察・ノート

・ 同じ割合でも、何を１
とみるかによって、いろ
いろな比の表し方がで
きることを理解する。

1

・ 1とみる大きさを変え
ることで、同じ割合をい
ろいろな比で表すことが
できる。

〇

観察・ノート

・ 「比の値」の用語とそ
の意味、求め方を理解
する。また、比の値を求
めて等しい比を見つけ
る。

1

・ 「比の値」の用語とそ
の意味や求め方を理解
し、比の値を求めて、等
しい比を見つけることが
できる。

〇

観察・ノート

・ 比の性質を理解し、
等しい比をつくる。

1

・ 等しい2つの比の関
係に着目し、a：bのaとb
に同じ数をかけても、同
じ数でわっても比は等し
いことを説明している。

〇

観察・ノート

・ 比の性質などを使っ
て、比を簡単にする方
法を理解する。

1

・ 比を簡単にする方法
を、比の性質などを使っ
て考え、説明している。

〇

観察・ノート

・ 小数や分数で表され
た比を簡単な整数の比
になおす方法を理解す
る。

1

・ 比の性質を使って、
小数や分数で表された
比を簡単にすることが
できる。

〇

観察・ノート

・ ２つの数量の比とそ
の一方の量をもとに、
他方の量を求める方法
を考える。 1

・ 2つの数量の比とその
一方の量から他方の量
を求める問題につい
て、比の性質や比の値
に着目して考え、説明し
ている。

〇

観察・ノート

・ ある量を、示された比
に分ける（比例配分す
る）方法を考える。 1

・ 全体の量をある大き
さの比に分ける問題に
ついて、比の性質など
に着目して考え、説明し
ている。

〇

観察・ノート

た
し
か
め
問
題

157
～
159

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。
＊ 身の回りの比を探
す。また、３つの数で表
される比があることを知
る。

1

・ 比の意味や表し方、
性質を理解し、それを
用いて問題を解決する
ことができる。 〇

観察・ノート

11

比

小５年
「割合」
・割合、百分率、歩
合の意味と表し方、
割合・比較量、基準
量の関係

場
合
の
数

中１年
・度数分布多角形、
相対度数など
・統計的確率

中２年
・四分位数、箱ひげ
図
・数学的確率

中３年
・標本調査

比
の
表
し
方

147
～
150

等
し
い
比

151
～
154

比
の
利
用

155
156

小６年
「比例と反比例」
・比例を活用した問
題解決
・比例の性質、式表
示、グラフ
・反比例の定義と
性質、式表示、グラ
フ

中１年
・関数、比例、反比
例、座標

中２年
・1次関数

中３年
・関数ｙ＝ax²

‐77‐



知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る

ほ
ど
算
数
教
室
３

160
161

・ 黄金比や白銀比につ
いて知り、歴史的建造
物、美術作品などに黄
金比や白銀比が含まれ
ていることに興味・関心
をもつ。

適宜

・ 黄金比や白銀比で作
られている物の美しさ
に気づき、身の回りから
黄金比や白銀比の物を
探そうとしている。 〇

観察・ノート

11
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含む)

・ 対応する辺の長さと
角の大きさを調べる活
動を通して、「拡大図」
の用語とその意味を理
解する。

1

・ 対応する辺の長さや
角の大きさに着目して、
同じ形といえるわけを
考えたり、拡大図になら
ないことを説明したりし
ている。

〇

観察・ノート

・ 対応する辺の長さと
角の大きさを調べる活
動を通して、「縮図」の
用語とその意味を理解
する。

1

・ 「縮図」の用語とその
意味を理解している。

〇

観察・ノート

・ 方眼を使って拡大図
や縮図を作図する。 1

・ 方眼を用いて、拡大
図や縮図を作図するこ
とができる。

〇

観察・ノート

・ 辺の長さや角の大き
さを測定し、方眼を使わ
ずに、三角形の拡大図
や縮図を作図する方法
を考える。

1

・ 三角形の拡大図や縮
図のかき方について、
合同な三角形をかく方
法や、拡大図や縮図の
定義をもとに考え、説明
している。

〇

観察・ノート

・ 相似の中心を利用し
て拡大図や縮図を作図
する。

1

・ 相似の中心を利用し
て、拡大図や縮図を作
図することができる。

〇

観察・ノート

・ 「縮尺」の用語とその
意味、表し方を理解し、
縮図から実際の長さを
求める。

1

・ 縮図を利用して、実
際の長さを求めること
ができる。 〇

観察・ノート

・ 実際に測定すること
が困難な場所の長さ
を、縮図を使って求め
る。

1

・ 縮図を利用して、実
際に測定することが困
難な場所の長さを計算
で求めることができる。

〇

観察・ノート

た
し
か
め

問
題

174
175

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。 1

・ 拡大図や縮図の意
味、縮尺の意味や表し
方を理解し、作図するこ
とができる。

〇

観察・ノート

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に

ち
ょ
う
せ
ん
！
①

176
177

・ 拡大図・縮図・合同な
図形の性質を比べ、対
応する角の大きさと辺
の長さの比に着目し、
図形を弁別する手順を
整理する。

1

・ 拡大図・縮図・合同な
図形の性質の相違点を
見いだし、図形の弁別
の仕方を、条件分岐の
考え方を活用して図に
表し、説明している。

〇

観察・ノート

ど
う
し
て
拡
大
図

に
な
る
の
か
な

178

＊ 図形の頂点とは異な
る点を相似の中心とし
て、拡大図、縮図を作
図する方法について考
える。

1

・ 相似の中心が図形の
頂点でない場合でも拡
大図、縮図をかくことが
できるわけを演繹的に
考え、説明している。

〇

観察・ノート

読
み
取
る
力
を
の
ば

そ
う

179

・ 伊能忠敬が作った、
縮尺の異なる3つの地
図について考察し、縮
尺の理解を深める。

1

・ 縮尺どうしの関係に
着目し、一方の縮図が
もう一方の縮図の何分
の一になっているか見
いだしている。また、目
的に応じて適した縮尺
を考え、適切な地図を
見いだしている。

〇

観察・ノート

復
習

180

・ 復習問題に取り組
み、既習事項の理解を
確実にする。

1

・既習事項を理解してい
る。 〇

観察・ノート

拡
大
図
と
縮
図
の
か
き
方

11

拡
大
図
と
縮
図

小５年
「合同な図形」
・合同の意味、かき
方

12

小５年
「２つの量の変わり
方」
・比例の意味

小６年
「文字を使った式」
・ｘ、ｙを使った式表
示
「比」
・比の意味と表し方

拡
大
図
と
縮
図

162
～
165

166
～
169

縮
図
の
利
用

170
～
173

中１年
・作図、移動、直線
や平面の位置関係
・柱体、錐体、球の
体積、表面積
・おうぎ形

中２年
・平行と角の性質、
三角形の合同条
件、l基本図形の性
質と証明

中３年
・相似、平行線と線
分の比
・円周角の定理
・三平方の定理

中１年
・関数、比例、反比
例、座標

中２年
・1次関数

中３年
・関数ｙ＝ax²‐79‐



知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

・ 比例の関係を活用し
て、身の回りの問題を
解決する。

2

・ 比例関係にある2つ
の数量を見いだし、比
例の特徴を活用して問
題を解決している。
・主 比例を活用した測
定のよさに気づき、生
活や学習に生かそうと
している。

〇 〇

観察・ノート

・ yがxに比例するとき、
xの値が１/2倍、１/３
倍、１/４倍、……になる
と、yの値も同じように
変化することを理解す
る。

1

・ 比例する2つの数量
について、xの値が１/2
倍、１/３倍、１/４倍、…
…になるとき、yの値も１
/2倍、１/３倍、１/４倍、
……になることを理解し
ている。

〇

観察・ノート

・ 比例の関係にある事
象の表から、xの２つの
値とそれに対応するyの
２つの値の割合は、い
つも同じであることを理
解する。

1

・ 比例の関係におい
て、xの2つの値とそれ
に対応するyの2つの値
の割合は、いつも等し
いことを理解している。

〇

観察・ノート

・ yがxに比例するとき、
その関係を式に表す。

1

・ yがxに比例するとき、
y＝決まった数× xと表
せることを理解し、２つ
の数量の関係を式に表
すことができる。

〇

観察・ノート

・ これまでに学習した
乗法の場面の数量の
関係を考察し、比例とし
て捉え直す。

1

・ ともなって変わる2つ
の数量を見いだし、表
や式などをもとに比例
の関係になっているか
どうか調べている。

〇

観察・ノート

・ 比例する２つの数量
の関係をグラフに表し、
その特徴を捉える。

1

・ 比例のグラフの特徴
を見いだしている。 〇

観察・ノート

・ ２つの比例のグラフに
ついて考察し、比例の
グラフの理解を深める。 1

・ 2つの比例のグラフに
ついて考察し、それぞ
れの事象の関係を見い
だしている。

〇

観察・ノート

練
習

194

・ 基本的な学習内容に
習熟し、それを活用す
る。

1

・ 2つの数量の関係に
着目し、比例関係を見
いだすことができる。ま
た、比例する2つの数量
の関係を、表や式、グラ
フに表し、比例の特徴
を活用して問題を解決
することができる。

〇

観察・ノート

反
比
例

195
～
197

・ ともなって変わる２つ
の数量の関係を考察
し、「反比例」の用語と
その定義、性質を理解
する。

2

・ 「反比例」の用語とそ
の定義や性質、比例の
性質との違いを理解し
ている。
・主 反比例する2つの
数量の関係について、
比例の学習をもとに調
べようとしている。

〇 〇

観察・ノート

反
比
例
の
式

198
199

・ yがxに反比例すると
き、その関係を式に表
す。

1

・ yがxに反比例すると
き、y＝決まった数÷ x
と表せることや比例の
式との違いを理解し、２
つの数量の関係を式に
表すことができる。

〇

観察・ノート

反
比
例
の
グ
ラ

フ 200

・ 反比例する２つの数
量の関係をグラフに表
し、その特徴を捉える。

1

・ 反比例のグラフの特
徴や比例のグラフとの
違いを理解している。

〇

観察・ノート

小５年
「２つの量の変わり
方」
・比例の意味

小６年
「文字を使った式」
・ｘ、ｙを使った式表
示
「比」
・比の意味と表し方

1

比
例
と
反
比
例

比
例
の
グ
ラ
フ

191
～
193

比
例

181
～
187

比
例
の
式

188
～
190

中１年
・関数、比例、反比
例、座標

中２年
・1次関数

中３年
・関数ｙ＝ax²
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に
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組
む
態
度

主な評価の観点

月
単
元

小
単
元

ペ
ー

ジ

到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

た
し
か
め
問
題

201
～
203

・ 基本的な学習内容を
理解しているか確認し、
それに習熟する。

1

・ 比例や反比例の定
義、性質について理解
し、2つの数量の関係に
ついて、比例か反比例
かを判断し、式やグラフ
に表すことができる。

〇

観察・ノート

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に

ち
ょ
う
せ
ん
！
②

204
205

・ 比例の性質をもとに、
グラフをかくプログラム
を考え、比例定数と傾
きに相関関係があるこ
とに気づく。 1

・ 比例のグラフをかくプ
ログラムを使って、グラ
フをかき、比例定数と傾
きに相関関係があるこ
とを見いだしている。 〇

観察・ノート

反
比
例
の
グ
ラ

フ 206

・ 反比例のグラフが曲
線になることを知り、座
標を細かくとって確かめ
る。 1

・ 座標を細かくとり、反
比例のグラフをかくこと
ができる。

〇

観察・ノート

・ 曲線を含む形のおよ
その面積は、方眼のま
す目を数えたり、求積
可能な図形とみて求積
公式を適用したりして求
められることを理解し、
求める。

2

・ 曲線を含む形につい
て、およその面積を求
めることができる。
・ 曲線を含む形のおよ
その面積の求め方を、
既習の学習をもとに考
え、説明している。

〇 〇

観察・ノート

・ 身の回りにある立体
のおよその体積を、求
積可能な図形とみて求
める。

1

・ 曲線を含む立体につ
いて、その概形を捉え、
およその体積を求める
ことができる。

〇

観察・ノート

読
み
取
る
力
を

の
ば
そ
う

210

・ 予想した３桁の数に
対する相手の反応か
ら、筋道立てて考え、相
手が決めた３桁の数を
見つける。

1

・ 曲線を含む形のおよ
その面積の求め方を、
既習の学習をもとに考
え、説明している。 〇

観察・ノート

６
年
間
の
ま
と
め

211
～
225

・ 6年間の復習問題に
取り組み、既習事項の
理解を確実にする。

9

・ 既習の数と計算、図形、
測定、変化と関係、データ
の活用に関する基礎的な
事項を理解し、問題を解決
することができる。
・ 間違えた問題について、
改めて考え、算数の学習を
身に付けようとしている。

〇 〇

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ
ど

算
数
教
室
４

226
227

・ 世界の諸課題に関わ
る割合を見て、SDGsに
ついて算数の面から考
える。

・ 世界の諸課題に関連
する割合に興味・関心
をもち、それらの課題を
進んで調べようとしてい
る。 〇

観察・ノート

中１年
・作図、移動、直線
や平面の位置関係
・柱体、錐体、球の
体積、表面積
・おうぎ形

中２年
・平行と角の性質、
三角形の合同条
件、l基本図形の性
質と証明

中３年
・相似、平行線と線
分の比
・円周角の定理
・三平方の定理

2

10

小５年
「２つの量の変わり
方」
・比例の意味

小６年
「文字を使った式」
・ｘ、ｙを使った式表
示
「比」
・比の意味と表し方

1

比
例
と
反
比
例

お
よ
そ
の
面
積
や
体
積

お
よ
そ
の
面
積
や
体
積

207
～
209

小５年
「四角形と三角形
の面積」
・平行四辺形や三
角形、台形、ひし形
の求積

小６年
「円の面積」
・円の面積の求め
方
「角柱と円柱の体
積」
・角柱、円柱の求積

中１年
・関数、比例、反比
例、座標

中２年
・1次関数

中３年
・関数ｙ＝ax²
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月
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元

小
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元
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ー
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到達目標
（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ

ど
算
数
教
室
５

228
229

・ メートル法や尺貫法、
ヤード・ポンド法といっ
たいろいろな単位の仕
組みについて知る。

・ 進んでいろいろな単
位について調べ、興味・
関心をもっている。

〇

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ

ど
算
数
教
室
６

230

・ 分数ものさしについて
知り、それを用いて分
数の計算の仕方を考え
る。

・ 分数ものさしを使った
計算の仕方について、
これまでに学習した分
数の計算の仕方と関連
付けて考えている。

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ

ど
算
数
教
室
７

231

・ 規則的に直線を重ね
てひき、曲線が見えてく
ることを知る。

・ 直線を重ねることで
曲線がつくられることに
興味・関心をもち、条件
を変えて他の曲線をつ
くろうとしている。

〇

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ

ど
算
数
教
室
８

232

・ 時差について知り、
様々な都市の時刻を求
める。

・ 時差について興味・
関心をもち、進んで各
国の時刻を考えたり、
時差に関する問題をつ
くったりしている。

〇

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ

ど
算
数
教
室
９

233

・ 点字による数の表し
方を知り、点字を読ん
だり、表したりする。

・ 点字の仕組みについ
て興味・関心をもち、進
んで調べている。

〇

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ

ど
算
数
教
室
１
０

234
235

・ エジプトで使われてい
た算数についての逸話
を知り、比や分数につ
いて興味・関心を高め
る。

・ 辺の長さが３：４：５の
三角形は直角三角形に
なることや、分数が単
位分数の和で表せるこ
とに関心をもっている。

〇

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ

ど
算
数
教
室
１
１

236

・ 円盤を１枚ずつきまり
に基づいて動かし、全
ての円盤を別の棒に動
かす方法を考える。

・ 全ての円盤を別の棒
に動かす方法を考え、
順序よく考えるたのしさ
に関心をもっている。

〇

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ

ど
算
数
教
室
１
２

237

・ 単位量あたりの大き
さを活用した人数の数
え方について知る。

・ 単位量あたりの大き
さの考え方を使えば人
数が簡単に求められる
というよさに気づいてい
る。

〇

観察・ノート

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ

ど
算
数
教
室
１
３

238
239

・ 身の回りにある数字
や幾何学的な形を見た
り、探したりする。

・ 身の回りにある数字
や算数で学習した形な
どに興味をもち、生活
の中にある算数を見い
だそうとしている。

〇

観察・ノート

2

10
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（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容

上級学年・中学校
との関連（同学年を
含む)

ふ
く
ろ
う
先
生
の
な
る
ほ

ど
算
数
教
室
１
４

240

・ 算数を仕事に生かし
ている方へのインタ
ビューを読み、算数へ
の学習意欲を高める。

・ 算数が仕事や生活に
生かされていることを知
り、算数の学習に対す
る意欲を高めている。

〇

観察・ノート

数
学
の
世
界

へ
１

241
～
243

・ トランプを使ったゲー
ムを通して、０より小さ
い数の必要性や表し方
を理解し、負の数の学
習への素地を養う。

・ 点数板のおはじきを
動かすことを通して、0
より小さい数について
考えている。

〇

観察・ノート

数
学
の
世

界
へ
２

244

・ 過不足算を面積図を
用いて解決し、図を用
いるよさと限界に気づ
く。

・ 面積図に表すよさと
限界に気づいている。

〇

観察・ノート

数
学
の
世

界
へ
３

245

・ 天秤を用いて未知の
数量を求める活動を通
して、等式の性質への
素地を養う。

・ 天秤のつり合いの性
質に基づいて、未知の
数量を筋道立てて求
め、説明している。

〇

観察・ノート

数
学
の
世
界

へ
４

246
247

・ 垂直な直線などのひ
き方を、既習の図形の
性質と結び付けて考
え、数学における作図
への素地を養う。

・ ひし形や平行四辺形
の性質に着目し、垂直
二等分線や平行線、角
の二等分線の作図の
方法を考えている。

〇

観察・ノート

数
学
の
世
界

へ
５

248

・ 円とおうぎ形の面積を
比べることを通して、お
うぎ形の求積への素地
を養う。

・ 既習の円の面積の求
め方をもとにして、おう
ぎ形の面積の求め方を
考え、説明している。

〇

観察・ノート

数
学
の
世
界

へ
６

249

・ 様々な数量の変化を
考察することを通して、
一次関数や2乗に比例
する関数への素地を養
う。

・ 数量の変化を表やグ
ラフを用いて調べること
で、比例や反比例との
違いに気づいている。

〇

観察・ノート

数
学
の
世
界

へ
７

250

・ 樹形図を用いて、じゃ
んけんの手の出し方を
調べることを通して、確
率の学習への素地を養
う。

・ じゃんけんのパターン
が全部で何通りある
か、図や表を用いて考
えている。

〇

観察・ノート

数
学
の
世
界
へ

８ 251

・ 階級の幅が異なる2
つの柱状グラフを批判
的に考察することを通し
て、数学における統計
の学習への素地を養
う。

・ 柱状グラフを批判的
に考察し、階級の幅を
変えて整理し直してい
る。 〇

観察・ノート

テ
ス
ト

等

テスト＋予備

20 〇 ○

ペーパーテスト等

175

2

10

3

9

‐83‐


